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5　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・粘土粒子多量
6　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
7　褐　　　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

8　にぷい褐色　粘土粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒少量
9　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

10　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

11褐　　色　粘土中・小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
12　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
13　暗　褐　色　粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
14　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

15　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック少量
16　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層及び2層はローム，焼土

及び炭化物の含有状況や遺物の投棄状況から人為堆積と思われ，1層は自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，焼土中ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土中・小ブロック・焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土中・小ブロック・炭化物微量

遺物　土師器及びその中破片2499点，土製紡錘車1点，置き竃の破片4点，不明土製品1点が出土している。

遺物は，それぞれ四つのコーナー部付近，西壁際及び竃付近から集中的に出土しており，中央部付近からはあ

まり出土していない。覆土上層では，第141～145図3の杯が北東コーナー部から逆位の状態で，40の高台付椀

が南西コーナー部から正位の状態で，14の杯が西壁際から斜位の状態でそれぞれ出土している。覆土中層では，

4の杯が北東コーナー部から横位の状態で，9の杯が北東コーナー部から逆位の状態で，39の高台付椀が北東

コーナー部から斜位の状態で，2の杯が南東コーナー部から壊れた状態で，8の杯が南東コーナー部から正位

の状態で，11の杯が南西コーナー部から正位の状態で，32の高台付椀が北西コーナー部から斜位の状態で，16

の杯が西壁際から正位の状態，38の高台付椀が南西コーナー部から逆位の状態でそれぞれ出土している。覆土

下層では，34の高台付椀が北東コーナー部から逆位の状態で，1の杯が南東コーナー部から正位の状態で，6

の杯が南東コーナー部から壊れた状態で，23の杯及び48の甑が南東コーナー部から横位の状態で，5・10・17

の杯が南西コーナー部から正位の状態で，22の杯が南西コーナー部から壊れた状態で，35の高台付椀が南西コ

ーナー部から横位の状態で，44の嚢が南西コーナー部から壊れた状態で，36の高台付椀が北西コーナー部から

斜位の状態で，43の嚢が北西コーナー部から壊れた状態で，13・24の杯が西壁際から壊れた状態で，19の杯が

西壁際から正位の状態で，20の杯及び37の高台付椀が西壁際から横位の状態でそれぞれ出土している。床面で

は，7の杯が北東コーナー部から正位の状態で，33の高台付椀が北東コーナー部から壊れた状態で，18の杯が

南東コーナー部から正位の状態で，31の高台付椀及び47の甑が南東コーナー部から壊れた状態で，21の杯が西

壁際から壊れた状態でそれぞれ出土している。竃では，53の置き竃が西袖部から，55の置き竃が東袖部から竃

の補強材として使用された状態でそれぞれ出土している。また，15の杯が西壁際の覆土下層及び北西コーナー

部の覆土中層から散乱した状態で，41の嚢が竃の燃焼部，北西コーナー部の覆土下層及び南西コーナー部の覆

土中層から散乱した状態で，42の嚢が竃の燃焼部と西袖部及び北西コーナー部の床面から散乱した状態で，46

の羽釜が竃の南側の覆土中層及び北東コーナー部．の覆土上層から散乱した状態で，49の甑が竃の燃焼部と西袖

部及び北西コーナー部の覆土下層から散乱した状態で，52の置き竃が竃の西袖部及び中央部の覆土下層から散

乱した状態で，54の置き竃が北東コーナー部及び南東コーナー部の覆土下層から散乱した状態でそれぞれ出土

している。なお，46の羽釜は，第8号住居跡の南西区から出土した2片とも接合関係にある。その他にも北東

区の覆土中から28の杯（墨書有），南東区の覆土中から29の椀，45の嚢及び50の土製紡錘車，北西区の覆土中

から27の杯，中央部付近の覆土中から12・25・26の杯，30の椀及び51の木葉形土製品がそれぞれ出土している。
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第144回　第12号住居跡出土遺物実測図（4）

第12号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ト　　　　　　　1　　　　－－一　」

図版番 号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第 14 1図 珂・ A 〔15．6 〕 底 部 一部 欠損 。平 底 。休 部 は内 攣 し 口縁部 及 び体 部外 面 ロ クロ ナデ ，内 長石 ・雲 母 ・赤色 粒子 P 77　　 50 ％　 P L 8 2

1
土　 師　 器 B　　 5．2 なが ら立 ち上 が り， 口緑 部 は直 立す 面 ロク ロ ナ デ後 ，横 位 の ヘ ラ磨 き。 灰 褐色 南東コーナー部覆土下層

C 〔 9．6 〕 る。 底 部 回転 へ ラ切 り。 内 面 黒 色 処理 。

体部 外面 に細 い沈線が 15条 巡 る。

普 通

2

杯 A 〔12，6 〕 平 底。 体 部 は内野 しなが ら立 ち上 が 口縁 部 及 び休 部外 面 ロク ロナ デ， 内 長石 ・雲母 ・赤色粒 子 P 78　　 60％　 P L 82

土　 師　 器 B　　 3．9

C　　 7．2

り，口緑 部は わずか に外反 す る。 面 ロ ク ロナ デ 後 ，横 位 の ヘ ラ磨 き。

底部 回転へ ラ切 り。内 面黒色 処理 。

にぷい橙 色

普通

南東コーナー部覆土中層

3

杯 B （2 ．3） 底 部 か ら体 部 下半 にか け て の破 片 。 休部 外面 ロタ ロナ デ， 内面 ロ ク ロナ 長石 ・雲母 ・赤色粒 子 P 7 9　　 10％

土　 師　 器 C　　 6 ．2 平底 。休 部 は 内攣 しな が ら立 ち上 が デ後 ，横 位 のヘ ラ磨 き。底 部 回転へ にぷ い黄橙 色 北東コーナー部覆土上層

る。 ラ切 り。内面 黒色処 理。 普通

4

杯 A　 12．4 平底 。体 都 は内 攣 しな が ら立 ち上 が 口緑 部及 び休 部外 面 ロ タロ ナデ ，内 長石 ・雲 母 ・赤 色粒子 P 83　　 80 ％　 P L8 2

土　 師　 器 B　　 4．2

C　　 6．6

り， 口緑 部 は外傾 す る。 面 ロ クロ ナ デ後 ， 横位 の ヘ ラ磨 き。

底 部回転 糸切 り内面 黒色処 理。

にぷい橙 色

普 通

北東コーナー部覆土中層

5

杯 A 〔12．4 〕 平 底。 休 部 は内暫 しなが ら立 ち 上が 口緑部 及 び休 部外 面 ロ クロナ デ， 内 長 石 ・雲母 ・赤 色粒子 P 84　　 70 ％　 P L 8 2

土　 師　 器 B　　 3．9

C　　 6．4

り，口綾 部 は外 傾す る。 面 ロ ク ロ ナデ 後 ，横 位 の へ ラ磨 き。

底 部回転 糸切 り。内面 黒色 処理。

にぷい黄橙 色

普 通

南西コーナー部覆土下層

6

杯 A 〔14 ．2〕 平底 。 休部 は 内攣 しなが ら立 ち上 が 口緑 部 及 び休部 外面 ロ タロナ デ， 内 長石 ・雲母 ・赤色粒 子 P 85　　 60％　 P L 82

土　 師　 器 B　　 3 ．7

C　　 7 ．2

り，口縁 部は わずか に外反 する。 面 ロ ク ロナ デ 後 ，．横 位 の ヘ ラ磨 き。

底部 回転糸切 り。 内面黒 色処 理。

にぷ い黄橙 色

普通

南東コーナー部覆土下層

7

杯 A 〔13．8〕 平底 。体 部 は 内野 しな が ら立 ち上 が 口緑 部及 び休 部 外面 ロク ロナデ ， 内 長石 ・雲母 ・赤色粒 子 P 9 1　 4 0％　 P L 82

土　 師　 器 B　　 3．7

C　　 6．0

り， 口緑部 は外傾 す る。 面 ロ タ ロナ デ後 ． 横 位 のヘ ラ磨 き。

底 部 回転糸切 り。 内面黒 色処理 。

にぷ い橙色

普通

北東 コーナー 部床面
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図版番号 i 器　 種 i　 器 形 の 特 徴 i　 手 法 の 特 徴 i 胎土 ・色調 ・焼成 i 備　　 考

第141回 杯 B　C 2．6） 底部から体部下半にかけての破片。 休部外面ロケロナデ．内面 ロケロナ 石英・長石・雲母・赤色路子 P 86 ．50％　 P L 82

8 士　 師　 器 C　　 6．2 平底。体部は内攣 しながら立ち上が

る。

デ後，横位のへラ磨 き。底部回転系 にぷい橙色 南東二一十一言描 士中層

切り。内面黒色処理。 普通

9

林 B （2．2） 底部か ら体部下半 にかけての破片。 一　P 87　　 50％　 PL 82休部外面 ロタロナデ，内面ロクロナ 長石・雲母・赤色粒了

士　 師　 器 C　　 6．2 平底。休部は内攣しなが ら立ち上が

る。

デ後，横位のへラ磨 き。底部回転糸 にぷい黄橙色 北東コーナー部覆土中層

切 り。内面窯色処理。 普通

10

林 B （2．1） 底部か ら体部下半にかけての破片。 体部外面ロクロナデ，内面 ロクロナ 長有・雲母・赤色粒子 P 89　　 50％　 PIJ82
土　 師　 器 C　　 5ヰ6 平底。休部は内攣 しなが ら立ち上が

る。

デ後，横位のへ ラ磨 き。底部回転系 にぷい橙色 南西コーナー言描 士下層

切 り。内面黒色処理。 普通

ユ1

林 A 〔12冶〕 底部欠損。体部は内攣 しなが ら立ち 日録部及び休部外面 ロクロナデ，内 有薬・長石・赤色粒子 P lOO　 30％　 PL 8 2
土　 師　 器 B （3．1） 上が り，日縁部はわずかに外反する。 南口クロナデ後，横位のへ ラ磨き。 にぷい橙色 南西コーナー輩覆土中層

内面黒色処理。 普通

12

林 A 〔13．6〕 底部欠損。休部は内攣しながら立ち 目線部及び体部外面ログロナデ。内 石英 ・長石 P lO1　 30％
士　 師　 器 B （3．3） 上がり，日録部は外傾する。 南 口クロナデ後，横位のへラ磨 き。 にぷい橙色 覆土中

内面黒色処理。 普通

13

林 A ll．6～13．0 平底。休部は内攣 しなが ら立ち上が 目線部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 長石・雲母・赤色粒千 P lO 3　10 0％　 PL 83
士　 師　 器 B 3．3～4．3 り，口縁部は外傾する。器形の歪み デ。底部回転糸切 り。 にぷい黄橙色 西壁際覆土下層

C　　 4．0 が著 しい。 普通

14

杯 A 12．2～13．8 平底。体部は内攣 しながら立ち上が 目線 部及び体部内 e 外面 ロクロナ 長有・霊母・赤色粒子 ㌘104　ユ00％　 PL 83

士　 師　 器 B 3．2～4．0 り，日縁部は外傾する。器形の歪み デ。底部回転糸切 り。 にぷい橙色 酋壁際覆土上層

C　　 6．2 が著しい。 普通

15

埠 A　 13．0 平底。体部は内攣 しなが ら立 ち上が 目線部 及び体部 内 の外 面ロクロナ 雲母 ・赤色粒子 P lO 5　 95％　 PL 83

土　 師　 器 B　　 3．7

C　　 6．6

り，口縁部は外傾する。 デ。底部回転糸切 り。 にぷい橙色

普通

西壁際覆土下層，

北西コーナー部覆土中層

16

棒 Å12，2～13，2 平底。体部は内攣 しながら立ち上が 目線部及 び体部内 4 外面 ロクロナ 石卦長石・雲母・赤色粒子 P ユ06　 95％　 PL 83

土　 師　 器 B 3．4～4．5 りヲ　ロ縁部は外傾する。器形の歪み デ。底部回転糸切 り。 にぷい橙色 酋壁際覆土中層

C　　 6．0 が著 しい。 普通

17

林 A　 13．6 平底。休部は内攣 しながら立ち上が 目線 部及び体部内 ・外面 ロケロナ 石英 ・長石 ・霊母 P lO7　 80％　 PL 83

土　 師　 器 B　　 5，1

C　　 6．4

り，目線部は外博する。 デ。底部回転糸切 り。 にぷい黄橙色

普通

南西コーナー部覆土下層

18

第142図

林 Å　 12．2 平底。体部は内攣 しなが ら立ち上が 目線部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 石英・長石濱母・赤色粒子 P lO 8　 80％　 PL 83

士　 師　 器

杯

B 3．5～4．0 り，目線部は外傾する。器形の歪み デ。底部回転糸切 り。 にぷい黄橙色 南東コーナー部床面

C　　 6．4 が著 しい。 普通

A　 12．8 平底。休部は内攣 しながら立ち上が 日録部及 び体部内 や外面 ロクロナ 長有・実母・赤色粒子 P lO9　 70％　 PL 8 3

19

20

21

2 2

23

24

25

26

工　 帥　 器 B　　 4．0

C　　 6．0

り，日録部は外傾する。 デ。底部回転糸切 り。 にぷい橙色

普通

西壁際覆土下層

杯 A　 12．4 平底。体部は内攣しながら立ち上が 口緑 部及び体 部内 ・外面ロ クロナ 長石 ・雲母 ・赤色粒子 P llO　 70％　 PL 83

土　 師　 器 B　　 3，8

C　　 5．6

り，H 縁部は外傾する。 デ。底部回転糸切 り。 橙色

普通

西壁際覆土下層

杯 Å 〔12．4〕 平底。体部は内攣 しなが ら立ち上が 目線部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 石英・長石・赤色粒子 P ll1　 70％　 PL 83

土　 師　 器 B　　 3．8

C　　 5．8

り，口縁部はわずかに外反する。 デ。底部回転糸切 り。 にぷい橙色

普通

西壁際床面

杯 Å 〔13．2〕 底部はやや突出する平底である。体 目線 部及び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P l12　 60％　 PL 83

士　 師　 器 B　　 4，9 部は下半 に稜 をもち，内攣 しなが ら デ。底部回転糸切 り。 にぷい黄橙色 南西コーナー部覆土下層

C　　 6．4 立ち上が り，目線部は外傾する。 普通

杯 A 〔12．0〕 平底。体部は内攣 しなが ら立 ち上が 口縁部 及び体部 内 ・外 面ロクロナ 長石・雲母・赤色粒子 P l13　 50％　 PL 83
士　 師　 器 B　　 3．9

C　　 6．2

り，口縁部は外傾する。 デ。底部回転糸切 り。 にぷい黄橙色

普通

南東コーナー部覆土下層

杯 A 〔12．8〕 平底。体部は内攣 しながら立ち上が 目線部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 長石・雲母・赤色粒子 P 120　 50％　 PL 83

土　 師　 器

杯

B　　 4．4

C　　 6．8

り，目線部はわずかに外反する。 デ。底部回転へラ切 り。 橙色

普通

西壁際覆土下層

A 〔10．2〕 休 部上半か ら口縁部 にかけての破 口縁 部及び体 部内 の外面 ロクロナ 石敷 長石・雲母・赤色粒子 P 121　 20％

土　 師　 器

杯

B （2．5）

A 〔14．4〕

片。休部は内攣しながら立ち上がる。 デ。

口縁部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ

にぷい橙色 覆土中

P 12 2　 20％

日縁部は外傾 し，端部に内削ぎ状の

稜をもつ。

底部欠損。休部は内攣しなが ら立ち

普通

長石・雲母・赤色粒子

士　 師　 器 B （3．2） 上が り，口縁部はわずかに外反する。 デ。 にぷい黄色

普通

覆土中

……一一1921－－－－－－－



図版番号 器　　 楯 計測仙川） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第142図 林 Å 〔12鰯〕 底部欠損。体部は内攣 しながら立ち 目線 部及び体部内 ・外面 ロ ケU ナ 長有・霊母・赤色粒子 P 123　 20％

27 士　 師　 器 B （3潮 上が り，日縁部は外傾する。 デ。 にぷい橙色

普通

北西区将士中

28

林

土　 師　 器

B （2．5） 休部片。 体部内 の外面 ロクロナデ。 長石 ・赤色粒子

にぷい橙色

普通

P 124　　 5％　 PL 84

北東区覆土中

休部外面墨書 「万」

29

椀 A 〔17．8〕 平底。休部は内攣しながら立ち上が 口縁部及び体部外面ロクロナデ，内 石製 長石8雲訃赤色粒子 P 125　 30％　 PL 83

土　 師　 器 B　　 7．5

C　 lO，0

り，ロ縁部は外傾する。 南 口クロナデ後，横位 のへ ラ磨 き。

休部下端手持 ちへラ削 り。底部手持

ちへラ削り。内面異色処理。

にぷい黄橙色

普通

南東区覆土中

30

椀 A 〔17．6〕 目線部片8　休部は内攣 しながら立ち 目線部及び休部外面ロクロナデ，内 長石・雲母・赤色粒子 P 126　 20％

土　 師　 器 B （4．7） 上が り，目線部は外傾す る。 南 口クロナヂ後，横位 のヘ ラ磨き∵

内面黒色処理。

にぷい褐色

普通

覆土中

31

高 台 付 椀 A 16．2～17．8 底部は平底で，ハの字状 に開く高台 口縁部及び休部外面ロクロナデ，内 長石・雲母・赤色粒子 P 127　 95％　 PL 83

土　 師　 器 B 6．8～7．8 が付 く。高台端部の内面に段をもつ。 南 口クロナデ後，横位 のへ ラ磨 き。 にぷい橙色 南東コーナー部床面

D　　 8．4 体部は内攣 しながら立ち上がり，口 底部回転へラ削 り後，高台貼 り付け。 普通

E　 l．6 縁部は外傾す る。器形の歪みが著し

い。

椀部内面黒色処理。

32

高 台 付 椀 A l鋸卜16．8 底部は平底でサ　バの字状 に開く高台 日録部及び休部外面ロクロナデ，内 長有・雲母・赤色粒子 P 128　 80％　 PL 83

士　 師　 器 B 6．5～7．2 が付 く。高台端部の内面に段をもつ。 南 口グロナデ後，横位のヘラ磨 き。 にぷい黄橙色 北西コーナー部覆土中層

D　　 8．6 体部は内攣しながら立ち上がり，口 底部回転へラ削り後，高台貼 り付け。 普通

E　 l．5 縁部は外傾す る。器形の歪みが著し

い。

椀部内面黒色処理。

33

高 台 付 椀 Å 〔15．4〕 底部は平底で，ハの字状 に開く高台 口縁部及び休部外面ロクロナデサ　内 長石・霊母・赤色粒子 P 129　 50％　 PL 83

土　 師　 器 B　　 6．4 が付 く。体部は内攣 しなが ら立ち上 南 口クロナデ後，横位のヘラ磨 き。 にぷい黄橙色 北東コーナー部床面

D　　 8．6

E　 l．5

がり，目線部は外傾する。 底部回転へラ削り後，高台貼 り付け。

椀部内面黒色処理。高台部上端外面

に1 条の沈線が巡る。

普通

34

高 台 付 椀 A　 14．4 底部は平底でラ　バの字状に開く高台 目線部及び休部外面ロクロナデ，内 艮有・雲母・赤色粒子 P 130　 70％　 PL 83

土　 師　 器 B　　 5．3 が付 く。体部は内攣 しなが ら立ち上 南 口クロナデ後，横位のへラ磨 き。 にぷい橙色 北東コーナー吉細 工下層

D　　 8．4

E　 l．7

がり，目線部は外傾する。 底部回転へラ削り後，高台貼 り付け。

椀部内面黒色処理。高台部上端外面

に1 条の沈線が巡る。

普通

35

高 台 付 椀 A 〔17．6〕 底部一部欠損。底部は平底で，ハの 臼縁 部及び体 部内 ・外 面ロクロナ 雲母 ・赤色粒子 P 131　 50％　 PL 83

土　 師　 器 B　　 6．9 字状に開 く高台が付 く。体部は内攣 デ。底部回転へラ削 り後，高台貼 り にぷい橙色 南西コーナー部覆土下層

D 〔9．0〕

E　 l．3

しながら立ち上 り，目線部はわずか

に外反する。

付け。 普通

36

37

38

39

40

高 台 付 椀 A 〔16．2〕 高台部欠損。平底。休部は内攣 しな 臼縁部及び休部外面ロクロナデ，内 長石・雲母・赤色粒子 P 132　 40％　 PL 83

土　 師　 器 B （5．9） が ら立ち上が り，口縁部は外傾する。 南口クロナデ後，横位のヘラ磨き。 にぷい橙色

普通

雲母 ・赤色粒子

北西コーナー部覆土下層

高 台 付 椀 B （4．9） 底部か ら体部下半にかけての破 片。 体部外南口クロナデ，内面 ロクロナ P 133　 30％　 PL 84

土　 師　 器

高 台 付 椀

D　　 7，8 底部は平底 で，ハの字状に開く高台 デ後，横位のへラ磨き。底部回転へ にぷい黄橙色 西壁際覆土下層

P 134　 20％

E　 l．6

B （3．0）

が付 く。休部は内攣 しながら立ち上

がる。

底部片。底部は平底で，ハの字状 に

ラ削 り後，高台貼 り付け。椀部内面

黒色処理∴

底部回転へラ削 り後，高台貼 り付け，

普通

長石・雲母・赤色粒子

土　 師　 器

高 台 付 椀

D　　 8．4

E　 l．5

B （2．0）

開く高台が付 く。高台端部の内面 に

段をもつ。

底部片。底部は平底で，ハの字状 に

内面へラ磨き。椀部内面黒色処理。

底部回転へラ削り後，高台貼 り付け，

にぷい橙色

普通

長石・雲母・赤色粒子

中央部覆土中層

P 135　 20％

土　 師　 器 D　　 8．6

E　 l．2

B （2．2）

開く高台が付 く。 内面へラ磨き。椀部内面黒色処理。 黒褐色

普通

長石 ・雲母

北東コーナー部覆土中層

高 台 付 椀 底部片。底部は平底で，ハの字状 に 底部回転へラ削 り後，高台貼 り付け， P 136　 20％

土　 師　 器 D　　 8．0

E　 l．6

A 〔18．4〕

開く高台が付 く。高台端部の内面 に

段をもつ。

平底。体部は長胴形を皇 し，最大径

内面ロクロナデ。椀部内面黒色処理。 黒褐色

普通

石英 ・長石

南西コーナー部覆土上層

第143図 嚢 目線部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 P 138　 60％　 PL 83

4 1

42

土　 師　 器

婆

B　 30．4 を上位 にもつ。頚部は くの字状に屈 部外面上端ナデ，中位縦位のへラ削 黒褐色 竃燃焼部，

C　 lO．0

A 〔19．8〕

曲する。ロ緑部は外 反気味に開 き， り，下端横位のヘラ削 り，内面へラ 普通

石英 t長石 t霊母

北西コーナー部覆土下層，

端部をつ まみ上げている。 ナデ。 南西コーナー部覆土中層

底部一一部欠損。休部は長胴形を皇 し 口縁部及び頸部内 e外面横ナデ。体 P 139　 60％　 PL 83

土　 師　 器 B　 31．3 最大径 を上位にもつ。頚部はくの字 郊外面上位ナデ，下位縦位のヘラ削 灰黄褐色 竃燃焼部 や酋袖部，

C 〔10．0〕 状に屈曲する。口縁部は外反 ぎみに

開き，端部をつまみ上げている。

り，下端横位のヘラ削 り，内面へラ

ナデ。

普通 北西 コーナー部床面

一一lll－1－1－193－－－－－－1一一一一



明　石　遺　跡

図版番可 器　 種 桓 料
器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 i 備　　 考

第ユ43図　　　 嚢　　 Å 〔27．2〕 休部上半か ら打線部 にか けての破 口縁部及び頚部内 や外面横ナデ。体 石 英・長有 P 141　 3 ％　 PL糾
土　 師　 器　 B　組6．6） 片。 体部は内攣 しなが ら立 ち上 が 部外面十端ナデ，中位縦位のヘラ削 橙色 北西コーナー部覆土下層

43
り，最大径を中位にもつ。頚部は く

の字状 に屈曲する。日録部は外反気

i笠 間 凋 部 をつ まみ 上 げて

軋 ’下端横位のラ削 娠　 内面へラナ

デ。

普通

聾　　　 A 〔22．8〕 頚部か ら目線部にかけての破片蔦頚 口縁部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英・長有・赤色粒子 P 142　　 ユ0％

44 「土 師 器 げっ 綿 部はくの字状に屈曲し，中位に明瞭 部外面ナデ，内面へラナデ。 にぷい橙色 南西コーナー部覆土下層

な稜 をもつ。目線部は外反気味に開

き，端部をつまみ上げている。

普通

嚢　　　 Å 〔ユ9，6〕 目線部片。目線部は外反気味に開き， 日縁部及び頸部内 や外面横ナデ。 長有 ・雲母 ・赤色粒子 P 143　　 5％

45　　 土　 師　 器　 B　は ．お 端部をつまみ上げている。 にぷい橙色

普通

南東区穫土中

羽　　　 釜　 B （6，7） 環状の鍔部片。 鍔部上 ・下面ナデ。鍔端部横 ナデ。 石英 ・長右 P 14 4　 摘％
46　　 土　 師　 器 上面に指頭痕，下面に貼 り付け痕が にぷい橙色 竃南鯛 土用言蟻コート潤

残る。 普通 土上層，SI8南西区覆土中

第144図　　　 甑　　　 Å　 28．0 休部上半か ら日録 部にかけての破 日録部及び頚部外面横ナデ，内面横 石掛 長石濱針 赤色粒子 P 145　 20％

土　 師　 器　 B （20．0） 片。体部 は内攣 しなが ら立 ち上が 位のヘラ磨き。体部外面ナデ，内面 にぷい橙色 南東コーナー部床面

47
り，最大径を中位にもつ。頚部は く

の字状 に屈曲する。目線部は外反気

味に開 き，端部 をつ まみ上 げてい

る。

横位のへラ磨 き∵　内面黒色処理＋ 普通

甑　　　 A 〔24．0〕 体部上半 か ら口縁部にかけての破 口縁部及び頚部内 の外面横ナデ。体 有薬 ・長石 P ユ40　 30％　 PL84
土　 師　 器　 B （16劇 片。体部は内攣 しながら立ち上がり， 部外面ナデ，内面へラナデ。外面に にぷい橙色 南東コーナー部覆土下層

48
最大径を中位にもつ。頚部 はくの字

状に屈曲 し，下端にL 字状の把手が

付 く。［お蔭部は外反気味に開 き，端

部をつ まみ上げている。

輪積み痕が残る。 普通

第ユ43図　　　 甑　　 B （9．4） 底部か ら体部下半 にかけての破片。 体部外面横位のへ ラ削り，内面へ ラ 有英・長石 ・赤色粒子 P 146　 20％
49　 土 師 器 C　 は0 底部中央に円形の孔 1 ，周縁 に木葉 ナデ。穿孔面へラ削 り。内面に輪積 にぷい橙色 竜燃焼部 ・両袖部，

形の孔 4 を穿孔する5 孔式。休部は

外傾しながら立ち上がる。

み痕が残る。 普通 北西コ如ナ一部覆土下層

図版番号 楯　　 別
百

厚さk m ）；け孔酢 。m ）竿 登射 g 」　 志 士 地 点

備　　　　　 考
径（cm ）

第144図50 土製紡錘車 7．4 1・1 i o・8 （28可 南東区覆土中
D P I　　　　　　　 P Lユ08

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値 ！　 出 土 地 点

備　　　　　 考
長さk m ）　 幅k m ）　 厚さk m）　 重射 g）

第144図51 木葉形土製 7・4 i 3・2 ！ 1・5 i 29・4 覆土中 D P 2　　　　　　　　 PLlO8

図版番号 器　　 種 ー出用仙川） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第145図 置　 き　 竃 A 〔29．2〕 楽 日部上端から掛 目部にかけての破 掛目部内 ・外面へ ラ削り。焚日部及 長石 ・赤色粒子 D P 3　 10％　 PL lO8

52 ⊥　 製　 品 B （ユ2．7） 片。焚日部に沿って隆帯が付 く。 び体部内 ・外面ナデ。内面に輪積み にぷい橙色 竃西袖部，

痕が残る。 普通 中央部覆土下層

53

置　 き　 竃 A 〔28．0〕 休部上端 か ら掛 目部にかけての破 掛目部内 ・外面へラ削 ；） 体部内 ・ 石英・長石・赤色粒子 D P 4　　 5％　 PLlO8
土　 製　 品 B （7．5） 片。休部上端に円形の透かし孔が空 外面ナデ。内面に輪積み痕が残る。 橙色 竃酋袖部

く。 普通 竃袖部補強材として転用

54

置　 き　 竃 B （25．ユ） 焚口部から体部にかけての破片。焚 焚口部及び体部内 ・外面ナデ。内面 石英・長石・赤色粒子 D P 5　 10％　 PLlO8
土　 製　 品 口部に沿って隆帯が付 く。 に輪積み痕が残る。 にぷい黄橙色

普通

北東コーナー部覆土下層，

南東コーナー部覆土下層

55

置　 き　 電 B （15．6ラ 底部から焚日部に．かけての破片。基 焚日部及び体部内 8外面ナデ。底部 石英 ・長石・赤色粒子 D P 6　　5％　 PL lO8
土　 製　 品 C 〔36．4〕 底端部 は嚢の目線端部の ようにつま 内 ・外面横ナデ。内面に輪積み痕が にぷい黄橙色 竃東袖部

み出 し状を里する。焚口部に沿って

隆帯 を貼 り付 けた痕跡 が認め られ

る。

残る。 普通 竃袖部補強材として転用

一一1－ll194－－1…一一



所見　本跡は，竃の東側にいわゆる「棚状施設」を有する二本柱の住居跡である。本跡からは遺物が多量に出

土しており，その出土状況から，これらの遺物群は一括投棄されたものと思われる。中でも体部外面に「万」

と墨書された土師器杯が出土しており，注目される。また，竃の東・西両袖部からは，置き竃が補強材として

使用されたままの状態で出土しており，竃構築時の様子をうかがい知ることができる。この置き竃は元来一個

体であったものが，破損したために補強材として利用されたものと思われる。さらに，本跡出土の羽釜と，第

8号住居跡出土の羽釜の小破片とが接合関係にあることは，本跡と第8号住居跡で行われた遺物の一括投棄が，

ほぼ同じ時期に行われたことを物語っているものと思われる。本跡の時期は，一括投棄された遺物群とあまり

差はないものと思われ，10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第14号住居跡（第146図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D2i9区。

重複関係　本跡が第13号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第13号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　西部は調査区域外に延びているため，確認できたのは長軸〔5．0〕m，短軸（0・9）mであるが，平

面形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－180－W〕

壁　壁高は20－28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅12～14cm，下幅4～6cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　Plは径40cmの円形，深さ12cmで，性格は不明である。

第146図　第14号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量

遺物　土師器の小破片20点，須恵器の小破片10点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は，西部が調査区城外に延びているため，確認できたところが少なく，出土遺物も少なかった。本

跡の時期は，出土遺物及び重複関係から8世紀代と考えられる。

第15号住居跡（第124・147・148図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3C3区。

重複関係　本跡が第3・103・104号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。

規模と平面形　床面の広がり及び土層断面中の壁の立ち上がりから，一辺〔4．1〕mの方形と推定される。

主軸方向　〔N－160－E〕

壁　壁高は22～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径40cmの円形，深さ40cmで，規模や位置から主柱穴と考えられる。P2

は径46cmの円形，深さ50cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

Pl土層解説
3　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

竃　北壁中央部東寄りに付設されているが，東側は

0　　　　　　　　　　　　　　　1m」
第147図　第15号住居跡竃土層断面図

撹乱を受けている。焚口部から煙道口部までの長さ

160cm，両袖幅〔100〕cmで，壁外への掘り込みは50cm

である。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。

火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い皿状をして

いる。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾

しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を

受けて赤変硬化している。

竃土層解説

1灰　褐　色　焼土粒子・粘土粒子多量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土中・小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・砂粒少量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

3　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土中・小ブロック中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・砂粒少量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土中ブロック・砂粒少量

覆土　2層からなる。2層とも自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物微量

遺物　土師器及びその中破片94点，須恵器1点，灰粕陶器の小破片1点が出土している。第148図6～9は土

師器，10は須恵器である。床面では，8の高台付椀が中央部から逆位の状態で出土している。竃では，6の杯

が煙道部から壊れた状態で，9の嚢が西袖部から壊れた状態で，10の嚢が煙道部から逆位の状態で，7の杯が

覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，竃内から本来供膳具である杯が二次焼成を受けずに出土していることから，住居を廃棄するに

当たって，杯を竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物か
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ら10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。
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第148図　第15号住居跡出土遺物実測図

第15号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 148 図 坤こ A　 12 ．0 平 底 。 体 部 下 端 は 丸 み を 帯 び ， 内 攣 ロ 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 ・雲母・赤色粒子 P 9　　 8 0％　 P L 84

6 土　 師　 器 B　　 3 ．4 し な が ら立 ち 上 が り， ロ 緑 部 は 外 傾 デ 。 体 部 下 端 及 び 底 部 手 持 ち へ ラ 削 に ぷ い 橙 色 電 煙 道 部

C　　 6 ．0 す る。 り。 普 通

7

杯 A 〔12 ．8〕 底 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 下 端 は 丸 ロ 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ 石製 長石 ・雲母・赤色粒子 P lO　　 3 0％　 P L 84

土　 師　 器 B　　 3．4 み を帯 び ， 内 暫 し な が ら立 ち 上 が り， デ 。 休 部 下 端 及 び 底 部 手 持 ち へ ラ 削 橙 色 怒 覆 土 中

C 〔7．0〕 口 緑 部 は 外 傾 す る 。 り。 普 通

8

高 台 付 椀 B （2．5） 底 部 片 。 底 部 は 平 底 で ， ハ の 字 状 に 底 部 ナ デ 後 ， 高 台 貼 り付 け ， 内 面 へ 石英 ・長石 ・雲計 赤色粒子 P l1　 3 0％

土　 師　 器 D　　 7．4

E　 l．3

開 く高 台 が 付 く。 ラ 磨 き 。 椀 部 内 面 黒 色 処 理 。 に ぷ い 橙 色

普 通

中 央 部 床 面

底 部 内 面 油 煙 付 着

9

褒 A 〔20．2〕 体 部 上 半 か ら 口 縁 部 に か け て の 破 口 緑 部 及 び 頸 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 石英 ・長石 ・雲計 赤色粒子 P 12　　 4 0％　 PL 84

土　 師　 器 B （17．6） 片 。 休 部 は 長 胴 形 を 呈 し， 最 大 径 を 部 外 面 上 位 ナ デ ， 下 位 横 位 の へ ラ 削 浅 黄 橙 色 竜 西 袖 部

上 位 に も つ 。 頚 部 は く の 字 状 に 屈 曲

す る 。 ロ 緑 部 は 外 反 気 味 に 開 き ， 端

部 を つ まみ 上 げ て い る。

り， 内 面 へ ラ ナ デ ， 上 端 横 位 の ハ ケ

目 調 整 。

普 通

10

蛮 B （3．2） 底 部 片 。 平 底 。 体 部 は 外 傾 し な が ら 体 部 内 面 横 ナ デ 。 休 部 下 端 横 位 の へ 石英 ・長石 ・雲母・赤色粒子 P 13　 10％　 P L 84

須　 恵　 器 C　 15．6 立 ち 上 が る。 ラ 削 り 。 に ぷ い 黄 橙 色

普 通

竃 煙 道 部

第18号住居跡（第149・150図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D2h9区。

規模と平面形　長軸2．14m，短軸2．06mの方形である。

主軸方向　N－130－E

壁　壁高は24～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅12～26cm，下幅6～20cm，深さ4－10cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。
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明　石　遺　跡

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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ピット　Plは径40cmの円形，深さ32cmで，規模や位置から主柱穴と考えられる。

竃　北東コーナーに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ104cm，両袖幅84cmで，壁外への掘り

込みは34cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を8cm掘りくぼめており，皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱

を受けて赤変硬化している。また，南東袖部の東側は確認面から12cmの深さしか掘り込まれておらず，床面

からの高さ14cm，長さ20cm，奥行き50cm，面積0．1Idほどの棚状施設になるものと思われる。

竃土層解説

1　暗褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
2　赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量
3　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量

5　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
6　暗赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
7　暗褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
8　黒褐色　炭化粒子多量，焼土粒子中量
9　暗褐色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
10　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

11暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，炭化粒子少量
12　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
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覆土　7層からなる。7層から5層までは自然堆積と思われ，4層から1層は焼土の含有状況から人為堆積と

思われる。

土屑解説
1暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
3　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子少量
4　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小プッロク・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

6　黒　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物少量
7　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小プッロク中量，ローム中ブロック少量

・＋＋＋＋・ノ「
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第150図　第18号住居跡出土遺物実測図

第18号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測値 如 ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 150 図 杯 A　 13．2 平 底 。 休 部 は 外 傾 し な が ら立 ち 上 が 口 縁 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 156 10 0％　 P L 84

1 須　 恵　 器 B　　 4．8

C　　 6．0

り ， ロ 緑 部 に至 る 。 デ 。 体 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部

手 持 ち へ ラ 削 り。

灰 黄 褐 色

普 通

P l 南 側 床 面

2

杯 A　 13．8 平 底 。 休 部 は 外 傾 し な が ら立 ち 上 が 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 157　 8 0％　 P L 84

須　 恵　 器 B　　 4．7

C　　 6．8

り ， 口 縁 部 に至 る 。 デ 。 体 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部

手 持 ち へ ラ 削 り。

黄 灰 色

普 通

電 南 西 側 床 面

3

杯 A 〔12．8 〕 底 部 欠 損 。 体 部 は 外 傾 し な が ら立 ち 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 158　 10％

須　 恵　 器 B （3．2 ） 上 が り ， 口 緑 部 に 至 る 。 デ 。 に ぷ い 黄 褐 色

普 通

覆 土 中

ロ縁 部内 ・外 面油煙付 着

4

盤 B （17．5 ） 体 部 片 。 体 部 外 面 横 位 ・斜 位 の 平 行 叩 き ， 内 石 英 ・長 石 ・雲 母 T P 50 1 5％

須　 恵　 器 面 ナ デ 。 内 面 に 無 文 の 当 て 具 痕 が 残

る。

灰 黄 色

普 通

南 東 コ ー ナ ー 郡 床 面
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明　石　遺　跡

遺物　土師器の小破片30点，須恵器及びその小破片14点，灰粕陶器の小破片1点が出土している。図示した土

器は須恵器である。床面では，第150図1の杯がPlの南側から正位の状態で，2の杯が竃の南西側から逆位

の状態で，4の嚢体部片が南東コーナー部から内面を上へ向けた状態でそれぞれ出土している。その他にも中

央部付近の覆土中から3の杯が出土している。

所見　本跡は，コーナー部に竃を有する一辺が3m未満の小形の一本柱の住居跡である。また，竃の東側にい

わゆる「棚状施設」を有している。本跡の時期は，出土遺物から9世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第19号住居跡（第151・152図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2hO区。

重複関係　本跡が第123・152号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。また，

第20・153号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い。

規模と平面形　西壁際は第20号住居に掘り込まれており，遺存していたのは長軸（2．2）m，短軸2．00mであるが，

平面形は長方形と思われる。

主軸方向　〔N－1010－E〕

壁　壁高は20～24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　Plは径54cmの円形，深さ28cmで，竃の火床面下に掘り込まれており，位置から竃に関連するピット

と考えられる。

Pl土層解説
19　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量，焼土小ブロック微量
20　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

竃　東壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ120cm，両袖幅90cmで，壁外への掘り込

みは66cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を8cm掘りくぼめており，皿状を

している。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受

けて赤変硬化している。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
5　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量
6　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

7　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
8　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
9　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子・粘土小ブロック微量
10　褐　　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
11暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，粘土粒子・砂粒微量

12　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化物微量
13　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化物・粘土小ブロック微量
14　褐　　　　色　粘土粒子多量，ローム粒子・粘土小ブロック中量，粘土中ブロック・砂粒少量
15　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

16　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量
17　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
18　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

覆土　3層からなる。11層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。10層及び9層は自然堆積である。

土層解説
9　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

10　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
11暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック少量，ローム中ブロック微量
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第151図　第19・20・153号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

遺物　土師器の小破片60点，須恵器及びその小破片164点が出土している。図示した土器は須恵器である。床

面では，第152図1の杯（墨書有）が南壁際から正位の状態で出土している。竃では，2の杯が火床面から斜

位の状態で，3の杯が火床面から正位の状態で，4の杯が燃焼部から横位の状態でそれぞれ出土している。

所見　本跡は，東壁に竃を有する一辺が3m未満の小形の住居跡と思われる。遺物としては，底部外面に「千

万」と墨書された須恵器杯が出土しており，注目される。また，竃内から本来供膳具である杯が二次焼成を受

けずに出土していることから，住居を廃棄するに当たって，杯を竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた

可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

第152図　第19号住居跡出土遺物実測図

第19号住居跡遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿＿＿▼＿＿－＿▼＿＿▼　　　－

図版番号券　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第152図杯A　14．2平底。体部は外傾しなから立ち上が口縁部及び体部内・外面ロタロナ石英・長石・雲母・赤色粒子P288　95％　PL84

1 須　恵　器B　　4．3り，口縁部はわずかに外反する。デ。体部下端手持ちへラ削り。底部にぷい黄橙色 南壁際床面

C　　8．4 回転へラ切り後．持ちへラ削り。普通 底部外面墨書「千万」

2

杯A　13．2平底。体部下端は丸みを帯び，外傾口緑部及び体部内・外面ロクロナ石英・長石・雲母P289　95％　PL84

須　恵　器B　　3．8

C　　7．8

しながら立ち上がり，口緑部に至る。デ。体部下端へラ削り後，ナデ。底

部回転へラ切り後，回転へラ削り。

黒褐色

普通

砲火床面

3

杯A　ll．6平底。休部は外傾しながら立ち上がロ緑部及び体部内・外面ロクロナ石英・長石・雲母P290100％　PL84

須　恵　器B　　4．1

C　　6．8

り，口縁部に至る。 デ。体部下端手持ちへラ削り。底部

回転へラ切り後，手持ちへラ削り。

黄灰色

普通

電火床面

4

杯A　ll．2平底。休部は外傾しながら立ち上がロ緑部及び体部内・外面ロクロナ石英・長石・雲母P291　80％　PL84

須　恵　器B　　4．1り，ロ綾部に至る。 デ。体部下端手持ちへラ削り。底部灰黄色 竜燃焼部

C　　6．8 回転へラ切り後，手持ちへラ削り。普通 底部内面油煙付着

第20号住居跡（第151・153図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2hO区。

重複関係　本跡が第19・122・123・152・153号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡より

も新しい。
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規模と平面形　長軸3．14m，短軸3．00mの方形である。

主軸方向　N－460－E

壁　壁高は16～32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅18～20cm，下幅8～10cm，深さ6～8cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。北側半分及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている○

ピット　5か所（P2～P6）。P2及びP3は径20～26cmの円形，深さ26－30cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P4は径28cmの円形，深さ18cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P5及び

P6は径28cmの円形，深さ16～26cmで，それぞれP2及びP3の北東側に掘り込まれており，位置や配列から

主柱穴に準ずる補助柱穴と考えられる。

貯蔵穴　西コーナー部に付設されており，径70cmの円形，深さ46cmで，断面形は逆台形をしている。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量　　　　　　　　．
3　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

竃　東コーナーに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ102cm，両袖幅74cmで，壁外への掘り込み

は26cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を12cm掘りくぼめており，皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受け

て赤変硬化している。

竃土層解説
1暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
6　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック微量
7　灰褐色　粘土小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・砂粒少量
8　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，焼土中ブロック・砂粒少量
9　灰褐色　粘土小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・砂粒少量
10　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子多量，焼土粒子中量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・砂粒少量
11暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　8層からなる。8層から4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然

堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量
5　暗褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・粘土中・小ブロック中量，焼土粒子少量
6　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，ローム小ブロック微量

8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器及びその中破片424点，灰粕陶器及びその中破片8点が出土している。第153図5～8は土師器，

9は灰粕陶器である。床面では，6の高台付椀がP2の北側から横位の状態で，7の高台付椀（刻書有）がP

lの北側から逆位の状態で，8の小形嚢がP5の東側から壊れた状態でそれぞれ出土している。竃では，9の

高台付輪花椀が燃焼部から逆位の状態で出土している。また，5の高台付椀が竃の燃焼部及び北東壁際の覆土

下層から散乱した状態で出土している。

所見　本跡は，コーナー部に竃を有する二本柱の住居跡である。遺物としては，底部内面に「×」と刻書され

た土師器高台付椀や，愛知県豊橋市二川窯（折戸53号窯2型式併行）産の灰粕陶器高台付輪花椀が出土してお

り，注目される。中でも高台付輪花椀は竃内から二次焼成を受けずに出土しており，住居を廃棄するに当たっ
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明　石　遺　跡

て，高台付輪花椀を竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺

物から10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

戸干＝亀。
第153回　第20号住居跡出土遺物実測図

第20号住居跡遺物観察表

＼亡空冠

0　　　　　　　　　　　　　10cm

－　　　　　‥－　　　　　．　　　－－　　－－

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第153図高台付椀A　14．8底部は平底で，ハの字状に開く高い口緑部及び体部内・外面ロタロナ雲母・赤色粒子 P294　70％　PL84

5
土　師　器B　　6．1高台が付く。休部は内野しながら立デ。体都下端手持ちへラ削り。底部橙色 竃燃焼部，

D　　8．6

E　　2．0

ち上がり，口縁部は外傾する。 回転糸切り後，高台貼り付け。 普通 北東壁際覆土下層

6

高台付椀A〔16．6〕底部一部欠損。底部は平底で，ハの口縁部及び休部外面ロクロナデ，内石英・長石・赤色粒子P295　40％

土　師　器B　　5．9字状に開く高台が付く。高台端部の面ロタロナデ後，横位のヘラ磨き。にぷい褐色 P2北側床面

D〔7．4〕

E　l．6

内面に段をもつ。休部は内攣しなが

ら立ち上がり，目線部は外傾する。

底部高台貼り付け。 普通

7

高台付椀B（2．5）底部片。底部は平底で，ハの字状に底部回転糸切り後，高台貼り付け，石英・長石・赤色粒子P296　10％　PL84

土　師　器D　　7．2

E　1．4

開く高台が付く。 内面へラ磨き。椀部内面黒色処理。にぷい黄褐色

普通

P2北側床面

底部内面刻書「×」

8

小　形　整A〔12．6〕体部上半からロ緑部にかけての破口緑郡及び頚部内・外面横ナデ。体石英・赤色粒子 P297　20％

．土　師　器B（7．0）片。休部は球形を呈し，最大径を中

位にもつ。頚部はコの字状に屈曲す

る。口縁部は外反気味に開き，端部

を丸く収めている。

部内・外面ナデ。 にぷい黄橙色

普通

P5東側床面

9

高台付輸花椀A〔16．6〕底部は平底で，断面三角形の高台が口緑部及び体部内・外面ロクロナ石英・長石 P298　30％　PL84

灰粕陶器B　　6．7付く。体部は内暫しながら立ち上がデ。底部回転糸切り後，高台貼り付粕：灰白色 竃燃焼部

D〔7．2〕り，ロ縁部はわずかに外反する。花け。口緑部から休部上半にかけての胎土：灰黄色 三河二川窯産

E　1．3弁の数は不明であるが，口緑端部に

刻み目を入れ，輪花を表現してい

る。

内・外面に灰粕を施粕。 良好

第22号住居跡（第154・155図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2g9区。

重複関係　本跡が第21・23・122号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。

また，第124号住居に掘り込まれており，本跡の方が第124号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸3．74m，短軸2．56mの長方形である。

主軸方向　N－10－W

壁　壁高は16～28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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第154図　第22・124号住居跡実測図

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅18～24cm，下幅10－12cm，深さ4～8cmで，断面形は逆台形

をしている。

床　全体的に平坦である。壁溝際を除き，特に踏み固められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは径26cmの円形，深さ20cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考え

られる。P2は径32cmの円形，深さ32cmで，竃の火床面下に掘り込まれており，位置から竃に関連するピット

と考えられる。P3は二段掘り込みになっており，上段は径32cmの円形，深さ20cmで，下段は径14cmの円形，

深さ18cmで，床面から下段底面までの深さは38cmである。P4は径42cmの円形，深さ20cmで，北東コーナー部

に掘り込まれている。P5は長径68cm，短径46cmの楕円形，深さ20cmで，南東コーナー部に掘り込まれているo

P3からP5の性格はいずれも不明である。
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明　石　遺　跡

P2土層解説

20　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
P4土層解説

1　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
P5土層解説

1　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

竃　北壁中央部東寄りに付設されているが，焚口部及び火床面が南北2か所あり，北側の方が南側よりも新し

い。北側の新しい方は，焚口部から煙道口部までの長さ110cm，両袖幅80cmで，壁外への掘り込みは34cmであ

る。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を14cm掘りくぼめており，皿状をしている。煙

道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化

している。南側の古い方は，焚口部の長さ80cmである。火床面は床面を16cm掘りくぼめており，皿状をしてい

る。火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1　黒褐色
2　黒褐色

3　褐　　色

4　暗褐色
5　暗褐色
6　暗赤褐色

ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子多量，ローム小ブロック・粘土中ブロック中量，焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
ローム粒子・粘土粒子多量，ローム小ブロック・粘土小ブロック中量，粘土中ブロック・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量

7　極暗褐色　炭化粒子多量，焼土粒子中量，炭化物少量，ローム粒子微量
8　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土中・小ブロック微量
9　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
10　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子少量
11暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

12　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量
13　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック中量，焼土中ブロック・砂粒少量，焼土中ブロック微量
14　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
15　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

16　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
17　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子少量，粘土粒子・砂粒微量
18　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック中量，ローム小ブロック少量
19　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

覆土　6層からなる。9層から4層まですべて自然堆積である。

土層解説
4　黒褐色
5　暗褐色
6　暗褐色
7　暗褐色
8　暗褐色
9　暗褐色

ローム小ブロック

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

ローム粒子中量，

ローム粒子多量，

第22号住居跡遺物観察表

・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック少量
ローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム中ブロック・炭化物・炭化粒子微量

ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第15 5図 杯 A　 11．2 平 底 。体 部 は内攣 しなが ら立 ち上 が 口緑 部 及 び体 部外 面 ロク ロナ デ， 内 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 300 100％　 P L 85

1
土　 師　 器 B　　 3．5

C　　 6．0

り， 口緑 部 は直立す る。 面 ロ ク ロナ デ 後 ，横 位 の ヘ ラ磨 き。

体部 下 端手 持 ちへ ラ削 り。 底 部 回転

糸切 り。 内面黒色 処理 。

橙色

普通

北 壁溝上 面

2

高 台 付 椀 A 〔14．0〕 底 部 は平底 で ，ハ の字 状 に開 く高 い 口緑 部 及 び体部 外面 ロク ロナ デ， 内 長石 ・雲母 ・赤色粒 子 P 3 02　 70％　 P L 85

土　 師　 器 B　　 5．8 革 台が 付 く。体 部 は 内攣 しなが ら立 面 ロ ク ロナ デ 後 ，横 位 の へ ラ磨 き。 にぷ い橙色 P 5 北側 床面

D　　 8．8

E　 l．9

ち上 が り，口緑 部 は外 傾す る。 底部 回転糸切 り後 ，高 台貼 り付 け。 普通

3

棄 A 〔2 8．2〕 底 部欠 損。 体部 は 内攣 し なが ら立 ち 口緑 部及 び 頸部 内 ・外面 横 ナ デ。体 石英 ・雲母 ・赤色粒 子 P 30 4． 4 0％　 P L 85

土 ’師　 器 B （20．0） 上 が り，最 大径 を上 位 に もつ。 頚 部 部外 面 ナ デ ， 下端 横 位 の ヘ ラ削 り， 橙 色 竃火 床面

は緩 や か に屈 曲す る。 口緑 部 は外 反

気味 に 開 き，端 部 をわ ずか につ まみ

上 げてい る。

内面 へ ラナ デ。外 面 に輪 積 み痕 が残

る。

普通
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第155図　第22号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第155図 小　 形　 要 A　 14．4 底部欠損。休部は球形を呈し，最大 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 303　 40％　 PL85

4
土　 師　 器 B （17．4） 径を中位にもつ。頚部はコの字状に 部外面上位縦位のパ ケヨ調整後，ナ にぷい褐色 竜火床面

屈曲する。ロ縁部は外反気味に開き，

端部をつ まみ上げている。

デ，下位縦位のヘラ削 り，下端横位

のヘラ削 り．内面へラナデ。

普通

5

小　 形　 整 B （15．8） 体部片。体部は長胴形を呈 し，最大 体部外面上位斜位 のパケ 目調整後， 石英 ・長石 P 306　 40％　 PL85

土　 師　 器 径を中位にもつ。 ナデ，下位横位のヘラ削 り，内面へ

ラナデ。

にぷい橙色

普通

奄火床面

一207



明　石　遺　跡

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第155図 甑 A 〔18．2〕 底部欠損。休部は内攣 しながら立ち 口緑部内 ・外面横ナデ。休部外面縦 石英 ・長石 P 30 5　 40％　 PL 8 5

6
土　 師　 器 B （14．3） 上が り，上半はほぼ直立し，頚部の 位のヘラ削 り，下端横位のヘラ削り， 橙色 電火床面

屈 曲は認められない。口縁部は直立

し，端部を丸く収めている。

内面ナデ。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径（cm ） 厚さ（cm ） 孔径（cm ） 重量 （g ）

第155図 7 土　　　 玉 2．9 2．9 － 19．5 北西コーナー部覆土上層 D P lO　　　　　　　 P L lO8

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ（cm ） 帽（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第155区18 刀　　　 子 （5．0） 1．1 0．4 （6．1） 北壁港上面 茎部片　 M 8　　　　 P L 113

遺物　土師器及びその小破片266点，土玉1点，刀子1点が出土している。覆土上層では，第155図7の土玉が

北西コーナー部から出土している。床面では，2の高台付椀がP5の北側から壊れた状態で出土している。壁

溝では，1の杯が北壁溝の上面から正位の状態で，8の刀子が北壁溝の上面からそれぞれ出土している。竃で

は，3の賓，4・5の小形嚢及び6の甑が火床面から壊れた状態で出土している。

所見　本跡からはピットが5か所検出されたが，主柱穴は1か所も検出されなかった。本跡の時期は，出土遺

物から10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第23号住居跡（第156・157図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2fO区。

重複関係　本跡が第122号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第122号住居跡よりも新しい。また，第22

号住居に掘り込まれているため，本跡の方が第22号住居跡よりも古い。

F
29．0n1

8

第156図　第23号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　1m

L　　　［＋＋＋＋！
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規模と平面形　長軸2．76m，短車扱44mの長方形である。

主軸方向　N－1040－E

壁　壁高は12～16cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない0

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl及びP2は径30－32cmの円形，深さ14～34cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P3は径26cmの円形，深さ22cmで，西壁中央部南寄りに掘り込まれており，位置から出入り口施

設に伴うピットと考えられる。P4及びP5は径22～32cmの円形，深さ26～34cmで，それぞれ南・北両壁中央

部東寄りに掘り込まれており，位置や配列から主柱穴に準ずる補助柱穴と考えられる。

竃　東壁中央部北寄りに付設されているが，南側は撹乱を受けている。焚口部から煙道口部までの長さ106cm，

両袖幅〔60〕cmで，壁外への掘り込みは6cmである0袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面

を16cmほど皿状に掘り込んだ後，埋め戻した上に形成されている0煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外

傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している0
竃土屑解説

1黒褐色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子中量，炭化物・炭化粒子少量
3　黒　色　炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量，炭化物微量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム中・小ブロック・焼土小プロッタ・炭化粒子微量
8　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量
9　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック微量
11極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
12　極暗褐色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

覆土　4層からなる。4層及び3層はほぼ水平に堆積していることから人為堆積と思われ，2層及び1層は自

然堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中呈，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

一209一
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明　石　遺　跡

遺物　土師器及びその小破片113点，須恵器の小破片60点，鉄製紡錘車1点が出土している。図示した土器は

土師器である。覆土中層では，第157図2の高台付椀が北壁際から正位の状態で出土している。覆土下層では，

1の杯が竃の北側から正位の状態で出土している。竃では，3の嚢が燃焼部から壊れた状態で出土している。

その他にも北東区の覆土中から4の鉄製紡錘車が出土している。

所見　本跡は，東壁に竃を有する一辺が3m未満の小形の二本柱の住居跡である。本跡の時期は，出土遺物か

ら10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第23号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 　 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第157園 杯 A 〔13．0〕 平底。体部下端は丸みを帯び，内攣 口緑部及び体部外面 ロクロナデ，内 石英 ・長石 ・雲母 P 3 07　 5 0％　 PL 85

1
土　 師　 器 B　　 4．2 しなが ら立 ち上が り，口緑部は外傾 面ロクロナデ後，横位のヘ ラ磨 き。 にぷい黄褐色 竃北側覆土下層

C　　 6．0 する。 体部下端回転へラ削 り。底部回転へ

ラ削 り。内面黒色処理。

普通

2

・高 台 付 椀 A　 15．4 南台部一部欠損。底部は平底で，ハ 口緑部及び体部外面ログロナデ，内 石英 ・長石 P 30，8　 80％　 PL 85

土　 師　 器 B （5．1） の字状 に開 くと‾思 われる高台が付 面ロクロナデ後，横位 のヘ ラ磨 き。 にぷい橙色 北壁際覆土中層

E （0．6） く。体部は内攣しなが ら立ち上が り，

口緑部は外傾する。

底部回転へラ削り後，高台貼 り付け。

内面療色処理。

普通

3

嚢 A 〔24．4〕 底部欠損。体部は長胴形 を呈し，最 口緑部及び頸部内 ・外面横 ナデ。体 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 309　 20％　 PL 85

土　 師　 器 B （20．1） 大径を上位にもつ。頚部 はコの字状 ・部外面上位ナデ，下位縦位のへラ削 橙色 竃燃焼部

に屈曲する。 口緑部は外反気味に開

き，端部をつ まみ上げている。

り，内面へラナデ。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm ） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第157図4 鉄製紡錘車 ．5．2 0．9 0．3 3 7．2 北東区覆土中 ほぼ完形　 M 9　　　 PL 114

第24号住居跡（第158・159図）

位置　調査Ⅳ区，G3eO区。

重複関係　本跡が第35号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第35号住居跡よりも新しい。また，第142

号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が第142号土坑よりも古い。

規模と平面形　地形が傾斜しているため南東部は遺存していないが，ピットの配列から長軸〔3．7〕m，短軸

3．68mの方形と推定される。

主軸方向　〔N－260－W〕

壁　遺存している壁高は8～18cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。壁際を除き，特に踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl及びP2は径28－34cmの円形，推定の深さ54～58cmである。P3は径24cm，

深さ20cmである。PlからP3は規模や配列から主柱穴と考えられる。

竃　北西壁中央部西寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ106cm，両袖幅124cmで，壁外への

掘り込みは50cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い

皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火

熱を受けて赤変硬化している。
竃土屑解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
3　褐　　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
4　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量、
6　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
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第158図　第24号住居跡実測図

覆土　遺存していた覆土は単一層で，自然堆積である。

土眉解説
1褐　　　色　ローム粒子多量，粘土粒子少量

遺物　土師器及びその小破片12点，砥石1点が出土している0第159図1の杯及び2の高台付椀が東区の覆土

中から，3の砥石が西区の覆土中からそれぞれ出土している。

第159図　第24号住居跡出土遺物実測図
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明　石　遺　跡

所見　本跡は，地形が傾斜しているため，南東部の壁及び床面が遺存していなかったが，主柱穴が3か所検出

された。本跡の時期は，出土遺物から10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第24号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の・特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第159図 杯 A 〔12．0〕 平底。体部は内攣 しなが ら立 ち上が 口緑部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 石英・長石 ・赤色粒子 P 526　 40％　 P L 85

1 土　 師　 器 B　　 4．1

C　　 6．0

り，口緑部は外傾する。 デ。体部下端手持ちへラ削 り。底部

回転糸切 り。

橙色

普通

東区覆土中

2

高 台 付 椀 A 〔14．4〕 底部は平底で，ハの字状に開く高い 口緑部及 び体部内 ・・外面 ロクロナ 石英 ・長石 P 527　 50％　 P L 85

土　 師　 等 B　　 5．7 高台が付 く。体部は内攣 しなが ら立 デ。体部下端手持ちへラ削 り。底部 橙色 東区覆土中

D 〔8．6〕

E　　 2．1

ち上が り，口緑部は外傾する。 回転へラ削 り後，高台貼 り付け。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第159図3 砥　　　 石 （8．8） 2．8 2．2 （76．8） 泥　　　 岩 西区覆土中 Q 15　　　　　　　　 P L 112

第28号住居跡（第160・161図）

位置　調査Ⅳ区，G3g7区。

規模と平面形　長軸4．12m，短軸3．66mの長方形である。

主軸方向　N－90－W

壁　壁高は10～34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅10～14cm，下幅6～8cm，深さ2～4cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径30～48cmの円形，深さ24～32cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。このうち，P3内には柱を抜き取ったと思われる痕跡がある。P5は径26cm，深さ16cmで，位置か

ら出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は径36cm，深さ10cmで，P5と同じ主軸線上に掘り込まれて

おり，位置や配列からP5に準ずる出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ112cm，両袖幅110cmで，壁外への掘り込み

は38cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い皿状をし

ている。燃焼部内には支脚として使用された礫（雲母片岩）が遺存していた。煙道部の平面形は逆U字形で，

緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒微量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量
3　暗　赤褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・粘土粒子・砂粒少量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック中量，ローム粒子少量
5　灰　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積であ

る。

色
色
色
色

褐
褐

説
暗
暗
褐
褐

解層

1

2

3

4

土

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量
ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
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第160回　第28号住居跡実測図

遺物　土師器及びその小破片92点，須恵器及びその小破片25点，砥石1点，軽石1点が出土している0第161

図1・2は土師器，3～7は須恵器である。覆土中層では，6の蓋が西壁際から正位の状態で出土している0

覆土下層では，5の蓋が北壁際から逆位の状態で出土している。床面では，1の大形杯がPlとP2の間から

斜位の状態で，2の甑がPlの西側から横位の状態で，4の蓋がP3とP4の間から逆位の状態で，7の蓋が

東壁際から壊れた状態で，8の砥石が南西コーナー部から，9の軽石がPlの西側からそれぞれ出土している。

竃では，3の杯が燃焼部から正位の状態で出土している。
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明　石　遺　跡

第161図　第28号住居跡出土遺物実測図

第28号住居跡遣物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

‥　　　　　　　　　　－．－－　　　　　　　　　　　　　　　　　1

図版番号 器　　 種 計測値（CⅢ） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第161図 大　形　杯A 〔16．2〕丸底。体部は内野しながら立ち上が 口緑部内・外面横ナデ。体部及び底 石英・長石・赤色粒子 P536　60％　PL85

1 土　師　器B　　5．0 り，口縁部との境に弱い稜をもつ。部外面横位のヘラ削り，内面放射状 橙色 P l・P 2間床面

口緑部は外傾する。 のヘラ磨き。 普通

2

甑 A　18．8 底部欠損。体部は内野しながら立ち ロ緑部及び頸部内・外面横ナデ。体 石英・長石・雲母・赤色粒子 P537　40％　PL86

土　師　器B （15，2）上がり，最大径を中位にもつ。頚部 部外面上位ナデ，下位へラナデ，内 明赤褐色 P l西側床面

は横やかに屈曲する。口縁部は外傾

して開く。

画へラナデ。 普通

3

杯 A　13．6 平底。体部下端は丸みを帯び，下半 口縁部及び体部内・外面ロクロナ 長石・雲母・赤色粒子 P538　70％　PL85

須　恵　器B　　4．0 に稜をもち，外傾しながら立ち上が デ。底部周縁手持ちへラ削り。底部 黄灰色 寵燃焼部

C　　9．2 る。口緑部はわずかに外反する。 手持ちへラ削り。 普通
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第161図

4

蓋 A　 15．2 天井部は伏せ皿形で，ボタン状のつ 口緑部及び外周部内 ・外面ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 540　 70％　 PL 85

須　 恵　 器 B　　 2．9 まみが付 く。口緑端部には短いかえ デ。天井部回転へラ削 り後，つ まみ 褐灰色 P 3 ・P 4 間床面

F　　 3．4

G　　 O．7

りカ干付 く。 接合。 普通

5

蓋 A 〔13．4〕 天井部は伏せ皿形で，扁平 な擬宝珠 口緑部及び外周部内 ・外面ロクロナ 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 54 1　 80％　 PL 85

須　 恵　 器 B　　 2．2 状のつまみが付 く・。口緑端部には短 デ。天井部回転へラ削 り後，つ まみ にぷい褐色 北壁際覆土下層

F　　 2．6

G　　 O．4

いかえりが付 く。 接合。 普通

6

蓋 A 〔14．4〕 天井部は伏せ皿形で，ボ タン状のつ ロ緑部及び外周部内 ・外面ロクロナ 石英 ・長石 ＿・雲母 P 542　 50％　 PL 86

須　 恵　 器 B　　 2．2 まみが付 く。口緑端部には短いかえ デ。天井部回転へラ削 り後，つまみ 灰黄色 西壁際覆土中層

F　　 4．0

G　　 O．5

りが付 く。 接合。 普通

7

蓋 A 〔16．2〕 天井部は伏せ皿形で，ボタン状のつ 口緑部及び外周部内 ・外面ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 543　 30％　 PL 85

須　 恵　 器 B　　 2．2 まみが付 く。口緑端部には短いかえ デ。天井部回転へ ラ削 り後，つ．まみ 灰白色 東壁際床面

F　　 4．0

G　　 O．4

りが付 く。 接合。 普通

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 像
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm ） 厚 さ（cm ） 重量（g ）

第161図8 砥　　　 石 （8．8） 9．2 5．6 （596．4） 砂　　　 岩 南西コーナー部床面 Q 16　　　　　　　 PL112

9 不 明 石 器 7．1 4．6 5ユ 46．4 軽　　　 石 P l西側床面 Q 17　　　　　　　 PL112

所見　本跡の竃の燃焼部からは，礫が支脚として使用されたままの状態で出土しており，竃使用時の様子をう

かがい知ることができる。また，竃内から本来供膳具である杯が二次焼成を受けずに出土していることから，

住居を廃棄するに当たって，杯を竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時

期は，出土遺物から8世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第30号住居跡（第162・163図）

位置　調査Ⅳ区，G4C4区。

重複関係　本跡は第16号溝に掘り込まれているため，本跡の方が第16号溝よりも古い。

規模と平面形　東部は調査区城外に延びているため，確認できたのは長軸5・36m，短軸（3・6）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－20－W〕
l

壁　壁高は36～52cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅18～22cm，下幅10～12cm，深さ6～8cmで，断面形は逆台形をしている。

床　全体的に平坦である。本跡はハードローム層及び常総粘土層を掘り込んで構築されているため，床全体が

粘土となっており，壁溝の内側全体が硬く締まっている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl及びP2は径54～66cmの円形，深さ54－58cmで，規模や配列から主柱

穴と考えられる。P3は径34cm，深さ36cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P3に隣接

してP4があり，径32cm，深さ28cmで，補助柱穴もしくは柱を立て替えたものと思われる。

竃　調査区域内では検出されなかったが，覆土の含有物から調査区城外の北壁中央部付近に付設されていたも

のと思われる。

覆土　4層からなるが，本跡はハードローム層及び常総粘土層を掘り込んで構築されているため，覆土にも粘

土が含有されている。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積であ

る。
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明　石　遺　跡
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第162図　第30号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

主－　　I　一一　」

土層解説

1極暗褐色　粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　灰褐色　粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器の小破片100点，須恵器及びその中破片87点が出土している。図示した土器は須恵器である。覆

土下層では，第163図6の蓋がP2の東側から正位の状態で，7の嚢が北西コーナー部から正位の状態でそれ

ぞれ出土している。床面では，1の杯がPlの北側から逆位の状態で出土している○ピットでは，3の高台付

杯がP2の覆土中層から斜位の状態で出土している。また，4の高台付杯がPlの西側の床面及び西壁際の床

面から散乱した状態で出土している。その他にも北西区の覆土中から2の杯，南西区の覆土中から5の蓋がそ

れぞれ出土している。

所見　本跡は，東部が調査区城外に延びているため，確認できたところが少なかったが，床面及び主柱穴から

良好な状態で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

第30号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第163図 杯 A 〔12．8〕 平底。体部は外傾 しなが ら立 ち上が 口緑部及 び体 部内 ・外面ロク ロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 544　 50％　 PL 8 6

1 須　 恵　 器 B　　 3．7

C　　 7．8

り，口緑部はわずかに外反する。 デ。体部下端手持ちへラ削 り。底部

手持ちへラ削 り。

灰色

普通

P l北側床面

2

杯 A 〔10．6〕 底部一部欠損。平底。体部下端は丸 口緑部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 545　 10％

須　 恵　 器 B　　 3．5 みを帯び，外傾 しながら立ち上が り， デ。体部下端へ ラ削り後，ナデ。底 褐灰色 北西区覆土中

C 〔6．0〕 口緑部に至る。 部回転へラ削り。 普通
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第163図　第30号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　　 種 計潮値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 16 3図 高 台 付 杯 A 〔16．4 〕 底 部 は平 底で ，ハ の字 状 に 開 く高台 口 緑 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 546　 50％　 P L 86

3
須　 恵　 器 B　　 6．5 が 付 く。 体部 は外 傾 しなが ら立 ち上 デ。 底 部 回転 へ ラ削 り後， 高 台貼 り 噌 灰黄色 P 2 覆 土中層

D　 lO．6

E　 l．2

が り， 口縁部 はわず か に外 反す る。 付 け。 普 通

4

高 台 付 杯 B （3．4 ） 底 部 か ら体 部 下 半 に か けて の 破 片。 体 部 内 ・外 面 ロ クロ ナデ。 休 部下 端 石 英 ・長 石 ・雲母 P 547　 30 ％　 P L 86

須　 恵　 器 D　　 9．6 底 部 は平 底で ， ハの 字状 に開 く低 い 回転 へ ラ削 り。底部 回転へ ラ削 り後， 灰 色 P l 西 側床 面，

E　　 O．9 惑台が 付 く。 高 台貼 り付け 。 普通 西壁 際床面

P 548　 20 ％

5

蓋 A 〔17．6〕 つ まみ 郎 欠 損 。 天 井 部 は笠 形 で あ ロ緑 部及 び外 周 部内 ・外 面 ロ クロナ 石英 ・長石 ・雲母

須　 恵　 器 B （2．6） る 。 ロ 緑 端 部 は 短 く折 り返 して い

る。

デ。天井 部 回転へ ラ削 れ 灰色

普通

南西 区覆土 中

6

蓋

須　 恵　 器

B （2 ．1）

F　　 2 ．8

G　 l．2

擬宝 珠状 のつ まみ片。 つ まみ 部 ロク ロナデ。 石英 ・長石 ・雲母

にぷ い黄褐 色

普通

P 54 9　　 5％

P 2 東側 覆土下 層

7

璽 B （ 6．5） 底 部 か ら体 部 下 半 にか け て の破 片 。 体部 外面 横 位 の平行 叩 き， 下端 横位 石英・長石・雲訃 赤色粒子 P 55 0　 20％

須　 恵　 器 C　 16．0 平 底。 体部 は外 傾 しなが ら立 ち上 が

る。

のヘ ラ削 り，内面 ナ デ。 灰黄 色

普通

北西コーナー部覆土下層

第39号住居跡（第164・165園）

位置　調査Ⅳ区，F4jl区。

規模と平面形　長軸3．00m，短軸2．94mの方形である0

主軸方向　N－730－E

壁　壁高は24～32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している0上幅8－12cm，下幅4～6cm，深さ4－6cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl及びP2は径30－32cmの円形，深さ22－30cmで，規模や配列から主柱穴と

思われる。P3は径20cmの円形，深さ18cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴　南西コーナー部に付設されており，径56cmの円形，深さ20cmで，断面形は逆台形をしている。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
2　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
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明　石　遺　跡
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第164図　第39号住居跡実測図

竃　南東コーナーに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ106cm，両袖幅102cmで，壁外への掘り込

みは4駈mである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い皿状を

している。煙道部の平面形は逆U字形で，媛やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受

けて赤変硬化している。

竃土屑解説

1暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
3　灰褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量

4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量
5　暗褐色　粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
6　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子少量，粘土粒子・砂粒微量
7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・灰少量
8　黒褐色　灰多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
9　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック微量
10　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
11灰褐色　粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
12　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
13　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
14　暗褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
15　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
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覆土　6層からなる。6層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。5層から1層はローム，焼土

及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　褐　色
5　暗褐色

6　暗褐色

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼士粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブッロク少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小プッロク・焼土小ブロック・焼土粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブッロク・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器及びその小破片264点，須恵器の小破片30点，丸瓦1点が出土している。図示した土器は土師器

である。覆土中層では，第165図1の杯が貯蔵穴の上部から逆位の状態で，5の丸瓦がP3の南側からそれぞ

れ出土している。竃では，4の高台付椀が南西袖部から壊れた状態で出土している。貯蔵穴では，2の大形皿

が覆土中層から逆位の状態で，3の大形皿が覆土中層から壊れた状態でそれぞれ出土している。

所見　本跡は，西方向に出入り口部を，南東コーナーに竃を有する住居跡である。遺物としては，丸瓦が出土

しており，付近に仏堂的な建物があった可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から10世紀第3四半期

～第4四半期と考えられる。

第165図　第39号住居跡出土遺物実測図

第39号住居跡遣物観察表

′く土コ、 ！　　　i　　　＿＿＿二

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第165図 坤こ B （2．7）底部から体部下半にかけての破片。体部内・外面ロクロナデ。底部ナデ。石英・雲母 P583　10％

1 土　師　器C　　6．0 平底。体部は内攣しながら立ち上が

る。

にぷい橙色

普通

貯蔵穴上部覆土中層

2

大　形　皿A 〔17，0〕平底。体部は内攣しながら立ち上が口緑部及び体部内・外面ロクロナ雲母・赤色粒子 P581　40％　PL86

土　師　器B　　3．7

C　　8．6

り，ロ緑部は外反する。 デ。底部回転へラ切り。 橙色

普通

貯蔵穴覆土中層

3

大　形　皿A 〔16．2〕平底。体部は内暫しながら立ち上がロ緑部及び体部内・外面ロクロナ石英・長石・雲母・赤色粒子 P582　20％

土　師　器B　　3．2

C　　7．0

り，口綾部は外反する。 デ。底部回転へラ切り。 にぷい褐色

普通

貯蔵穴覆土中層

4

高台付椀A　13．6 底部は平底で，ハの字状に開く低いロ緑部及び体部外面ロクロナデ，内石英・長石・赤色粒子 P584　60％　PL86

土　師　器B　　6．7 高台が付く。体部は内暫しながら立面ロクロナデ後，横位のヘラ磨き。浅黄橙色 竜南西袖部

D　　7．2 ち上がり，口縁部はわずかに外反す底部回転へラ削り後，高台貼り付け。普通

E　 l．0 る。 椀部内面黒色処理。
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明　石　遺　跡

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 165回 丸　　　 瓦 長さ　 （11．1） 凸面縦位のヘラ削 り。凹面布目痕。 石英 ・長石 ・雲母 D P 15　　　　 P L lO8

5 土　 製　 晶 幅　　 （9．5）

厚さ　　 2．6

灰 白色

普通 （二次焼成）

P 3 南側覆土中層

第40号住居跡（第166～168図）

位置　調査Ⅳ区，F3j7区。

重複関係　本跡は第139号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が第139号土坑よりも古い。

規模と平面形　長軸5．94m，短軸5．42mの方形である。

主軸方向　N－100－W

壁　壁高は20－32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅16～20cm，下幅6～8cm，深さ6～12cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl二p5）。Pl～P4は径36～72cmの円形，深さ42－54cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径36cm，深さ54cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竜　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ110cm，両袖幅136cmで，壁外への掘り込み

は28cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を12cm掘りくぼめており，皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受け

て赤変硬化している。なお，土製支脚が西袖部の西側の床面から横位の状態で出土している。

竜土層解説
1　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
2　にぷい褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

3　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
4　褐　　　　色　粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
6　暗　赤褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
7　灰　褐　色　ローム粒子中量，粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　にぷい褐色　ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

9　灰　赤　色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
10　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
11灰　褐　色　粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・砂粒少量
12　灰　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
13　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

14　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
15　暗　赤褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
16　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

覆土　6層からなる。6層及び5層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。4層から1層は自然

堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量
4　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量

5　灰　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
6　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

遺物　土師器及びその小破片1519点，須恵器及びその中破片410点，土製支脚1点，石製紡錘車1点，軽石1

点，刀子1点，鉄鎌1点が出土している。第167・168図1～9の土師器，10～29は須恵器である。覆土中層で

は，4の嚢が中央部から横位の状態で，15・16の杯が中央部から正位の状態で，10の杯が中央部から斜位の状
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第166図　第40号住居跡実測図

態でそれぞれ出土している。覆土下層では，1の杯が南西コーナー部から横位の状態で，6の賓が竃の南側か

ら正位の状態で，11の杯が中央部から壊れた状態で，12・14の杯が中央部から斜位の状態で，20の蓋が西壁際

から逆位の状態でそれぞれ出土している。床面では，19の蓋がPlの東側から逆位の状態で，26の嘘が西壁際

から正位の状態で，30の土製支脚及び34の鉄鎌が竃の西側からそれぞれ出土している。竃では，17の蓋が火床
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明　石　遺　跡

面から正位の状態で，25の蓋が西袖部から正位の状態でそれぞれ出土している。ピットでは，P4の覆土中層

から33の刀子が出土している。また，3の嚢が竃の東袖部及び竃の南側の床面から散乱した状態で，5の嚢が

竃の火床面及び西壁際の覆土中層から散乱した状態で，18の蓋が竃の南側の床面及びPlの北側の覆土下層か

ら散乱した状態で，29の横瓶がP5の上面，南東コーナー部の床面，P3の上部の覆土中層，北壁際の覆土中

層及び中央部の覆土中層から散乱した状態でそれぞれ出土している。その他にも北東区の覆土中から23の蓋及

び32の軽石，南東区の覆土中から7の手淫土器及び24の蓋，南西区の覆土中から22の蓋，27の器台？，28の長

頚瓶及び31の石製紡錘車，中央部付近の覆土中から2の杯，8・9の手控土器，13の杯及び21の蓋がそれぞれ

出土している。

所見　本跡の遺物としては，手捏土器が3点出土しており，注目される。また，竃内から本来供膳具である蓋が二

次焼成を受けずに出土していることから，住居を廃棄するに当たって，蓋を竃の中に埋納するという祭祀行為が行

われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第40号住居跡遺物観察表

図版番号　 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第167図 杯 A 〔15．8〕 底部欠損。体部は内攣 しなが ら立ち 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面横 石英 ・長石 ・雲母 P 58 5　 20％

1 土　 師　 器 B （3．2） 上が り，口緑部 との境に弱い稜 をも 位のヘラ削 り，内面横ナデ。口緑部 明赤褐色 南西コーナー部覆土下層

つ。口緑部は外傾する。 外面に1 条の沈線が巡る。 普通

2

杯 A 〔13．8〕 底部欠損。体部は内攣 しながら立ち 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面横 長石 ・雲母 P 586　 20％

土　 師　 器 B （3．5） 上が り，口緑部 との境に弱い稜 をも

つ。口緑部は外傾する。

位のヘラ削 り，内面横ナデ。 明赤褐色

普通

覆土中

3

棄 A 〔25．4〕 底部欠損。体部は長胴形 を呈 し，最 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 587　 30％　 PL86

土　 師　 器 B （21．7） 大径を上位にもつ。頚部は くの字状 部外面上位ナデ，下位縦位のヘラ磨 にぷい橙色 竃東袖部，

に屈曲する。口緑部は外反気味に開

き，端部 をつまみ出している。

き，内面へラナデ。 普通 竃南側床面

4

棄 A 〔21．6〕 頚部から口緑部にかけての破片。頚 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 ・雲母 P 588　 10％

土　 師　 器 B （7．2） 部はコの字状に屈曲する。口緑部は

外反気味に開き，端部をわずかにつ

まみ上げている。

部外面ナデ，内面へラナデ。 にぷい褐色

普通

中央部覆土中層

5

嚢 B （6．5） 底部か ら体部下半にか けての破片。 体部外面縦位のヘラ磨き，内面へラ 石英 ・長石 P 589　 20％

土　 師　 器 C　　 8．8 体部は外傾 しながら立ち上がる。 ナデ。底部木葉痕。． 橙色

普通

竃火床面，

西壁際覆土中層

6

賓 B （7．9） 底部から体部 下半 にかけての破片。 体部外面縦位のへラ磨 き，内面へラ 石英 ・長石 ・雲母 P 590　 10％

土　 師　 器 C 〔8．8〕 体部は外傾 しながら立ち上がる。 ナデ。底部木葉痕。 明赤褐色

普通

竃南側覆土下層

7

手 捏 土 器 B （3．9） 口緑部欠損。平底。体部は外傾 しな 体部内 ・外面指ナデ。 長石 P 59 3　 10％

土　 師　 器 C 〔5．4〕 がら立ち上がる。 橙色

普通

南東区覆土中

8

手 捏 土 器 B （3．2） 口緑部欠損。底部は突出する平底で 体部内 ・外面指ナデ。底部木葉痕。 石英 ・赤色粒子 P 59 4　 10％

土　 師　 器 C 〔5．8〕 ある。体部は外傾しながら立ち上が

る。

にぷい黄橙色

普通

覆土中

9

手 捏 土 器 B （2．9） 口緑部欠損。平底。体部 は外傾 しな 体部内 ・外面指ナデ。底部木葉痕。 石英 ・長石 P 59 5　 10％

土　 師　 器 C 〔7．2〕 が ら立ち上がる。 橙色

普通

覆土中

10

杯 A 〔9．4〕 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾 口緑部及 び体部 内 ・外 面ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 596　 60％　 PL8 6

須　 恵　 器 B　　 3．6

C　　 5．8

しながら立ち上が り，口緑部に至 る。 デ。体部下端へラ削 り後，ナデ。底

部手持ちへラ削 り。

灰色

普通

中央部覆土中層

11

杯 A　 lO．6 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾 口緑部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 597　 70％　 PL86

須　 恵　 器 B　　 4．2

C　　 5．8

しながら立ち上が り，口緑部に至る。 デ。体部下端回転へラ削 り。底部回

転へラ削 り。

灰色

普通

中央部覆土下層

12

杯 A 〔－10．8〕 平底。体部下端 は丸み を帯び，外傾 口緑部及び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 598 ・80％　 PL86

須　 恵　 器 B　　 3．5

C　　 6．2

しなから立ち上がり，口緑部に至る。 デ。体部下端へラ削 り後，ナデ。底

部回転へラ削り。

灰オリーブ色

普通

中央部覆土下層
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第167図 杯 B （2．9） 底部から体部下半にかけての破片。 体部内 ・外面 ロクロナデ。体部下端 石英 ・長石 ・雲母 P 60 1　 30％　 PL 86

13 須　 恵　 器 C　　 6．2 平底。体部下端 は丸みを帯び，外傾

しながら立ち上がる。

へラ削 り後，ナデ。底部回転へラ削

り。

灰色

普通

覆土中

14

杯 A 〔14．0〕 平底。体部下端は丸みを帯 び，下半 口緑部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 600　 60％　 PL 86

須　 恵　 器 B　　 3．8

C　　 9．4

に稜をもち，外傾 しなが ら立ち上が

り，口緑部に至る。

デ。底部手持ちへラ削 り。 褐灰色

普通

中央部覆土下層

15

杯 B （2．0） 底部片。平底。体部下端は丸みを帯 体部内 ・外面ロクロナデ。底部手持 石英 ・長石 ・雲母 P 602　 20％

須　 恵　 器 C　　 9．0 び，下半に稜 をもち，外傾 しながら

立ち上がる。

ちヘラ削 り。 灰色

普通

中央部覆土中層

16

ゴ不 A 〔13．2〕 底部一部欠損。平底。体部は外傾し 口縁部及 び体 部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 599　 20％

須　 恵　 器 B　　 3．9

C 〔6．8〕

なが ら立ち上が り，口緑部に至る。 デ。体部下端手持ちへラ削 り。：底部

手持ちへラ削 り。

にぷい黄色

普通

中央部覆土中層

第168図

17

蓋 A　 15．8 天井部は伏せ皿形で，ボタン状のつ 口緑部及び外周部内 ・外面ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 60 6　 60％　 PL 8 6

須　 恵　 器 B　　 2．3 まみが付 く。口緑端部には短いかえ デ。天井部回転へラ削 り後，つ まみ 灰黄褐色 竃火床面

F　　 3．8

G　　 O．6

りが付く。 接合。 普通

18

蓋 A 〔15．8〕 天井部は伏せ血形で，ボタン状のつ 口緑部及び外周部内 ・外面ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母・ P 608　 30％　 PL 86

須　 恵　 器 B　　 2．9 まみが付 く。口緑端部 には短いかえ デ。天井部回転へラ削 り後，つまみ 灰色 竃南側床面，

F　　 3．6

G　　 O．6

りが付 く。 接合。 普通 P l 北側覆土下層

19

蓋 B （1．9） 口緑部欠損。天井部は伏せ皿形で， 外周部内 ・外面ロクロナデ。天井部 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 607　 60％　 PL 86

須　 恵　 器 F　　 4．4

G　　 O．5

ボタン状のつまみが付 く。 回転へラ削り後，つまみ接合。 褐灰色

普通

P l東側床面

20

蓋 B （2．7） 口緑部欠損。天井部は伏せ皿形で， 外周部内 ・外面ロクロナデ。天井部 石英 ・長石 ・雲母 P 609　 20％

須　 恵　 器 F　　 3．2

G　　 O．7

ボタン状のつまみが付 く。 回転へラ削 り後，つまみ接合。 灰白色

普通

西壁際覆土下層

21

蓋 B （1．8） 天井部片。天井部にボタン状のつま 天井部回転へラ削 り後，‘っまみ接合。 石英 ・雲母 P 610　 10％

須　 恵　 器 F　　 2．8

G　　 O．7

みが付 く。 明黄褐色

普通

覆土中

22

蓋 B （1．3） 天井部片。天井部にボタン状のつ ま 天井部回転へラ削 り後，つまみ接合。 石英 ・長石 ・雲母 P 611 10％

須　 恵　 器 F　　 3．4

G　　 O．5

みが付 く。 灰黄色

普通

南西区覆土中

23

蓋

須　 恵　 器

B （1．9）

F　　 3．2

G　　 O．6

ボタン状のつまみ片。 つまみ部ロクロナデ。 石英 ・長石 －・雲母

淡黄色

普通

P 612　 5％

北東区覆土中

24

蓋 ’

須　 恵　 器

B （1．8）

F　　 3．6

G　 l．0

扇平な擬宝珠状のつまみ片○ つまみ部ロクロナデ。 石英 ・長石 ・雲母

灰黄褐色

普通

P 613　　 5％

南東区覆土中

25

蓋 A 〔16．6〕 つまみ部欠損。天井部は伏せ皿形で 口緑部及び外周部内 ・外面ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 614　 20％

須　 恵　 器 B （2．2） ある。口緑端部には短いかえ りが付

く。

デ。天井部回転へラ削 り。 にぷい褐色

普通

竃西袖部

26

趨 A 〔14．2〕r口緑部片。口縁 部は外反 して開 く。 口緑部内 ・外面ロクロナデ。 石英 ・雲母 P 615　　 5％

須　 恵　 器 B （2．8） 口緑部外面に断面台形の凸帯が 1 条

巡る。．

灰黄色

普通

西壁際床面

27

器　 台　 ？ B （4．4） 体部片。体部はほぼ直立しながら立 体部内 ・外面ロクロナデ。体部外面 石英 ・長石 ・雲母 P 616　　 5％　 PL 86

須　 恵　 器 ち上がる。 に 2 条 1 単位の沈線が上下 2 段 に巡

り，その間に円形刺突文が施されて

いる。

灰色

普通

南西区覆土中

28

長　 頸　 瓶 B （7．8） 頚部片。頚部はほぼ直立 しながら立 頸部内 ・外面ロクロナデ。 長石 P 617　　 5％　 PL 86

須　 恵　 器 ち上がる。 灰オリーブ色

′良好

南西区覆土中

29

横　　　 瓶 B （20．7） 体部片。体部はラグビーボ⊥ル状の 体部外面斜位の平行叩き，内面ロク 長石 P 617　 20％

須　 恵　 器 球形 を呈 し，上端に円形浮文が付 ロナデ。 灰黄色 P 5上面中央部，南東コーナー

く。 良好 部床面，P3上部覆土中層，北

壁際覆土中層，中央部覆土中層

東海産

－225－



明　石　遺　跡

図版 番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（c m ） 重量 （g ）

第168図30 土 製 支 脚 （18．6） （8．8） 7．6 （1230．0） 竃西 側床 面 D P 16　　　　　　　 P L lO9

図版番号 ‘種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 一点 備　　　　　 考
径 （cm） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重 量 （g ）

第168図3 1 石製紡 錘車 （4．0） （0．8） 0．8 （12．1） 泥　　　 岩 南西 区覆土 中 Q 2 1　　　　　　　 P L 112

図版番 号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 ． 出， 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ （cm） ．幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第168図32 不 明 石 器 5．1 3．4 2．6 17．8 軽　　　 石 北 東区 覆土中 Q 22　　　　　　　　 P L 112

図版 番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重量 （g ）

第168図33 刀　　　 子 （4．9） （0．9） 0．5 （3．6） P 4 覆 土中層 茎部片　　　　 M 27　P L 113

34 鉄　　　 鎌 （10．2） 3．8 0．3 （2 7．8） 竃 西側床 面 刃部一部欠損　 M 28　P L 113

第41号住居跡（第169・170図）

位置　調査Ⅳ区，F4j3区。

重複関係　本跡は第16号溝に掘り込まれているため，本跡の方が第16号溝よりも古い。

規模と平面形　長軸3．08m，短軸2．94mの方形である。

主軸方向　N－420－E

壁　壁高は8～16cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。壁際を除き，特に踏み固められている。

ピット　Plは径40cmの円形，深さ44cmで，西コーナー部に掘り込まれているが，性格は不明である。

第169図　第41号住居跡実測図

」L28．。m

2m

←　　1　　－　－」
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竜　北東壁中央部東寄りに付設されているが，上部は削平されている。焚口部から煙道口部までの長さ52cmで，

壁外への掘り込みは10。mである。火床面は床面と血ぎ同じレベルである。煙道部の平面形は逆U字形で，嬢や

／かに外傾しながら立ち上がる。火床面は火熱を受けて赤変硬化している○

覆土　2層からなる。2層ともローム及び焼土の含有状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子少量

遺物　土師器及びその中破片11点，須恵器の小破片2点が出土している。第170

図1は土師器高台付椀で，北東壁際の覆土下層から逆位の状態で出土している○

所見　本跡からはピットが1か所検出されたが，主柱穴は1か所も検出されな

＼＼竃≡童≡≡♂

0　　　　　　　　5cm

亡　　－　　］

かった。本跡の時期は，出土遺物から10世紀第3四半期～第4四半期と考えら　第170図　第41号住居跡

れる。

第41号住居跡遺物観察表

出土遺物実測図

図版番号 ．器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第170図 高 台 付 椀 B （2．4） 底部片。底部 は平底で，ハの字状に 底部回転へラ切 り後，高台貼 り付け， 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 6 19　 20％

1 土　 師　 券 D　　 7．0

E　　 O．7

開く低い島台が付 く。 内面ロクロナデ。 橙色

普通

北東壁際覆土下層

第42号住居跡（第171・172図）

位置　調査Ⅳ区，F4g2区。

重複関係　本跡は第1号堀に掘り込まれているため，本跡の方が第1号堀よりも古い。

規模と平面形　東部は調査区城外に延びているため，確認できたのは長軸4．80m，短軸（1・0）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－110－W〕

壁　壁高は6～18cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅10～14cm，下幅4～8cm，深さ4～6cmで，断面形は逆U字形をしている。

床　全体的に平坦である。Plの東側から南側にかけて，特に踏み固められている。

ピット　Plは径20cmの円形，深さ16cmで，規模や位置から主柱穴と考えられる。

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

遺物　土師器の小破片20点，須恵器及びその小破片7点が出土している。図示した土器は須恵器である。第

172図1の杯が西壁際の床面から正位の状態で，2の杯がPlの西側の床面から正位の状態でそれぞれ出土し

ている。

所見　本跡は，東部が調査区域外に延びているため，確認できたところが少なかったが，床面から良好な状態

で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。
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明　石　遺　跡

第171図　第42号住居跡実測図

ヽ　　　　　　　　　　　SDl

‾し－＼　　　sDl
＼

第172図　第42号住居跡出土遺物実測図

第42号住居跡遺物観察表

2　1

」」√

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿　　　i j

0　　　　　　　　　　　　　10cm

ヒニー＿＿＿＿＿」　＿＿　　　！

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第172図 巧こ A　12．0 平底。体郎下端は丸みを帯び，外傾 口緑郭及び体部内・外面ロタロナ 石英・長石・雲母 P620　 95％　PL86

1 須　恵　器 B　　 4．4

C　　 7．4

しながら立ち上がり，口緑部に至る。デ。休部下端へラ削り後，ナデ。底

部手持ちへラ削り。

灰色

普通

西壁際床面

2

杯 A　 13．2 平底。休部は外傾しながら立ち上が 口緑部及び体部内・外面ロクロナ 石英・長石・雲母・赤色粒子 P621　80％　PL86

須　恵　器 B　　 4．1

C　　 7．8

り，口緑部に至る。 デ。休部下端手持ちへラ削り。底部

手持ちへラ削り。

灰黄色

普通

P l西側床面

第44号住居跡（第173～175図）

位置　調査Ⅳ区，G4a2区。
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第173図　第44号住居跡実測図

規模と平面形　長軸2．88m，短軸2．58mの長方形である。

主軸方向　N－830－E

壁　壁高は14～22cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅10～12cm，下幅4～6cm，深さ2－8cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている0

ピット　Plは径16cmの円形，深さ26cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

貯蔵穴北西コーナー部に付設されており，径60cmの円形，深さ48cmで，断面形は逆台形をしている。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量

竃　東壁中央部南寄りに付設されているが，北側は基部しか遺存していない。焚口部から煙道口部までの長さ

64cm，両袖幅82cmで，壁外への掘り込みは18cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている0火床面は

床面を6cm掘りくぼめており，皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上

がる。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。遺存状況や覆土の堆積状況から，本跡の竃は人

為的に壊されたものと思われる。

竃土屑解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊されて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積で

ある。
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明　石　遺　跡

土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

遣物　土師器及びその小破片252点，須恵器及びその中破片11点，砥石1点が出土している。第174・175図1

～12は土師器，13は須恵器である。覆土下層では，1の杯が北東コーナー部から逆位の状態で，6の高台付椀

が南壁際から斜位の状態で，8の高台付椀（刻書有）が竃の北側から逆位の状態で，10の高台付椀が貯蔵穴の

東側から正位の状態でそれぞれ出土している。床面では，3の杯が南東コーナー部から斜位の状態で，4の皿

が竃の西側から逆位の状態で，14の砥石が南壁際からそれぞれ出土している。竃では，2の杯及び11の甑が燃

焼部及び北袖部から壊れた状態で，7の高台付椀が火床面から斜位の状態でそれぞれ出土している。また，5

の片口椀が竃の火床面及び南壁際の床面から散乱した状態で，9の高台付椀が竃の北袖部及び竃の北側の覆土

下層から散乱した状態で，13の広口壷が南壁際の覆土下層及び西壁際の覆土中層から散乱した状態でそれぞれ

出土している。その他にも南東区の覆土中から12の甑がそれぞれ出土している。

所見　本跡は，東壁に竃を有する一辺が3m未満の小形の住居跡で，ピットが1か所検出されたが，主柱穴は

1か所も検出されなかった。遺物としては，底部内面に「大」と刻書された土師器高台付椀が出土しており，

注目される。また，床面及び竃内から出土したそれぞれの片口椀の破片が接合関係にあることから，住居を廃

棄するに当たって，意図的に破砕した片口椀を，一方は床の上に放置し，もう一方は竃の中に埋納するという

祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から10世紀第3四半期～第4四半期と考え

られる。

第44号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（C皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第174図 ゴ不 A　 14．2 平底。体部は内攣しながら立ち上が 口緑部及び体部外面ロタロナデ，内 石英 ・長石 ・赤色粒子 P 625　 90％　 PL 86

1 土　 師　 器 B　　 4．3

C　　 7．0

り，口緑部はわずかに外反する。 面ロクロナデ後，横位のヘラ磨 き。

底部回転糸切 り。内面黒色処理。

にぷい黄橙色

普通 （二次焼成）

北東コーナー部覆土下層

2

杯 A 〔15．8〕 平底。体部は内攣しながら立ち上が 口緑部及び体部外面ロクロナデ，内 石英 ・長石 ・赤色粒子 P 626　 50％　 PL 86

土　 師　 器 B　　 4．2

C　　 8．4

り，口緑部はわずかに外反する。 面ロクロナデ後，横位のヘラ磨 き。

底部ナデ。内面黒色処理。

橙色

普通 （二次焼成）

竃燃焼部 ・北袖部．

3

ゴ不 A　 12．8 平底。休部は内攣しなが ら立ち上が 口緑部及び体部 内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・赤色粒子 P 627　 70％　 PL 86

土　 師＿　器 B　　 4．0

C　　 6．0

り，口緑部は外反する。 デ。底部ナデ。 橙色

普通

南東コーナー部床面

4

皿 A　 14．0 平底。体部は内暫 しなが ら立ち上が 口緑部及び体部 内 ・外面 ロクロナ 長石 ・雲母 ・赤色粒子 P 628　 80％　 PL 86

土　 師　 器 B　　 3．3

C　　 6．4

り，口緑部は外反す る。 デ。底部回転糸切 り。 にぷい橙色

普通

竃西側床面

5

片　 口　 椀 A　 lO．8 平底。体部は内攣 しなが ら立ち上が 口緑部及び体部外面由クロナデ，内 石英 ・長石．・雲母 P 634　 60％　 PL 86

土　 師　 器 B　　 7．4 り，口緑部は直立する。口緑部に注 面ロクロナデ後 ・，横位のへラ磨 き。 にぷい赤褐色 竃火床面，

C　　 6．4 ぎ口部を造 り出している。 休部下端手持ちへラ削 り。底部ナデ。

内面黒色処理。

普通 南壁際床面

6

高 台 付 椀 A　 14．0 底部は平底で，断面逆三角形の低い 口緑部及び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 P 629　 70％　 PL 87

土　 師　 器 B　　 4．9 高台が付 く。体部は内轡 しながら立 デ。底部回転へ ラ削 り後，高台貼 り にぷい橙色 南壁際覆土下層

D　　 6．6

E　　 O．7

ち上が り，口緑部はわずかに外反す

る。

付け。 普通

7

高 台 付 椀 A　 13．0 底部は平底で，ハの字状に開く高い 口緑部及び体部内 ・外面 ロクロナ 雲母 ・赤色粒子 P 631 寧0％　 PlJ87

土　 師　 器 B　　 4．7

D　　 7．4

E　 l．8

高台が付 く。体部は内攣 しながら立

ち上が り，口緑部はわずかに外反す

る。

デ。底部ナ．デ後，高台貼 り付け。 にぷい橙色

普通

題火床面

－230－
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第174図　第44号住居跡出土遺物実測図（1）



明　石　遺　跡

0　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　　　　　　　」

第175図　第44号住居跡出土遺物実測図（2）

図版番 号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 174図 高 台 付 椀 A 〔13．6〕 底 部 は平底 で ，ハ の字 状 に 開 く高 い 口縁 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 P 63 2　 50％　 P L8 7

8
土　 師　 器 B　　 6．4 高 台が 付 く。体 部 は 内攣 しなが ら立 デ。 底部 回転 へ ラ削 り後 ， 高台 貼 り 橙色 寵北 側覆土 下層

D　　 9．4

E　　 2．2

ち上が り，ロ緑 部は外 傾す る。 付 け。 普通 底部 内面刻 書 「大 」

9

高 台 付 椀 A　 13．2 高 台部 一部 欠損 。底 部 は平 底 で，ハ ロ緑 部 及 び体 都 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ 石英 ・長石 P 630　 60％　 P L 8 7

土　 師　 器 B （5．0） の 字 状 に 開 く と思 わ れ る 高 台 が付 デ。底 部 回転 へ ラ削 り後 ，高 台貼 り 明赤褐 色 竃北 袖部，

E （0．8） く。体 部 は 内暫 しが ら立 ち上 が り，

口緑 部は外 傾す る。

付 け。 普通 屯北側 覆土 下層

10

高 台 付 椀 B （2．4） 底部 片。 底 部 は平底 で ，ハ の字 状 に 底 部回転 へ ラ削 り後 ，高台 貼 り付 け。 石 英 ・長石 ・雲母 P 633　 20％

土　 師　 器 D　　 6．4

E　　 O．9

開 く低 い高 台が付 く。 椀 部内面 黒色処 理。 橙 色

普 通 （二 次焼 成）

貯蔵 穴東側 覆土下 層

1 1

甑 A 〔36カ〕 休 部 上半 か ら口 緑 部 に か けて の 破 口縁 都 及 び頚 部外 面械 ナ デ， 内面 横 長 石 ・雲 母 ・赤 色粒子 P 635　 20％

土　 師　 器 B （17．0） 片 。休 部 は 内 野 しな が ら立 ち上 が 位 のヘ ラ磨 き。休 部外 面上 位 へ ラナ にぷい橙 色 竃燃焼 部 ・北 袖部

り， 最大 径 を中位 に もつ 。頚 部 は く

の字状 に屈 曲す る。 口緑 部 は外 反気

味 に 開 き ，端 部 を つ まみ 上 げ て い

る。

デ ，下 位横 位 のヘ ラ削 り， 内 面横 位

のヘ ラ磨 き。内 面黒色 処理 。

普 通

12

甑 A 〔17．4〕 ロ緑部 片 。頚 部 は くの字状 に屈 曲す 口緑 部 及 び頸部 内 ・外面 横 ナ デ。 内 長石 ・雲母 ・赤色粒 子 P 63 6　　 5％

土　 師　 器 B （3．0） る。 口緑 都は外 反 気味 に 開 き，端 部

をつ まみ 上げ てい る。

面黒色 処理 。 にぷ い黄橙 色

普通

南東 区覆 土中

13

広　 口　 壷 B （12．5） 体 郡 上半 か ら頚 部 にか け て の破 片 。 頚 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ グ ロナ デ。 石英 ・長石 P 63 7　 10％

須　 恵　 器 体 部は 内攣 しなが ら立 ち上 が る。 頸 内面 に輪 積 み痕が残 る。 灰色 南壁 際覆 土下層 ，

部 は くの字 状 に屈 曲 し， ほぼ 直立 し

な が ら立 ち上が り，上 半 は外反 して

開 く。

良好 西壁 際覆土 中層

東海 産

図版 番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第175図14 砥　　　 石 21．6 14．3 8．9 37 09．2 雲 母 片 岩 南壁 際床 面 Q 2 3　　　　　　　　 P L lll
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第45号住居跡（第176・177図）

位置　調査Ⅳ区，F3h8区。

重複関係　本跡が第1号陥し穴を掘り込んでいるため，本跡の方が第1号陥し穴よりも新しい0また，第1・

2号堀に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの堀よりも古い。

規模と平面形　南東部は第1号堀と重複しているため，確認できたのは長軸5・98m，短軸（2・5）mであるが，平

面形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－330－W〕

壁　壁高は6～16cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅14～18cm，下幅6－10cm，深さ12－14cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている0

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl及びP2は径68～76cmの円形，深さ58～72cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。

UI SDl

1　　　2

「〒二二二幸2

第176図　第45号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

竃　北西壁中央部北寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ96cm，両袖幅128cmで，壁外への

掘り込みは掘り方まで含めて22cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を16cmほ

ど皿状に掘り込んだ後，埋め戻した上に形成されている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しなが

ら立ち上がり，煙道口部には厚さ12cmにわたって粘土と砂粒を混ぜたものを貼っている。袖部内面及び火床面

は火熟を受けて赤変硬化している。

竃土眉解説

1　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子中量，炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
5　暗褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子中量，焼土中ブロック・砂粒少量

6　暗褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子中量，炭化粒子・砂粒少量
7　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・砂粒少量
8　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
9　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
10　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量

11暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・砂粒少量
12　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量

覆土　2層からなる。2層とも自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量

第177図　第45号住居跡出土遺物実測図
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遣物　土師器及びその中破片302点，須恵器及びその中破片24点が出土している。第177図1・2は土師器，3

～6は須恵器である。覆土下層では，2の甑が北コーナー部から壊れた状態で，4の杯が西コーナー部から正

位の状態でそれぞれ出土している。ピットでは，1の嚢がP2の覆土上層から逆位の状態で出土している。そ

の他にも北区の覆土中から5の蓋，南区の覆土中から3の杯，中央部付近の覆土中から6の長頸瓶がそれぞれ

出土している。

所見　本跡は，南東部が第1号堀に掘り込まれているため，遺存していたところが少なかったが，主柱穴から

良好な状態で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第45号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 一　　　 考

第177図 嚢 B （2．9） 底部片。底部は中央が凹む平底であ 体部内 ・外面へラナデ‾。 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 639　　 5％

1 土　 師　 器 C　 ．7．4 る。体部は外傾 しながら立ち上がる。 灰褐色

普通

P 2 覆土上層

2

甑 A 〔26．0〕 底部欠損。体部は内攣 しなが ら立ち 休部及び頸部内 ・外面横ナデ。休部 石英 ・長石 ・雲母 P 638　 20％

土　 師　 器 B （25．0） 上が り，上半はほぼ直立 して頚部に

至る。口緑部は外反気味に開 く。

外面縦位のヘラ削 り，内面へラナデ。 明赤褐色

普通

北コーナー部覆土下層

3

杯 A 〔12．2〕 平底。体部下端は丸みを帯び，下半 口緑部及び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 64 0　 40％　 PL 8 7

須　 恵　 器 B　　 3．6

C　　 7．2

に稜をもち，外傾 しなが ら立ち上が

り，口緑部に至る。

デ。底部回転へラ削 り。 灰色

普通

両区覆土中

4

杯 B （3．4） 口緑部欠損。平底。体部下端 は丸み 体部内 ・外面ロクロナデ。底部手持 石英 ・長石 ・雲母 P 641　 30％

須　 恵　 器 C　　 6．8 を帯び，下半 に稜をもち，外傾 しな

がら立ち上がる。

ちヘラ削 り。 灰色

普通

西コーナー部覆土下層

5

蓋 B （2．1） ロ緑部欠損。天井部は伏せ皿形で， 外周部内 ・外面 ロクロナデ。天井部 石英 ・長石 ・雲母 P 642　 20％

須　 恵　 器 F　　 3．6

G　　 O．7

ボタン状のつまみが付 く。 回転へラ削り後，つまみ接合。 にぷい黄橙色

普通

北区覆土中

6

長　 頸　 瓶 B （12．7） 頚部片。頚部はほぼ直立しなが ら立 頸部内 ・外面ロクロナデ。頚部外面 長石 P 643　 10％　 PL 87

須　 恵　 器 ち上がり，上半は外反 して開く。 に自然粕が掛かる。 粕 ：灰オリーブ色

胎土 ：灰 白色

良好

覆土中

東海産

第46号住居跡（第178・179図）

位置　調査Ⅳ区，F3h7区。

重複関係　本跡は第2号堀に掘り込まれているため，本跡の方が第2号堀よりも古い。

規模と平面形　北部は第2号堀と重複しているため，確認できたのは長軸3．54m，短軸（0・7）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－180－W〕

④1　－　－
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明　石　遺　跡

壁　壁高は4－8cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　Plの部分を除き，壁下を巡っている。上幅6～10cm，下幅2～6cm，深さ2－4cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径106cm，深さ28cmの円形の土坑状の掘り込みの中に掘り込まれており，

径28cmの円形で，土坑状の掘り込みの底面からの深さは20cm，床面からの深さは亜cmである。この土坑状の掘り

込みは柱を抜き取った痕跡と思われる。P2は径38cm，深さ60cmである。Pl及びP2は規模や配列から主柱穴

と考えられる。P3は径46cm，深さ32cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

Pl土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

覆土　遺存していた覆土は単一層で，自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　土師器及びその小破片71点，須恵器及びその

0　　　　　　　5cm

：　，　＿；

小破片6点が出土している。第179図1は土師器，

2は須恵器である。2の杯が南東区の覆土中から，

1のミニチュア土器が中央部付近の覆土中からそれ

ぞれ出土している。

第179図　第46号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡は，大部分を第2号堀に掘り込まれているため，遺存していたところが少なく，出土遺物も少なか

ったが，ミニチュア土器が出土しており，注目される。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第1四半期～第2

四半期と考えられる。

第46号住居跡遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 語　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第179 図 ミニチュア土器 B （ 1．2） 口緑 部 欠損 。 平底 。休 部 は外傾 しな 体部 内 ・外 面指 ナデ。 石英 ・長石 P 644　 5 0％　 P L 87

1 土　 師　 詰 C　 l．6 が ら立 ち上 が る。 にぷ い褐色

普通

覆土 中

2

土不 B （2 ．1） 底 部 か ら体 部 下 半 にか け て の破 片 。 体 部 内 ・外面 ロク ロナ デ。 底部 回転 石英 ・長石 ・雲母 P 645　 20 ％

須　 恵　 器 C　　 8．4 平底 。体 部 下端 は 丸み を帯 び， 下半

に稜 を も ち，外 傾 しなが ら立 ち上が

る。

ヘ ラ削 り。 にぷ い黄橙色

普通

南東 区覆土 中

第47号住居跡（第180・181図）

位置　調査Ⅳ区，F3h6区。

重複関係　本跡は第1・2号堀に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの堀よりも古い。

規模と平面形　南壁際及び北壁際はそれぞれ第1・2号堀と重複しているため，確認できたのは長軸5．30m，

短軸（3．6）mであるが，平面形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－200－W〕

壁　壁高は8－10cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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第180図　第47号住居跡実測図

壁溝　東・酉両壁下を巡っている。上幅16～20cm，下幅8～10cm，深さ4～8cmで，断面形はU字形をしてい

る。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl，P2及びP4は径66～80cmの円形，深さ34－38cmであるo P3は二段掘

り込みになっており，上段は径42cmの円形，深さ24cmで，下段は径24cm・深さ8cmで，床面から下段底面まで

の深さは32cmである。Pl～P4は規模や配列から主柱穴と考えられる。
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明　石　遺　跡

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ90cm，両袖幅104cmで，塵外への掘

り込みは掘り方まで含めて〔30〕cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を20cmほ

ど皿状に掘り込んだ後，埋め戻した上に形成されている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しなが

ら立ち上がり，煙道口部には厚さ22cmにわたって粘土と砂粒を混ぜたものを貼っている。袖部内面及び火床面

は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土屑解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　明赤褐色　焼土粒子・粘土中・小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック中量，ローム小ブロック・砂粒少量
3　暗　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量
4　赤　褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量，粘土粒子・砂粒少量

5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒・灰少量
6　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
7　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム中ブロック・焼土小ブロック少量

8　にぷい褐色　粘土中・小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック少量
9　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
10　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子・灰少量

11暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
12　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

13　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
14　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中呈，焼土粒子少量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説

1　暗　褐　色

2　暗　褐　色

3　褐　　　　色

4　灰　褐　色

ローム粒子中量，焼土中・小ブロック・焼土粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子少量

0　　　　　　　5cm
i l　　」

遣物　土師器の小破片150点，須恵器及びその小破片52点

が出土している。図示した土器は須恵器である。第181図1

の杯が竃の東側の床面から正位の状態で出土している。ま

た，北東区の覆土中から2の蓋が出土している。

第181図　第47号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡は，北壁際が第2号堀に，南壁際が第1号堀にそれぞれ掘り込まれているため，遺存していたとこ

ろが少なかったが，床面から良好な状態で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遣物から8世紀第1四半

期～第2四半期と考えられる。

第47号住居跡遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第 18 1図 珂こ A 〔14．0〕 平 底。 体 部下 端 は丸 み を帯 び， 下半 口 縁 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 647　 40 ％　 P L 8 7

1 須　 恵　 器 B　　 3．1 に稜 を もち， 外傾 しなが ら立 ち上 が デ。 底 部周 縁 回転 へ ラ削 り。底 部 手 灰黄 色 竃東側 床面

C　　 9 ．0 り，口緑 部に至 る。 持 ちへ ラ削 り。 普通

2

蓋

須　 恵　 器

B （ 1．4）

F　　 3．2

G　　 O．5

ボ タン状 のつ まみ片。 つ まみ部 ロク ロナデ。 石英 ・長石 ・雲 母

灰黄色

普通

P 649　　 5％

北 東区 覆土 中

第48号住居跡（第182～184図）

位置　調査Ⅳ区，F3j9区。

規模と平面形　長軸4．02m，短軸3．86mの方形である。

－238－



0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

1m

』「十：∃

第182図　第48号住居跡実測図

主軸方向　N－220－W

壁　壁高は14～20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周してい争。上幅10～18cm，下幅6～8cm，深さ4－10cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P4は径32～44cmの円形，深さ22～48cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径26cmの円形，深さ26cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられるo P5に隣接

してP6があり，径22cm，深さ10cmで，柱を抜き取った痕跡と思われるo P7及びP8は径24～26cm，深さ24

－34cmで，性格は不明である。

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ102cm，両袖幅122cmで，壁外への掘

り込みは20cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を12cm掘りくぼめており・皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，媛やかに外傾しながら立ち上がる0袖部内面及び火床面は火熟

を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
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明　石　遺　跡

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，粘土粒子・砂粒微量
6　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
7　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積であ

る。

土屑解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

遺物　土師器及びその小破片421点，須恵器及びその小破片79点，鉄鎌1点，炭化種子1点が出土している。

第183・184図1は土師器，2～10は須恵器である。覆土下層では，7の蓋が中央部から逆位の状態で出土して

いる。床面では，1の嚢が中央部から横位の状態で，3の杯が中央部から斜位の状態で，11の鉄鎌がP3・P

4問からそれぞれ出土している。また，2の杯が東壁際の床面，竃南側の床面及び南壁溝の覆土上層から散乱

した状態で，8の鉢がPlの南側の床面，中央部の床面，竃の南側の覆土下層及びP3の上部の覆土下層から

散乱した状態で，9の鉢が北西コーナー部の床面，南西コーナー部の覆土中層及び南壁際の覆土中層から散乱

した状態で，10の鉢が北西コーナー部の床面及びP3の南側の床面から散乱した状態でそれぞれ出土している。

その他にも南西区の覆土中から4・5の蓋，中央部付近の覆土中から6の蓋がそれぞれ出土している。なお，

炭化種子は桃類の種子で，竃の南側の覆土下層から出土している。

所見　本跡の遺物としては，炭化した桃類の種子が出土しており，注目される。本跡の時期は，出土遺物から

8世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第183図　第48号住居跡出土遺物実測図（1）

第48号住居跡遺物観察表

10cm

仁一　－　…　「－l一一－

図版番号 器　　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第183図

1

嚢 A　24．0 体部上半から口緑部にかけての破ロ縁部及び頸部内・外面横ナデ。体石英・長石 P650　20％

土　師　器B （11．9）片。体部は内野しながら立ち上がる。

頚部はコの字状に屈曲する。ロ緑部

は外反気味に開き，端部をわずかに

つまみ上げている。

郡外面ナデ，内面へラナデ。 にぷい黄橙色

普通

中央部床面
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第184図　第48号住居跡出土遺物実測図（2）

10cm

L　　－　－一一－　L一一一一一一」

問版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第183図杯A　13．6丸底。体部は内暫しながら立ち上が
ロ縁部及び体部内・外面ロクロナ石英・長石・雲母P651　70％　PL87

2 須　恵　器B　　3．8り，ロ緑部は外傾する。
デ。体郡下端及び底部手持ちへラ削灰黄色 東壁際床面，竃南側床面，

り。 普通 南壁溝覆土上層
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図版番 号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 183図 杯 A 〔13．8〕 平底 。 体部 下 端 は丸 み を帯 び ，下 半 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 ・雲母 P 652　 4 0％　 P L 87

3 須　 恵　 器 B　　 3．7

C　　 8．6

に稜 を もち，外 傾 しなが ら立 ち上 が

り，口緑 部に至 る。

デ。底 部 回転 へ ラ切 り。 灰黄色

普通

中央部床 面

4

蓋

須　 恵　 器

B （．1．2）

F　　 3．4

G　 l．0

扁平 な擬宝 珠状 のつ まみ片。 つ まみ 部 ロクヮ ナデ。 長石 ・雲母

灰 黄色

普 通

P 6 54　　 5％

南西 区覆土 中

5

蓋

須　 恵　 器

F　　 3．4

G　　 O．8

ボ タン状の つ まみ片。 つ まみ部 ロクロナ デ。 石 英 ・長石 ・雲母

にぷ い黄 橙色

普 通

P 655　　 5％

南西 区覆土 中

6

蓋

須　 恵　 器

B （1．5）

F　　 2．8

G　　 O．9

ボ タン状のつ まみ 片。 つ まみ部 ロ クロナ デ。 石 英 ・長 石 ・雲母

灰黄 色

普通

P 656　　 5％

覆土 中

7

蓋 A 〔15．2〕 つ まみ部 欠損 。 天井 部 は伏せ 皿形 で 口緑 部 及 び外周 部 内 ・外面 ロク ロナ 長石 ・雲 母 P 653　 40％　 P L 87

須　 恵　 器 B （1．7） ある。 口緑 端 部 には短 い か え りが 付

く。

デ。 天井部 回転 へ ラ削 り。 灰色

普通

中央部 覆土下 層

第 18 4図 鉢 A 〔3 9．6〕 平 底。 体部 は外 傾 しなが ら立 ち上 が 口緑 部 内 ・外面 ロ ク ロナ デ。体 部外 石英 ・長石 ・雲 母 P 6 57　 40％　 P L 87

8
須　 恵　 器 B　 17．0 り，頚 部 に至 る。 口縁 部 は外 反 して 面横位 の平行 叩 き，内 面ナ デ。 褐灰色 P l南側床面，中央部床面，

C　 18．6 開 き，端 部 を面取 りして 角張 らせ ，

中央 に 1 条の沈線 を巡 らしてい る。

普通 竃南 側覆 土下層 ・，

P 3 上部 覆土下 層

9

鉢 A 〔38．2〕 平底 。体 部 は外 傾 しなが ら立 ち上 が 口緑 部 内 ・外 面 ロ クロ ナデ 。体 部外 石英 ・長石 ・室母 P 6 58　 3 0％　 P L 8 7

須　 恵　 器 B　 14．5 り，頚 部 に至 る。 口緑 部 は外 反 して 面 横 位の 平行 叩 き， 下端 横位 の へ ラ にぷ い黄褐色 北西 コー ナー部床面 ，

C　 19．0 開 き，端 部 を面 取 りして角 張 らせ て

い る′

削 り， 内面 ナデ。 普通 南西コーナー部覆土中層，

南壁 際覆土 中層

10

鉢 A 〔36．8〕 ．平 底 。体 部 は外 傾 しなが ら立 ち上が 口緑 部内 ・外 面 ロ クロナ デ。 体 部外 石 英 ・長 石 ・雲母 P 659　 30％　 P L 87

須　 恵　 器 B　 14．2 り， 頸部 に至 る。 口緑部 は外 反 して 面 横位 の平 行 叩 き，下 端横 位 のへ ラ 灰 オ リーブ色 北西 コーナー部床面 ，

C 〔19．6〕 開 き，端 部 を面取 り して角張 らせて

いる。

削 り， 内面ナ デ。 ．普 通 P 3南 側床 面

図版番 号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第184図11 鉄　　　 鎌 17．7 3．9 0．2 4 4．8 P 3 ・P 4 間床面 ほ ぼ完形　 M 30　　 P L 1 13

第52号住居跡（第185図）

位置　調査Ⅲ区，F3f7区。

重複関係　本跡が第50・57号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。また，

第2号堀に掘り込まれているため，本跡の方が第2号堀よりも古い。

規模と平面形　南部は第2号堀と重複しているため，確認できたのは長軸3．10m，短軸（2．2）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－210－W〕

壁　壁高は6～10cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。中央部から竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ78cm，両袖幅112cmで，壁外への掘

り込みは掘り方まで含めて14cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じ

レベルで，浅い皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がり，煙道口部

には厚さ8cmにわたって粘土と砂粒を混ぜたものを貼っている。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化

している。

竜土屑解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック微量
2　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
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第185図　第52号住居跡実測図

覆土　2層からなる。2層とも自然堆積である。

土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量

遣物　土師器の小破片10点，須恵器の小破片5点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない0

所見　本跡は，南部が第2号堀に掘り込まれているため，遺存していたところが少なく，出土遺物も少なかっ

た。本跡の時期は，出土遣物及び重複関係から8世紀代と考えられる。

第53号住居跡（第186図）

位置　調査Ⅲ区，F3路区。

重複関係　本跡は第88号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第88号住居跡よりも新しい0また，第2号

堀，第3号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い0

与・・ニー

可

第186図　第53号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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明　石　遺　跡

規模と平面形　南部は第2号堀と重複しているため，確認できたのは長軸〔2．6〕m，短軸（1．8）mであるが，平

面形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－630－E〕

壁　壁高は4－12cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

竜　北東壁中央部北寄りに付設されているが，東側は撹乱を受けている。焚口部から煙道口部までの長さ〔70〕

cm，両袖幅48cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い

皿状をしている。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

覆土　遺存していた覆土は単一層で，自然堆積である。

土層解説
1褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子少量

遺物　土師器の小破片20点，須恵器の小破片1点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は，南部が第2号堀に掘り込まれているため，遺存していたところが少なかったが，一辺が3m未

満の小形の住居跡と思われる。また，主柱穴は1か所も検出されなかった。本跡の時期は，出土遺物及び重複

関係から9世紀代と考えられる。

第58号住居跡（第187・188図）

位置　調査Ⅲ区，F3b6区。

重複関係　本跡が第59号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第59号住居跡よりも新しい。また，第10・

15号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの土坑よりも古い。

規模と平面形　長軸4．32m，短軸3．80mの長方形である。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は22～26cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Plは長径52cm，短径40cmの楕円形，深さ18cmである。P2～P3は径32～38

cmの円形，深さ22～42cmである。Pl～P4は規模や配列から主柱穴と考えられる。このうち，Pl内には柱

を抜き取ったと思われる痕跡がある。P5は径24cmの円形，深さ48cmで，位置から出入り口施設に伴うピット

と考えられる。

竜　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ136cm，両袖幅140cmで，壁外への掘

り込みは64cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱

を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック微量
2　灰　褐　色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・砂粒少量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量
4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒微量
6　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量，
7　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・粘土粒子・砂粒少量

8　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
9　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・灰少量
10　褐　　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
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第187図　第58号住居跡実測図

11暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
12　灰　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
13　灰　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒少量
14　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック少量

15　暗　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
16　灰　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中・小ブロック・焼土粒子微量
17　にぷい褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
18　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量
19　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量

20　暗　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
21褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

覆土　3層からなる。3層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる02層及び1層は自然堆積であ

る。
土眉解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

第58号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 188 図 小　 形　 整 A　 ll，0 平 底 。 休 部 は 球 形 を 呈 し ， 最 大 径 を 口 緑 部 及 び 頸 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 石 英 ・長 石 P 664　 50 ％　 P L 87

1
土　 師　 器 B　　 7．6 中 位 に も つ 。 頚 部 は くの 字 状 に 屈 曲 部 外 面 上 位 ナ デ ， 下 位 横 位 の ヘ ラ 削 に ぷ い 赤 褐 色 竜 燃 焼 部

C　　 7．2 す る 。 ロ 緑 部 は 外 反 気 味 に 開 き ， 端

部 を わ ず か につ ま み 出 し て い る。

り， 内 面 へ ラ ナ デ 。 普 通

245



明　石　遺　跡
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第188図　第58号住居跡出土遺物実測図
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図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　考

第188図小　形　要A〔15．0〕底部欠損。休部は球形を呈し，最大口緑部及び頚部内・外面横ナデ。体石英・長石・雲母P665　30％

2
土　師　器B（12．3）径を中位にもつ。頚部はくの字状に

屈曲する。口緑部は外反気味に開き，

端部をつまみ上げている。

部内・外面へラナデ。明赤褐色

普通

竜燃焼部

3

小　形　斐A〔15．2〕休部上半からロ緑部にかけての破口緑部及び頚部内・外面横ナデ。体石英・長石・雲母P666　20％

土　師　器B（5．6）片。体部は内攣しながら立ち上がる。

頚部はくの字状に屈曲する。口緑部

は外反気味に開き，端部をつまみ上

げている。

部内・外面へラナデ。明赤褐色

普通

寵燃焼部・西袖部

4

手捏土器A〔8．2〕底部一部欠損。平底。休部は外傾しロ縁部内・外面横ナデ。体部内・外石英・赤色粒子P668　30％　PL87

土　師　器B　　6．4ながら立ち上がり，口緑部は直立す面指ナデ。底部木葉痕。内・外面ににぷい黄橙色北西区覆土中

C〔7．4〕る。 指頭痕が残る。 普通

5

手捏土器B（2．6）口緑部欠損。平底。体郡は外傾しな体部内・外面指ナデ。底部木葉痕。雲母・赤色粒子P669　10％

土　師　器C〔7．0〕がら立ち上がる。 橙色

普通

南西区覆土中

6

杯A　13．4平底。休部下端は丸みを帯び，外傾口緑部及び体部内・外面ロタロナ石英・長石・雲母P670　90％　PL87

須　恵　器B　　4．4

C　　8．2

しながら立ち上がり，口縁部に至る。デ。休部下端へラ削り後，ナデ。底

部手持ちへラ削り。

褐灰色

普通

竃東側覆土下層

7

杯A〔13．4〕平底。休部下端は丸みを帯び，外傾口緑部及び体部内・外面ロタロナ長石・雲母P671　30％

須　恵　券B　　4．5

C　　7，8

しながら立ち上がり，口縁部に至る。デ。休部下端へラ削り後，ナデ。底

部回転へラ切り後，手持ちへラ削

り。

灰オリーブ色

普通

覆土中
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図版番号 器　　 種 計測嘩（cm） ‘器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第188図 ま不 A 〔13．4〕 平底。体部下端 は丸みを帯び，外傾 口緑部及び体部 内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 672　 30％

8 須　 恵　 器 B　　 4．3

C 〔7．4〕

しなが ら立ち上がり，口緑部に至る。 デ。体部下端へ ラ削 り後，ナデ。底

部手持 ちへラ削 り。

暗灰黄色

普通

P 2 上部覆土中層

9

i不 A 〔13．2〕 底部一部欠損。平底。体部下端は丸 口緑部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 67 3　 20％

須　 恵　 器 B　　 4．4 みを帯び，外傾 しなが ら立ち上がり， デ。体部下端へ ラ削 り後，ナデ。・底 灰色 P l 南側覆土中層

C　　 7．4 口緑部に至る。 部手持ちへラ削 り。 普通

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　　 値
石　　 質 ・出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量 （g ）

第18 8図10 砥　　　 石 （7．2） 4．9 3．1 （147．0） 凝　 灰　 岩 中央部覆土上層 Q 26　　　　　　　 PL lll

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第18 8図11 不明鋼製 品 （4．6） （3．6） 0．2 （3．5） 西壁際覆土中層 － M 31　　　　　　　　 PL 114

遺物　土師器及びその中破片315点，須恵器及びその中破片94点，砥石1点，不明銅製品1点が出土している。

第188図1～5は土師器，6～9は須恵器である○覆土上層では，10の砥石が中央部から出土している。覆土

中層では，8の杯がP2の上部から斜位の状態で，9の杯がPlの南側から横位の状態で，11の銅製品が西壁

際からそれぞれ出土している。覆土下層では，6の杯が竃の東側から逆位の状態で出土している。竃では，

1・2の小形嚢が燃焼部から壊れた状態で，3の小形嚢が燃焼部と西袖部から壊れた状態でそれぞれ出土して

いる。その他にも南西区の覆土中から5の手捏土器，北西区の覆土中から4の手捏土器，中央部付近の覆土中
°

から7の杯がそれぞれ出土している。

所見　本跡の遺物としては，手控土器が2点出土しており，注目される。本跡の時期は，出土遺物から8世紀

第3四半期～第4四半期と考えられる。

第60号住居跡（第189・190図）

位置　調査Ⅲ区，F3e8区。

重複関係　本跡が第87・88号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。

規模と平面形　床面の広がり及び土層断面中の壁の立ち上がりから，長軸〔3・6〕m，短軸3・50mの方形と推定さ

れる。

主軸方向　〔N－40－W〕

壁　壁高は2～6cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。中央部から竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl及びP2は径20～30cmの円形，深さ10～18cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P3は二段掘り込みになっており，上段は長径54cm，短径36cmの楕円形，深さ10cmで，下段は径

20cm，深さ16cmで，床面から下段底面までの深さは26cmである。P3は南西コーナー部に掘り込まれているが，

性格は不明である。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ90cm，両袖幅74cmで，壁外への掘り込みは

〔10〕cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を10cm掘りくぼめており，皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受け

て赤変硬化している。
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明　石　遺　跡
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第189図　第60号住居跡実測図

竃土層解説
1極暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量

2　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土小ブロック微量
3　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
5　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量

覆土　2層からなる。2層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。1層は自然堆積である。

土層解説

1褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子少量
2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子少量

0　　　　　　　　5cm

：－し－：

第190図　第60号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器の小破片10点，須恵器及びその小破片3点

が出土している。第190図1は須恵器杯で，竃の南側の床

面から壊れた状態で出土している。

所見　本跡は，上部が削平されているため，遺存してい

たところが少なかったが，床面から良好な状態で遺物が

出土している。本跡の時期は，出土遺物から9世紀第1

四半期～第2四半期と考えられる。
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第60号住居跡遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 癖　 の　 特　 徴 手　 疎　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第190図 杯 A 〔13．2〕 平底。体部は外傾しながら立ち上が 口緑 部及び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 677　 5 0％　 P L 87

．1 須　 恵　 器 B　　 4．3

C　　 7．2

り，口緑部に至る。 デ。体部下端手持ちへラ削・り。底部

手持ちへラ削り。

暗赤褐色

普通

竃南側床面

第73号住居跡（第191・192図）

位置　調査Ⅲ区，E3h5区。

重複関係　本跡が第71・74号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。また，

第47号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が第47号土坑よりも古い。

規模と平面形　長軸3．78m，．短軸3．14mの長方形である。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高は20－24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている○上幅10～12cm，下幅4～6cm，深さ2～6cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径24－30cmの円形，深さ24～40cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径18cmの円形，深さ24cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ94cm，両袖幅124cmで，壁外への掘り込み

は56cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を8cm掘りくぼめており，皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受け

て赤変硬化している。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
2　灰　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子少量，ローム小ブロック微量
4　にぷい赤褐色

5　にぷい赤褐色

6　黒　褐　色

7　暗　褐　色

8　にぷい赤褐色

9　暗　赤　褐　色

焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中・小ブロック少量
焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
ローム粒子中量，焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量
焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量

10　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

覆土　6層からなる。6層から4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然

堆積である。

土層解説

1　黒　褐

2　黒　褐

3　褐

4　暗　褐

5　暗　褐

6　暗　褐

色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム小ブロック微量
色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
色　粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器及びその小破片161点，須恵器及びその小破片42点，刀子1点，不明鉄製品1点が出土している。

第192図1は土師器，2・3は須恵器である○覆土中層では，3の杯が東壁際から壊れた状態で，5の不明鉄

製品が東壁際からそれぞれ出土している。壁溝では，4の刀子が西壁溝の上面から出土している。竃では，1

の嚢が煙道部から逆位の状態で，2の杯が覆土中からそれぞれ出土している。
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明　石　遺　跡
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第191図　第73号住居跡実測図

所見　本跡の竃の煙道部からは，嚢が逆位で煙道部を閉塞するような状態で出土しており，竃廃棄時の様子を

うかがい知ることができる。本跡の時期は，出土遺物から9世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

第73号住居跡遺物観察表

図版 番号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第 192 図 饗 B （16 ．2） 底部 か ら体 部下 半 に か け ての 破 片 。 体 部 外面 横位 のヘ ラ削 り後， ヘ ラナ 石 英 ・長 石 P 768　 5 0％　 P L 87

1 土　 師　 器 C　　 8．4 平底 。体 部 は外傾 しな が ら立 ち上が デ， 下端 横位 のヘ ラ削 り，内 面へ ラ 明 赤褐色 電煙 道部

る。 ナデ。 普 通

2

杯 A　 14．4 平底。 休 部 は外傾 しなが ら立 ち上が 口緑 部及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長 石 ・雲 母 P 769　 95 ％　 P L 88

須　 恵　 器 B　　 4．4

C　　 5．8

り，ロ緑 部 に至 る。 デ。体 部 下端 手持 ちへ ラ削 り。底 部

手持 ちへ ラ削 り。

にぷい橙 色

普通

竃覆土 中

3

杯 A 〔15．0 〕 底 部欠 損。 体 部 は外傾 しなが ら立 ち 口緑 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 ・雲 母 P 770　 20 ％

須　 恵　 器 B （3．8 ） 上 が り， 口緑部 に至 る。 デ。 黒褐 色

普通

東壁際 覆土 中層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm ） 幅（c m ） 厚 さ（cm ） 重量（g ）

第19 2図 4 刀　　　 子 （5．3） 1．0 0．2 （5．2） 西壁溝上面 刃部片　 M 3 5　　　 P L 113

5 不明鉄製品 （3．2） 1．8 0．9 （5．1） 東壁際覆土中層 M 3 6　　　　 P L 113

ー250－



く＝≡⊃－4
1

9
一防一勉5

第192図　第73号住居跡出土遺物実測図
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第75号住居跡（第193・194図）

位置　調査Ⅲ区，E3i7区。

規模と平面形　長軸2．56m，短軸2．32mの長方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は30－34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅10－14cm，下幅4～8cm，深さ2～6cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。中央部から竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。壁溝の内側は，ローム

主体の中に少量の粘土を混ぜた貼床となっている。

住居内土坑　中央部の貼り床下に掘り込まれており，径92cmの円形，深さ40cmで，断面形は逆台形をしている。

土坑の南側を除き，外周部分に厚さ10cmにわたって粘土を貼っている。また，覆土中層にあたる深さのところ

にも厚さ4cmにわたって粘土を貼っている。

住居内土坑土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，粘土小ブロック・粘土粒子少量
2　にぷい黄橙色　粘土小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子少量

3　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

竜　北東コーナーに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ108cm，両袖幅86cmで，壁外への掘り込

みは20cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い皿状を

している。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受

けて赤変硬化している。

竃土眉解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

6　にぷい褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量
7　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量
8　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
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明　石　遺　跡
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第193図　第75号住居跡実測図

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼上粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブッロク少量

4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

遺物　土師器の小破片60点，須恵器及びその小破片16点，鉄鎌1点，鉄津1点が出土している。図示した土器

は須恵器である。覆土下層では，第194図1の杯が北壁際から正位の状態で，2の杯が竃の南西側から正位の

状態でそれぞれ出土している。床面では，4の短頸壷が南壁際から正位の状態で出土している。竃では，3の

杯が火床面から横位の状態で出土している。また，5の鉄鎌が竃の南東袖部及び竃の南西側の覆土下層から散

乱した状態で出土している。なお，鉄淳は椀状津で南東コーナー部の覆土中層から出土している。

所見　本跡は，コーナー部に竃を有する一辺が3m未満の小形の住居跡で，主柱穴は1か所も検出されなかっ

た。また，竃内から本来供膳具である杯が二次焼成を受けずに出土していることから，住居を廃棄するに当た

って，杯を竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から8

世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。
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第194図　第75号住居跡出土遺物実測図

第75号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」－　－　‥　　一一－　こ

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第194図 珂こA〔12．8〕底部一部欠損。平底。体部下端は丸口緑郎及び体部内・外面ログロナ石英・長石・雲母P783　30％　PL88

1 須　恵　器B　　4．8みを帯び，外傾しながら立ち上がり，
デ。体部下端へラ削り後，ナデ。底灰黄褐色 北壁際覆土下層

C〔7．0〕ロ縁部に至る。 部手持ちへラ削り。 普通

2

杯A〔13．4〕底部欠損。休部下端は丸みを帯び，ロ緑部及び体部内・外面ロクロナ石英・長石・雲母P784　20％

須　恵　器B（4．4）外傾しながら立ち上がり，口縁都は

わずかに外反する。

デ。休部下端へラ削り後，ナデ。黄灰色

普通

寵南西側覆土下層

3

均こB（2．3）底部から体部下半にかけての破片。体部内・外面ロクロナデ。体部下端石英・長石・雲母P785　20％

須　恵　器C　　6．8平底。休部は外傾しながら立ち上が
手持ちへラ削り。底部手持ちへラ削灰色 電火床面

る。 り。 普通

4

短　頸　壷A　　7．0底部は平底で，ハの字状に開く低い口緑郎及び体部内・外面ロクロナ
石英・長石・雲母P786　95％　PL88

須　恵　器B　　6．5高台が付く。体部は外傾しながら立
デ。休部下端手持ちへラ削り。底部灰黄色 南壁際床面

D〔6．0〕

E　　O．9

ち上がり，肩部に稜をもつ。ロ緑部

は直立する。

回転へラ削り後，高台貼り付け。普通

図版番号種　　別

計　　　　　測　　　　　値
出　土　地　点 備　　　　　考

長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第194図5鉄　　　鎌15．2 3．0 0．3 29．9電南東袖部，竜南西側覆土下層 ほぼ完形　M37　　PL113

第79号住居跡（第195・196図）

位置　調査Ⅲ区，E3g8区。

重複関係　本跡が第69・72・78・80号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい0

規模と平面形　長軸3．36m，短軸2．90mの長方形である。

主軸方向　N－180－W

壁　壁高は28～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している0上幅10～16cm，下幅4－6cm，深さ2～6cmで・断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている0

ピット　Plは径26cmの円形，深さ44cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる0

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ90cm，両袖幅100cmで，壁外への掘

り込みは掘り方まで含めて60cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を6cm掘り

くぼめており，皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，横やかに外傾しながら立ち上がり，煙道口部

には厚さ20cmにわたって粘土と砂粒を混ぜたものを貼っている。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化

している。
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第195図　第79号住居跡実測図

竃土層解説

1灰　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量
3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
5　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・砂粒少量

6　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック微量

覆土　5層からなる。5層及び4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然

堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
5　暗　褐　色　粘土粒子多量，ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

第79号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 196 図 整 B （．3．8 ） 底 部 片。 平底 。体 部 は外 傾 しなが ら 休部 外面 ナデ ，下端横 位の ヘ ラ削 り， 石英 ・長石 ・雲 母 P 764　 10 ％

1 土　 師　 器 C　　 7．2 立 ち上が る。 内面 へ ラナデ。 底部木 葉痕 。 赤褐 色

普通

覆土 中

2

坪 A　 13．6 平 底。 体部 は外 傾 しなが ら立 ち上 が 口 縁 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ 石英 ・長石 ・雲母 P 76 5　 50％　 P L 88

須　 恵　 器 B　　 4．2

C　　 8．2

り，口緑部 に至 る。 デ。 休部 下 端手 持 ちへ ラ削 り。 底 部

回転へ ラ切 り後 ，手持 ちへ ラ削 り。

にぷ い黄橙色

普通

奄 火床面

3

高 台 付 杯 A 〔15，0 〕 底部 は平 底 で， ハ の字状 に開 く高台 口緑 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長石 ・雲母 P 76 6　 4 0％　 P L 88

須　 恵　 器 B　　 5．8 が付 く。 休 部 は外 傾 しなが ら立 ち上 デ 。底 部 回転 へ ラ削 り後 ， 高台貼 り 黄 灰色 中矢 部床面

D 〔 8．8 〕

E　 1．3

が り，口緑部 はわず か に外反す る。 付 け。 普 通

254－
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第196図　第79号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器及びその小破片181点，須恵器及びその中破片22点が出土している。第196図1は土師器，2・3

は須恵器である。床面では，3の高台付杯が中央部から逆位の状態で出土している。竃では，2の杯が火床面

から横位の状態で出土している。その他にも中央部付近の覆土中から1の嚢が出土している0

所見　本跡からは出入り口施設に伴うピットが1か所検出されたが，主柱穴は1か所も検出されなかった0ま

た，竃内から本来供膳具である杯が二次焼成を受けずに出土していることから，住居を廃棄するに当たって，

杯を竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる0本跡の時期は，出土遺物から8世紀第

3四半期～第4四半期と考えられる。

第80号住居跡（第197・198図）

位置　調査Ⅲ区，E3f7区。

重複関係　本跡が第69・72・78号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい0ま

た，第79号住居，第3号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い0

規模と平面形　長軸3．36m，短軸3．24mの方形である。

主軸方向　N－10－E

第197図　第80号住居跡実測図
一255－
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明　石　遺　跡

壁　壁高は28～36cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅12～16cm，下幅4～8cm，深さ4～8cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　Plは径22cmの円形，深さ36cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ116cm，両袖幅94cmで，壁外への掘

り込みは50cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を6cm掘りくぼめており，皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱

を受けて赤変硬化している。

竜土層解説

1灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量

2　にぷい褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，焼土粒子微量
3　にぷい褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
4　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量

6　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
7　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
8　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
9　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　7層からなる。7層及び6層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。5層から3層までは

ローム，焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われ，2層及び1層は自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　黒　褐　色

6　暗　褐　色

7　暗　褐　色

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
炭化粒子中量，ローム中・小ブロック・ローム粒子・炭化物少量

ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化物・粘土粒子少量

遺物　土師器の小破片290点，須恵器及びその小破片11点が出土

している。第198図1は須恵器蓋で，Plの東側の床面及び北壁

1　溝の上面から散乱した状態で出土している。

0　　　　　　　5cm

「　　－　　］

第198図　第80号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡からは出入り口施設に伴うピットが1か所検出されたが，主柱穴は1か所も検出されなかった。本

跡の時期は，出土遺物から8世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第80号住居跡遺物観察表

図版番号 1券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第198図 蓋 A　 16．4 天井部は伏せ皿形で，ボタン状のつ 口緑部及 び外周部内 ・外面ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 767　 60％　 P L 8 8

1
須　 恵　 器 B　　 3．1 まみが付 く。口緑端部には短いかえ デ。天井部回転へラ削 り後，つ まみ 灰黄色 P l 東側床面，

F － ・3．3

G　　 O．7

り付 く。 接合。 普通 北壁溝上面

第81号住居跡（第199・200図）

位置　調査Ⅲ区，E3f9区。

重複関係　本跡が第67号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第67号住居跡よりも新しい。

－256－



規模と平面形　東部及び北部は調査区城外に延びているため，確認できたのは長軸（4・7）m，短軸（1・5）mで，

平面形は不明でる。

主軸方向　〔N－340－W〕

壁　壁高は26～32cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

覆土　3層からなる。3層から1層まですべて自然堆積である。

土屑解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量，焼土中・小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

遺物　土師器の小破片2点，須恵器の小破片1点，平瓦1点が出土している0土器類はいずれも細片で，図示

できるものはない。第200図1は平瓦で，南西壁際の覆土下層から出土している。

所見　本跡は，東部及び北部が調査区城外に延びているため，確認できたところが少なく，出土遺物も少なか

ったが，平瓦が出土しており，付近に仏堂的な建物があった可能性が考えられる0本跡の時期は，出土遺物か

ら8世紀代と考えられる。

第199図　第81号住居跡実測図

第81号住居跡遺物観察表

『毎≡］ 0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；＿＿＿＿＿＿＿＿」

0　　　　　　　　5cm

」＿＿＿＿＿」　】

第200図　第81号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第200区l 平　　　 瓦 長さ　 （6．9） 凸面縦位のヘラ削 り。凹面布 目痕。凹面に模骨痕が認められる。 石英 ・長石 ・雲母 D P 23　　　　 P L lO 8

1 土　 製　 品 幅　　 （6．1）

厚さ　　 1．7

灰白色

普通

南西壁際覆土下層

257一



明　石　遺　跡

第201図　第87号住居跡実測図（1）
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0　　　　　　　　　　　　　　　1m

l　　　　；　　　　j

第202図　第87号住居跡実測図（2）

重複関係　本跡が第51号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第51号住居跡よりも新しい。また，第紬号

住居跡に掘り込まれているため，本跡の方が第帥号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸7．12m，短軸5．のmの長方形である。

主軸方向　N－130－W

壁　壁高は封一成cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅10－20cm，下幅4－10cm・深さ4－10皿で，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　7か所（Pl～P7）。Plは二段掘り込みになっており，上段は径50cmの円形，深さ30cmで，下段は

径30cmの円形，深さ22cmで，床面から下段底面までの深さは52cmである。P2～P4は径40～54cmの円形，深

さ彪～5配mで，規模や配列から主柱穴と考えられる。このうち，P3内には柱を抜き取ったと思われる痕跡が

ある。P5及びP6は径18cm，深さ16cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられるo P7は径28cm，

深さ14cmで，P5の北東側に掘り込まれており，位置や配列からP5及びP6に準ずる出入り口施設に伴うピ

ットと考えられる。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ1却cm，両袖幅150川で，壁外への掘り込み

は38皿である。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を10cm掘りくぼめており，皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる0袖部内面及び火床面は火熱を受け

て赤変硬化している。

竃土層解説
1黒褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
5　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
6　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック中量，ローム粒子少量，粘土粒子・砂粒・灰微量

7　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
8　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量
9　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
10　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量

11暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
12　暗赤褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭イ胞子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である0

土眉解説
1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
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明　石　遺　跡

－

9

一／」∃≡ゝ川

．一一 ▼ －F 一一 P P 一 ．一 一 ．－ ‾

（ 一一

く 一　　　　　　　　　　　　　　 5

軽

－260

第203図　第87号住居跡出土遺物実測図
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第87号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第203図． 杯 A　 15．8 平底。体部下端は丸みを帯び，内攣 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面横 罠石 ・雲母 P 679　 60％　 P L 88

1
土　 師　 器 B　　 4．2 しなが ら立 ち上が り，口緑部 との境 位のヘラ削 り，内面横ナデ。底部へ 明赤褐色 竃西側覆土下層

C　 lO．4‘ に弱 い稜 をもつ。口緑 部は外傾す

る。

テ削 り。外面に輪積み痕が残る。 普通

2

杯 A 〔16．0〕 底部一部欠損。丸底こ体部は内攣 し 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面横 長石 ・雲母 P 681　 20－％

土 ．師　 器 B （3．3） ながら立ち上が り，口緑部との境 に 位のヘラ削 り，内面嘩ナデ。外面に 柱ぷい赤褐色 ． 竜西側覆土下層

弱い稜をもつ。口緑部は外傾する。 輪積み痕が残る。 普通 口緑部内面墨書「□」？

3

杯 A 〔14．8〕 底部欠損。休部は内攣 しなが ら立ち 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面横 石英 ・長石 ・雲母 P 682　 10％

土　 師　 器 B （3．8） 上が り，口緑部との境 に明瞭な稜 を 位のヘラ削 り，内面横ナデ。外面に 明赤褐色 竃西袖部

もつ。口緑部は外傾する。 輪積み痕が残る。 普通

4

大　 形　 杯 A 〔16．4〕 平底。・体部下端は丸みを帯び，内攣 口緑部内r・外面横ナデ。体部外両横 長石 ・雲母 ・赤色粒子 P 680　 40ウる　P L白8

土　 師　 器 B　　 6．5 しながら立ち上がり，口緑部 との境 位のヘラ削 り，内面横位のヘラ磨 き。 赤固色 P 2 西側床面，

C　　 7．0 に弱 い稜 を もつ。口緑部は直立す

る。

底部へラ削 り。口緑部内面 に1 条の

沈線が巡る。

普通 南東コーナー部覆土下層

5

甑 A ・27．2 無底式。体部は外傾 しながら立ち上 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 ・雲母 P 683　 50％　 P L 8 8

土　 師　 器 B　 30．9 が り，上半はほぼ直立し，致部に至 部外面上位ナデ，下位縦位のヘラ磨 橙色 竃燃焼部 ・東袖部，

C　 11．6 る。・口緑部は外反気味に開き，端部

をつまみ上げている。

き，内面へ ラナデ，下端横位のへ ラ

削 り。

普通 竃東側覆土下～中層

6

杯 A 〔9．0〕 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾 口緑部及 び体部 内 ・外 面ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 684　 60％　 P L 8 8

須　 恵　 器 B　　 3．6

C　　 5．4

しなが ら立ち上が り，口緑部に至る。 デ。体部下端へラ削 り後，ナデ。底

部 回転へ ラ切 り後 、手持 ちへ ラ削

り。

黄灰色

普通

P 3北側覆土下層

7

杯 A　　 9．8 平底。体部下端は丸みを帯び，下半 口緑部及 び体部 内 ・外 面ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 685　 5 0％　 P L 8 8

須　 恵　 器 B　 ．3．7 に稜をもち，外傾しなが ら立ち上か デ。底部手持ちへラ削 り。口縁部内 灰色 P 4 北側覆土上層

C　　 5．6 る。口緑部はわずかに外反する。 面に 1条の沈線が巡る。 普通

8

杯 A　 15．4 平底。体部下端は丸みを帯び，下半 口縁部及 び体 部内 ・外面ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 686　 8 0％　 P L 8 8

須　 恵　 器 B　　 5．0 に稜をもち，外傾しなが ら立ち上が デ。底部周縁回転へラ削 り。底部回 灰黄色 北西コーナー部覆土下層

C　　 8．4 る。口緑部はわずかに外反する。 転へラ削 り。 普通

9

杯 A 〔17．6〕 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾 口緑部及 び体 部内 ・外面ロクロナ 長石 ・雲母 P 687　 4 0％　 P L 8 8

須　 恵　 器 B　　 6．4 しなが ら立ち上が り，口緑部に至る。 デ。体部下端へラ削 り後，ナデ。底 黄灰色 P 3東側床面，

C 〔9．0〕 部手持ちへラ削 り。口緑部内面に 1

条の沈線が巡る。

普通 P 3南側覆土上層i

南西コーナー部覆土上層

10

蓋 B （1．7） 天井部片。天井部にボタン状のつま 天井部回転へラ削 り後，つまみ接合。 長石 ・雲母 P 690　 10％

須　 恵　 器 F　　 3．4

G　　 O．7

みが付 く。 灰黄色

普通

北西区覆土中

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

径（cm ） 長さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量（g ）

第203図11 球 状 土 錘 2．9 2．6 0．7 20．7 中央部覆土下層 D P 20　　　　　　　 P L lO8

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第203図12 土 製 支 脚 19．6 9．9 7．9 1108．5 P 3南側床面，南西コーナー部覆土上層 D P 19　　　　　　　 P L 10 9

図版番号 ．種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　 質 出　 土　 地 ・点 備　　　　　 考

径（cm） 厚さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量（g ）

第203図13 石製紡錘車 3．3 2．0 0．6 32．6 蛇　 紋　 岩 竃東袖部 Q 27　　　　　　　　 PL 112

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第203図14 不 明 石 器 5．8 6．3 4．7 43．6 軽　　　 石 P 4 覆土中 Q 28　　　　　　　 P L 112
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明　石　遺　跡

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚 さ（cm ）‾ 重量（g ）

第203図15 刀　　　 子 （4．0） 1．1 0．2 （4．0） 南東区覆土中 刃部片　 M 32　　　 P L 113

遺物　土師器及びその中破片665点，須恵器及びその小破片65点，球状土錘1点，土製支脚1点，石製紡錘車

1点，軽石1点，刀子1点が出土している。第203図1～5は土師器，6～10は須恵器である。覆土上層では，

7の杯がP4の北側から正位の状態で出土している。覆土下層では，1の杯が竃の西側から壊れた状態で，2

の杯（墨書有）が竃の西側から正位の状態で，6の杯がP3の北側から正位の状態で，8の杯が北西コーナー

部から正位の状態で，11の球状土錘が中央部からそれぞれ出土している。竃では，3の杯が西袖部から横位の

状態で，13の石製紡錘車が東袖部からそれぞれ出土している。ピットでは，P4の覆土中から14の軽石が出土

している。また，4の大形杯がP2の西側の床面及び南東コーナー部の覆土下層から散乱した状態で，5の甑

が竃の燃焼部と東袖部及び竃の東側の覆土下層から中層にかけて散乱した状態で，9の杯がP3の東側の床面，

P3の南側の覆土上層及び南西コーナー部の覆土上層から散乱した状態で，12の土製支脚がP3の南側の床面

及び南西コーナー部の覆土上層から散乱した状態でそれぞれ出土している。その他にも南東区の覆土中から15

の刀子，北西区の覆土中から10の蓋がそれぞれ出土している。

所見　本跡は，長辺が7m以上の比較的大形の住居跡である。また，出入り口施設に伴うピットが2か所検出

されたことから，この施設は一本の梯子状のものではなく，二本の支えによる踏み板状のものであったものと

思われろ。遺物としては，判読できないが口緑部内面に墨書された土師器杯が出土しており，注目される。本

跡の時期は，出土遺物から8世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第88号住居跡（第204・205図）

位置　調査Ⅲ区，F3f9区。

重複関係　本跡は第53・60号住居跡，第2号堀に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　南部は第2号堀と重複しているため，確認できたのは長軸5．34m，短軸（3．0）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－60－W〕

壁　壁高は4～16cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅14～18cm，下幅4～8cm，深さ6～10cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl・P2は径20～36cmの円形，深さ34～36cmで，規模や配列から主柱穴と考
ノ

えられる。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ108cm，両袖幅154cmで，壁外への掘り込み

は掘り方まで含めて8cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベル

で，浅い皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がり，煙道口部には厚

さ4cmにわたって粘土と砂粒を混ぜたものを貼っている。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化してい

る。

竃土層解説
1暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
2　にぷい黄褐色　粘土小ブロック・粘土粒子多量，粘土中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
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第204図　第88号住居跡実測図

3　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒千・秒粒少量

4　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒・灰少量
5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中・小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
6　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック少量，炭化粒子微量
7　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子・灰微量

8　灰　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

覆土　2層からなる。2層とも自然堆積である。

土屑解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム′トブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第88号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 券　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 20 5図 杯 A　 14．8 丸 底 。 休 部 は 内 攣 し な が ら 立 ち 上 が 口 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 及 び 底 石 英 ・長 石 ・赤 色 粒 子 P 69 1　 90％　 P L 88

1 土　 師　 器 B　　 4．5 り， ロ緑 部 と の 境 に 明 瞭 な 稜 を もつ 。 部 外 面 横 位 の ヘ ラ削 り， 内 面 横 ナ デ 。 に ぷ い 黄 褐 色 塩 西 側 床 面 ，

ロ 緑 部 は 外 傾 す る。 外 面 に輪 積 み 痕 が 残 る 。 普 通 北 壁 湛 上 面

2

襲 B （23．3 ） 口 緑 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 は 長 胴 形 を 休 部 外 面 上 位 ナ デ ， 下 位 縦 位 の ヘ ラ 石 英 ・長 石 P 692　 20％

土　 師　 器 C 〔1 1．4 〕 呈 し ， 最 大 径 を 中 位 に も つ 。 磨 き， 内 面 へ ラナ デ 。 に ぷ い 褐 色

普 通

寵 西 側 床 面 ，

北 壁 溝 上 面

3

蓋 A　 16．6 天 井 部 は 伏 せ 皿 形 で ， ボ タ ン状 の つ 口 緑 郡 及 び 外 周 都 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 69 3　 80％　 P L 88

須　 恵　 器 B　　 3．0 ま み が 付 く。 ロ 縁 端 部 に は 短 い か え デ 。 天 井 部 回 転 へ ラ 削 り後 ， つ まみ 灰 褐 色 電 西 袖 部

F　　 3．4

G　　 O．8

りが 付 く。 接 合 。 普 通

4

蓋

須　 恵　 器

B （ 1．4）

F　　 3．1

G　　 O ．7

ボ タ ン状 の つ まみ 片 。 つ まみ 部 ロ ク ロ ナ デ 。 石 英 ・長 石 ・雲 母

黄 灰 色

普 通

P 69 4　　 5％

痺 土 中
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明　石　遺　跡
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第205図　第88号住居跡出土遺物実測図

遺物　土師器及びその小破片32点，須恵器及びその中破片7点が出土している。第205図1・2は土師器，

3・4は須恵器である。竃では，3の蓋が西袖部から逆位の状態で出土している。また，1の杯及び2の嚢が

竃の西側の床面及び北壁溝の上面から散乱した状態でそれぞれ出土している。その他にも中央部の覆土中から

4の蓋が出土している。

所見　本跡は，南部が第2号堀に掘り込まれているため，遺存していたところが少なかったが，床面及び竃か

ら良好な状態で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第1四半期～第2四半期と考えられ

る。

第89号住居跡（第206図）

位置　調査Ⅲ区，F3b4区。

規模と平面形　耕作等によって削平されているため，上部及び西壁際は遺存していないが，床面の広がりから

長軸〔2．9〕m，短軸2．74mの方形と推定される。

主軸方向　N一箪0－E

壁　遺存している壁高は2～6cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅10～12cm，下幅4～6cm，深さ2～6cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。中央部から竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径20cmの円形，深さ24cmである。P2は長径56cm，短径44cmの楕円形，

深さ10cmである。Pl及びP2は規模や配列から主柱穴と考えられる。

竃　東壁中央部南寄りに付設されているが，上部は削平されている。焚口部から煙道口部までの長さ58cmで，

壁外への掘り込みは20cmである。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い皿状をしている。煙道部の平面形は

逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
2　暗褐色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子少量
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第206図　第89号住居跡実測図

覆土　遺存していた覆土は単一層で，自然堆積である。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器の小破片10点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は，上部を削平されているため，遺存していたところが少なく，出土遺物も少なかったが，東壁に

竃を有する一辺が3m未満の小形の住居跡と思われる〇本跡の時期は，出土遺物から9世紀代と考えられる。

第92号住居跡（第207・208図）

位置　調査Ⅲ区，E3h2区。

重複関係　本跡は第8号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が第8号土坑よりも古い。

規模と平面形　長軸3．04m，短軸2．86mの方形である。

主軸方向　N－820－E

壁　壁高は6～16cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl及びP2は径22－40cmの円形，深さ8cmで，規模や配列から主柱穴と思わ

れる。P3は径48cmの円形，深さ10cmで，P2の南側に掘り込まれており，覆土の含有物及び堆積状況から灰

を貯めておくためのピットと考えられるo P4は径40cmの円形，深さ34cmで，竃の火床面下に掘り込まれてお

り，位置から竃に関連するピットと考えられる。

P3土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　黒　色

4　褐　色

P4土層解説
8　黒褐色
9　暗褐色
10　褐　色

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・灰少量

焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子少量
灰中量，ローム粒子・焼土粒子少量
ローム粒子多量

ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

ローム粒子中量，灰少量，焼土粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
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第207図　第92号住居跡実測図

貯蔵穴　南西コーナー部に付設されており，長径76cm，短径58cmの円形，深さ18cmで，断面形は逆台形をして

いる。

貯蔵穴土屈解説
1　暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・灰少量
2　赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・灰少量
4　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，ローム小ブロック微量
6　褐　　色　ローム粒子多量

7　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

竃　南東コーナーに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ146cm，両袖幅72cmで，壁外への掘り込

みは32cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を10cm掘りくぼめており，皿状を

している。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受

けて赤変硬化している。また，竃の北側は掘り込みが確認できないが，床面からの高さ8cm，長さ50cm，奥行

き40cm，面積0．2Iポほどの棚状施設になるものと考えられる。

竃土屑解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子・灰少量，ローム粒子微量

3　赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，ローム小ブロック少量
4　黒褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子中量，ローム小ブロック少量
6　時赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中・小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
7　褐　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
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覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である。

土屑解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小プッログ少量，焼土粒子微量
4　褐　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量

遣物　土師器及びその小破片230点，須恵器の小破片5点，砥石1点，鉄鉱4点が出土している。図示した土

器は土師器である。覆土中層では，第208図6の小皿が西壁際から斜位の状態で出土している。棚状施設では，

12・15の鉄鉱が上面から出土している。床面では，4の高台付椀が西壁際から逆位の状態で，11の砥石が東壁

際から，13・14の鉄鉱が中央部からそれぞれ出土している0竃では，9の小皿が覆土中から出土している0貯

蔵穴及びピットでは，1の杯が貯蔵穴の底面から壊れた状態で，2の杯が貯蔵穴の底面及び上面から壊れた状

態で，5の高台付椀が貯蔵穴の底面から斜位の状態で，7の小皿が貯蔵穴の上面から斜位の状態で，3の高台

付椀がP2の上面から正位の状態で，8の小皿がP2の覆土上層から正位の状態でそれぞれ出土している0ま

た，10の小形嚢が貯蔵穴の底面・上面，竃の火床面・北東袖部及び竃の北側の覆土下層から散乱した状態で出

土している。

所見　本跡は，出入り口施設に伴うピットが検出されなかったが，他の内部施設の配置から，西方向に出入り

口部を，南東コーナーに竃を有する住居跡と思われる。また，竃の北側にいわゆる「棚状施設」を有している。

本跡の時期は，出土遺物から10ゼ摘己第3四半期～第4四半期と考えられる。

←≡∃1♂

『≡∃＝プ8　∈‡‡∈ヨグ。

第208図　第92号住居跡出土遺物実測図
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明　石　遺　跡

第92号住居跡遺物観察表

図版番号 器 ＿　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第20白図 杯 A　 14．8 底部欠損。体部は内攣 しなが ら立ち 口緑部及び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 P 8 04　 40％　 P L 88

1 土　 師　 器 B （3．6） 上が り， 口緑部 はわず かに外 反す デ。休部外面に細い沈線が 6 条巡 橙色 貯蔵穴底面

る。 る。 普通

2

杯 A ‘〔14．6〕 底部欠損。体部 は内攣 しなが ら立ち 口緑部及び体部内 ・外面 ログロナ 石英 ・長石 P 80 5　 20％

土　 師　 器 B （3．4） 上が り， 口緑部 はわず かに外 反す

る。

デ。体部下端回転へラ削 り。 橙色

普通

貯蔵穴底面 ・上面

3

高 台 付 椀 A 〔11．2〕 底部 は平底で，ハの字状に開 く低い 口緑部及び体部外面ロクロナデ，内 石英 ・長石 ・雲母 P 80 6　 30％　 PL 88

土　 師　 器 B　　 5．8 高台が付 く。休部は内攣しながら立 面 ロクロナデ後，痍位 のヘ ラ磨 き。 にぷい橙色 P 2 上面

D 〔6．8〕 ち上が り，口緑部はわずかに外反す 底部回転へラ削り後，高台貼り付け。 普通

E　 l．0 る。 椀部内面黒色処理。

′

4

高 台 付 椀 B （3．5） 底部から体部下半 にかけての破片。 体部外面ロクロナデ，内面ロクロナ 長石・雲母・赤色粒子 P 807　 20％

土　 師　 器 D　　 6．4 底部は平底で，ハの字状 に開 く低い デ後，横位のヘラ磨き。底部回転へ 橙色 西壁際床面

E　　 O．9 高台が付 く。体部は内攣しなが ら立

ち上がる。

ラ切 り後，高台貼 り付け。椀部内面

黒色処理。

普通

5

高 台 付 椀 B （3．1） 底部か ら体部下半 にかけての破片。 体部内 ・外面ロクロナデ。底部回転 石英・長石・赤色粒子 P 808　 2 0％

土　 師 ．器 D　　 8．4

E　 1．5

底部は平底で，ハの字状 に開 く高台

が付 く。高台端部の内面 に段 をも

つ。体部は内攣 しなが ら立 ち上が

る

へラ切 り後，高台貼 り付け。 にぷい橙色

普通

貯蔵穴底面

6

小　　　 皿 A　 lO．0 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾 口緑部及 び体部 内 ・外 面ロクロナ 石英 ・長石 ・赤色粒子 P 809　 70％　 P L 88

土　 師　 器 B　　 2．1

C　　 6．2

し．ながら立ち上が り，口緑部 はわず

かに外反する。

デ。底部回転へラ切 り。 にぷい黄橙色

普通

西壁際覆土中層

7

小　　　 皿 A　　 9．8 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾 口緑部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石・赤色粒子 P 810　 90％　 P L 88

土　 師　 器 B　　 2．3

C　　 5．4

しなが ら立ち上が り，口緑部に至る。 デ。底部回転へラ切 り。内面に 「ど

ベ」状の土が付着している。

にぷい黄橙色

普通

廊蔵穴上面

8

小　　　 皿 A 〔10．2〕 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾 口緑部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 P 811　 60％　 P L 88

土　 師　 器 B　　 2．7

C　　 6．0

しながら立ち上が り，口緑部はわず

かに外反する。

デ。底部回転へラ切 り。 橙色

普通

P 2 覆土上層

9

小　　　 皿 A 〔9．2〕 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾 口緑部及 び体部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 P 812　 20％

土　 師　 器 B　　 2．2

C　　 5．4

しなが ら立ち上がる。 口緑部はわず

かに外反 し，端部に内削 ぎ状の稜 を

もつ。

デ。底部回転へラ切 り。 橙色

普通

竃覆土中

10

小　 形　 嚢 A ‾〔16．4〕 底部欠損。体部は球形 を呈 し，．最大 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英・長石・赤色粒子 P 8 13　 30％　 P L 89

土　 師　 器 B （14．3） 径を中位にもつ。頚部は くの字状に 部外面ナデ，下端横位のヘ ラ削 り， にぷい橙色 貯蔵穴底面 ・上面，

屈曲す る。 口緑部 は外 反気味に開 内面へラナデ。外面に輪積み痕が残 普通 竃火床面 ・北東袖部，

き，端部 を面取 りして尖 らせてい

る。

る。 竃北側覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 ・出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚 さ（cm ） 重量（g ）

第2 08図11 砥　　　 石 （5．2） （4．0） 2．5 （34．7） 凝　 灰　 岩 東壁際床面 Q 30　　　　　　　　 PL l ll

図版番号 種　　 別
．計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 暮 備　　　　　 考

長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重葺（g ）

第208図12 鉄　　　 鉱 （7．6） （2．9） ．0．6 （10．2） 棚状施設上面 茎部一部欠損　 M 39　P L 113

13 鉄　　　 鉱 （7．2） 2．8 0．4 （10．2） 中央部床面 茎部一部欠損　 M 40　P L 113

14 鉄　　　 鉱 （10．2） 3．8 0．3 （13．0） 中央部床面 茎部一部欠損　 M 41 PL 113

15 鉄　　　 鉱 （2．7） 0．4 0．4 （1．1） 棚状施設上面 茎部片　　　　 M 42　PL 113

第93号住居跡（第209・210図）

位置　調査Ⅲ区，E3g2区。
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0　　　　　　　　　　　　　　　　2m」
第209図　第93号住居跡実測図

重複関係　本跡が第94号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第94号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　耕作等によって削平されているため上部は遺存していないが，床面の広がりから長軸〔2・2〕m，短

軸〔1．9〕mの長方形と推定される。

主軸方向　〔N－270－W〕

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　Plは径26cmの円形，深さ28cmで，規模や位置から主柱穴と考えられる○

貯蔵穴　東コーナー部に付設されており，径68cmの円形，深さ16cmで，断面形は逆台形をしている。

竜　北コーナーに付設されているが，上部は削平されている。焚口部から煙道口部までの長さ66cmで，壁外へ

の掘り込みは14cmである。火床面は床面を8cm掘りくぼめており，皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字

形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

覆土　上部を削平されているため，覆土の堆積状況を確認することができなかった。

遣物　土師器及びその小破片43点，須恵器の小破片2点が出土している。図示した土器は土師器である。覆土

下層では，第210図1の杯が中央部から正位の状態で出土している。貯蔵穴では，3の甑が覆土上層から正位

の状態で出土している。また，2の嚢（刻書有）が竃の西側の覆土下層及び貯蔵穴の覆土上層から貯蔵穴上部

の覆土下層にかけて散乱した状態で出土している。

所見　本跡は，上部を削平されているため，遺存していたところが少なかったが，コーナー部に竃を有する一

辺が3m未満の小形の住居跡と思われる。遺物としては，判読できないが体部外面に刻書された土師器嚢が出

土しており，注目される。本跡の時期は，出土遺物から10世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

第93号住居跡遺物観察表

図版番号 器 ‘種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第210図 杯 A 〔12．4〕 底部欠損。体部は内暫 しなが ら立ち 口縁部及 び体部 内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 814　 20％

1 土　 師　 器 B （3．3） 上がり，口緑部はわずかに外反する。 デ。体部下端手持ちへラ削 り。 にぷい橙色

普通

中央部覆土下層

2

嚢 A　 26．2 底部一部欠損。体部は外傾しなが ら ロ緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 ・赤色粒子 P 817　 60％　 PL 89

土　 師　 器 B　 25．5 立ち上が り，上半はわずかに内攣す 部外面ナデ，下端横位のヘラ削 り， 橙色 貯蔵穴覆土上層～

C 〔12．0〕 る。頚部は くの字状に屈曲する。 口

緑部は外反気味に開 き，端部 をつま

み上げている。

内面へラナデ。 普通 貯蔵穴上部覆土下層，

竃西側覆土下層

体部外面刻書 「□」？
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明　石　遺　跡

「‾．ノ‥‘・ク

第210図　第93号住居跡出土遺物実測図

10cm

i i　　　　！

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　考

第210図

3

甑A〔30．0〕休部上半から口縁部にかけての彼口縁部及び頚部外面横ナデ，内面横長石・雲母・赤色粒子P816　10％

土　師　器B（9．4）片。休部は内野しながら立ち上がる。位のへラ磨き。休部外面上位へラナ橙色 貯蔵穴覆土上層

頸部はくの字状に屈曲する。口縁部

は外反して開き，端部をつまみ出し

ている。

デ，下位横位のヘラ削り，内面横位

のヘラ磨き。内面黒色処理。

普通

第98号住居跡（第211・212図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3d8区。

重複関係　本跡が第97号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第97号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　南部は調査区城外に延びているため，確認できたのは長軸3．72m，短軸（1．8）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－40－E〕

壁　壁高は36～42cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅12～14cm，下幅4～6cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。
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第211図　第98号住居跡実測図

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl及びP2は径20～24cmの円形，深さ16～20cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ118cm，両袖幅112cmで，壁外への掘

り込みは54cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を20cmほど皿状に掘り込んだ

後，埋め戻した上に形成されている。燃焼部内には土製支脚が遺存していた。煙道部の平面形は逆U字形で，

緩やかに外傾しながら立ち上がり，煙道部の底面には粘土を貼っている。袖部内面及び火床面は火熱を受けて

赤変硬化している。

竃土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
2　暗褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・粘土中ブロック・焼土粒子・砂粒少量
3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子㍗占土粒子多量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック中量・砂粒少量
4　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　灰黄褐色　灰多量，焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
7　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
9　暗褐色　粘土小ブロック・粘土粒子多量，粘土中ブロック中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
10　暗褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
11暗褐色　粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土中ブロック・砂粒少量
12　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
13　暗褐色　ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
14　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒少量

覆土　6層からなる。6層及び5層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる04層及び3層はほぼ

水平に堆積していることから人為堆積と思われ，2層及び1層は自然堆積と思われる0

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，粘土粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土中・小ブロック・粘土粒子少量
6　暗褐色　粘土小ブロック・粘土粒子多量，粘土中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
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明　石　遺　跡

遺物　土師器の小破片100点，須恵器及びその小破片53点，土製支脚1点が出土している。図示した土器は須

恵器である。覆土下層では，第212図2の蓋が竃の東側から逆位の状態で，3の短頸壷が竃の東側から斜位の

状態でそれぞれ出土している。床面では，1の杯が北東コーナー部から正位の状態で出土している。竃では，

4の土製支脚が燃焼部から正位の状態で出土している。

所見　本跡は，南部が調査区城外に延びているため，確認できたところが少なかったが，床面及び竃から良好

な状態で遺物が出土している。また，竃の燃焼部からは，土製支脚が使用されたままの状態で出土しており，

竃使用時の様子をうかがい知ることができる。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第1四半期～第2四半期と

考えられる。

（「
0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　⊥＿＿＿＿＿＿＿＿　」

第212図　第98号住居跡出土遺物実測図

第98号住居跡遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第 2 12図 ま不 A 〔15．8 〕 底 部 一一都 欠損 。平 底。 体 部 下端 は丸 ロ緑 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲母 P 167　 50 ％　 P L 89

1 須　 恵　 器 B　　 4．6

C 〔 7．4 〕

み を帯 び ，下 半 に稜 を もち， 外傾 し

なが ら立 ち上 が り， 口緑 部に至 る。

デ 。底部 回転へ ラ削 り。 灰 白色

普 通

北東 コー ナー部床 面

2

蓋 A　 18 ．6 天 井部 は伏 せ 皿形 で， 扁 平 な擬 宝 珠 口 緑部 及 び外周 部 内 ・外面 ロ ク ロナ 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 168 100％　 P L 89

須　 恵　 器 B　　 3 ．0 状 のつ まみ が付 く。 口緑端 部 に は短 デ 。天 井部 回転 へ ラ削 り後 ，つ まみ にぷ い橙色 奄 東側 覆土下 層

F　　 3 ．4

G　　 O．5

いか え りが 付 く。 接合 。外面 に削痕 が残 る。 普通

3

短　 頸　 壷 B （4．5） 底部 か ら肩 部 にかけ ての破 片。平底 。 体部 内 ・外面 ロタ ロナ デ。体 部 下端 石英・長石・雲母 ・赤色粒子 P 169　 6 0％　 P L 89

須　 恵　 器 C　　 7．6 体都 は外 傾 しなが ら立 ち上 が り， 肩 手持 ちへ ラ削 り。底 部手 持 ちへ ラ削 にぷ い橙 色 電 東側 覆土下 層

部に稜 を もつ 。 り。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第212図 4 土 製 支 脚 17，2 9．3 7．2 9 62．0 奄燃焼部 D P 7　　　　　　　　 P L lO9
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第99号住居跡（第213図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3d5区。

重複関係　本跡が第100号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第100号住居跡よりも新しい0また，第

128号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が第128号土坑よりも古い0

規模と平面形　南部は調査区城外に延びているため，確認できたのは長軸4・12m・短軸（1・2）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－70－W〕

壁　壁高は14－20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる0

壁溝　北東コーナーの壁下だけ掘り込まれている。上幅16～20cm，下幅8～12cm，深さ6～10cmで，断面形は

U字形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない0

ピット　Plは径38cmの円形，深さ28cmで，規模や位置から主柱穴と考えられる。

Pl土層解説
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子少量

竜　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ76cm，両袖幅72cmで，壁外への掘り込みは

14cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を10cm掘りくぼめており，皿状をして

いる。煙道部の平面形は逆U字形で，媛やかに外傾しながら立ち上がる0袖部内面及び火床面は火熱を受けて

赤変硬化している。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
3　暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子少量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

6　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量

第213図　第99号住居跡実測図

Clll一一＼／ノー一一

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

T j　＿＿＿＿＿」
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明　石　遺　跡

7　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子少量
8　褐　　　　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

9　暗赤褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
10　にぷい黄褐色　粘土小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量
11黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子少量
12　にぷい赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子少量

13　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム中ブロック・粘土粒子・砂粒少量
14　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子少量
15　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
16　暗　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
17　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

覆土　3層からなる。3層から1層まですべて自然堆積である。

ロ
　
ロ
　
ロ

色
色
色

褐
褐

説
黒
暗
褐

解層

1

2

3

土

ーム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
－ム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
－ム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

遺物　土師器の小破片30点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は，南部が調査区城外に延びているため，確認できたところが少なく，出土遺物も少なかった。本

跡の時期は，出土遺物及び重複関係から10世紀代と考えられる。

第100号住居跡（第214・215図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3d5区。

重複関係　本跡は第99号住居，第128・129号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古

い。

規模と平面形　南西コーナー部は調査区域外となっているが，長軸4．02m，短軸3．14mの長方形と思われる。

主軸方向　N－920－E

壁　壁高は16～24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　東壁中央部を除き，壁下を巡っている。上幅26～32cm，下幅16～20cm，深さ12－18cmで，断面形は逆台

形をしている。

床　北西コーナー部付近の床は，他の部分よりも10～12cmほど低くなっている。出入り口施設に伴うピットか

ら竃に関連するピットにかけて，特に踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径22cmの円形，深さ40cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考え

られる。P2は径30cmの円形，深さ22cmで，位置から竃に関連するピットと考えられる。

貯蔵穴　北西コーナー部に付設されており，径62cmの円形，深さ28cmで，断面形は逆台形をしている。

貯蔵穴土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，粘土小ブロック・粘土粒子少量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

竃　第99号住居によって壊されているが，覆土の含有物から東壁中央部に付設されていたものと思われる。

覆土　6層からなる。6層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。5層から3層まではローム，

焼土，炭化物及び粘土の含有状況から人為堆積と思われ，2層及び1層は自然堆積と思われる。

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・粘土中・小ブロック・粘土粒子少量
5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量
6　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
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第214回　第100号住居跡実測図

ヽ

ノ

　「＿一号

→

第215図　第100号住居跡出土遺物実測図

第100号住居跡遺物観察表

可　　凸I

E

二二「二
2m

』＝ナ：∃

、－‾…‾　・・′

10cm
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図 版 番 号 器　　 種 計 測 値 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・ 色 調 ・ 焼 成 備　　　　 考

第 2 1 5 図 高 台 付 椀 A　 1 6 ．2 底 部 は 平 底 で ， ハ の 字 状 に 開 く 高 台 口 縁 部 及 び 体 部 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 ・赤 色 粒 子 P 19 4　 8 0 ％　 P L 8 9

1

土　 師　 器 B　　 5 ．5 が 付 く 。 休 部 は 内 攣 し な が ら 立 ち 上 デ 。 休 部 下 端 回 転 へ ラ 削 り 。 底 部 回 に ぷ い 黄 橙 色 P 2 北 側 覆 土 下 層

D　　 8 ．0

E　 l ．3

が り ， ロ 緑 部 は 外 傾 す る 。 転 へ ラ 削 り 後 ， 高 台 貼 り 付 け 。 普 通

2

高 台 付 椀 A 〔1 5 ．8 〕 底 部 は 平 底 で ， ハ の 字 状 に 閃 く 高 い ロ 緑 部 及 び 休 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ ， 内 長 石 ・ 赤 色 粒 子 P 1 9 5　 5 0 ％　 P L 8 9

土　 師　 器 B　　 6 ．3 高 台 が 付 く 。 休 部 は 内 攣 し な が ら 立 面 ロ ク ロ ナ デ 後 ， 横 位 の ヘ ラ 磨 き 。 灰 黄 褐 色 南 西 コ ー ナ ー 部 覆 土 下 層

D　　 8 ．4

E　　 2 ．1

ち 上 が り ， 口 緑 部 は 外 傾 す る 。 休 部 下 端 回 転 へ ラ 削 り 。 底 部 回 転 へ

ラ 削 り 後 ， 高 台 貼 り 付 け 。 椀 部 内 面

黒 色 処 理 。

普 通

3

小　 形　 尭 A　 1 3 ．6 底 部 欠 損 。 休 部 は 球 形 を 呈 し ， 最 大 ロ 縁 部 及 び 頚 部 内 ・ 外 面 横 ナ デ 。 体 石 英 ・ 長 石 P 1 9 6　 3 0 ％　 P L 8 9

土　 師　 器 B （1 0 ．5 ） 径 を 中 位 に も つ 。 頚 部 は く の 字 状 に 部 外 面 上 位 ナ デ ， 下 位 横 位 の ヘ ラ 削 橙 色 南 西 コ ー ナ ー 部 床 面

屈 曲 す る 。 口 緑 部 は 外 反 気 味 に 開 き ，

端 部 を つ ま み 上 げ て い る 。

り ， 内 面 へ ラ ナ デ 。 普 通
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明　石　遺　跡

図版 番号 許　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第2 15図 椀 A 〔15．2〕 休 部上 半 か らロ 緑 部 に か け て の 破 ロ 緑 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 P 197　 10％　 P L 89

4
灰 粕 陶 器 B （2．8） 片。休部 は内攣 しなが ら立 ち上が り， デ。 内 ・外 面 に灰粕 を施粕。 釆由：灰 白色 北 東 区覆土 中

ロ縁部 はわず かに外 反す る。 胎土 ：灰 白色

良好

東 漉光 ケ丘 1 号窯 産

遺物　土師器及びその小破片183点，須恵器の小破片40点，灰粕陶器1点が出土している。第215図1－3は土

師器，4は灰粕陶器である。覆土下層では1の高台付椀がP2の北側から斜位の状態で，2の高台付椀が南西

コーナー部から壊れた状態でそれぞれ出土している。床面では3の小形聾が南西コーナー部から壊れた状態で

出土している。その他にも北東区の覆土中から4の椀が出土している。

所見　本跡は，東壁に竃を有する住居跡と思われ，ピットが2か所検出されたが，主柱穴は1か所も検出され

なかった。遺物としては，岐阜県多治見市の光ヶ丘1号窯（黒笹90号窯2型式併行）産の灰粕陶器椀が出土し

ており，注目される。本跡の時期は，出土遺物から10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第101号住居跡（第216図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3C8区。

重複関係　本跡が第97号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第97号住居跡よりも新しい。また，第130

号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が第130号土坑よりも古い。

10cm

！　　　⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」
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第216図　第101号住居跡・出土遺物実測図



規模と平面形　東部は調査区城外に延びているため，確認できたのは長軸4．06m，短軸（1・4）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－10－W〕

壁　壁高は54－58cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅10－16cm，下幅6～8cm，深さ6～8cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　Plは径56cmの円形，深さ24cmで，性格は不明である。

Pl土層解
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

覆土　5層からなる。5層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック・炭化物少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量
5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

遺物　土師器及びその小破片31点，須恵器の小破片10点が出土している。第216図1は土師器小形嚢で，西壁

際の床面から横位の状態で出土している。

所見　本跡は，東部が調査区域外に延びているため，確認できたところが少なかったが，床面から良好な状態

で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第101号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第216図

1 ・

嚢 A　 15．6 平底。体部は球形を呈し，最大径 を 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 ・雲母 P 170　 90％　 PL 89

土　 師　 器 B　 19．8 中位にもつ。頚部はくの字状 に屈 曲 部外面上位ナデ，下位縦位のヘラ磨 にぷい橙色 西壁際床面

C　　 6．8 する。口緑部は外反気味に開き，端

部をつまみ上げている。

き，内面へラナデ。底部木葉痕。 普通

第103号住居跡（第217図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3C3区。

重複関係　本跡が第2号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第2号住居跡よりも新しい。また，第3・

15・104号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い。

規模と平面形　床面の広がり及び土層断面中の壁の立ち上が、りから，長軸5・32m，短軸〔5・3〕mの方形と推定さ

れる。

主軸方向　〔N－140－E〕

壁　壁上部が第3号住居に掘り込まれており，現存している壁高は8～14cmである。床面から遺構確認面まで

は50～58cmで，壁はほぼ垂直に立ち上がっていたものと考えられる。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット10か所（P4・P12～P20）で，P4は第3・104号住居跡のピットと同じ位置に掘り込まれていたも

のと考えられる。P4・P12～P14は径30～60cmの円形，深さ44～64cmで，規模や配列から主柱穴と考えられ

る。P12及びP14に隣接してP15及びP16があり，径26～56cmの円形，深さ48cmで，補助柱穴もしくは柱を立

て替えたものと思われる。P17は径40cmの円形，深さ24cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられ

る。P17に隣接してP18があり，径34cmの円形，深さ28cmで，補助柱穴もしくは柱を立て替えたものと思われ

る。P19及びP20は径28～30cmの円形，深さ28cmで，北壁の外側，竃の煙道部を挟むように掘り込まれており，
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第217図　第103・104号住居跡実測図
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位置から竃に関連するピットと考えられる。

竃　北壁中央部に付設されているが，西側は第3号住居によって壊されている。焚口部から煙道口部までの長

さ70cm，両袖幅〔100〕cmで，壁外への掘り込みはほとんどない。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。

火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しなが

ら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している○

覆土　2層からなる。7層及び6層ともロームの含有状況から人為堆積と思われる。

土層解説
6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子少量
7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

遺物　土師器の小破片40点，須恵器の小破片1点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は，大部分を第3・104号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なく，出土遺物

も少なかったが，重複している第3・104号住居跡と方向が近似し，時期的にも近いことから，この3軒は，

本跡→第104号→第3号の順に，一度縮小された後，拡張されたものと想定される。本跡の時期は，出土遺物

及び重複関係から8世紀代と考えられる。

第104号住居跡（第217図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3C3区。

重複関係　本跡が第2・103号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。また，

第3・15号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い。

規模と平面形　南東コーナー部は調査区域外となっているが，長軸4・44m，短軸4・10mの方形と思われる。

主軸方向　N－140－E

壁　壁上部が第3号住居に掘り込まれており，現存している壁高は2～6cmである。床面から遺構確認面まで

は50－58cmで，壁はほぼ垂直に立ち上がっていたものと考えられる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している○上幅26～30cm，下幅10～16cm，深さ10－20cmで，断面形は逆台

形をしている。

床　全体的に平坦である。住居内土坑の部分を除き，壁溝の内側全体が，特に踏み固められている。

ピット　8か所（P4・P21－P27）で，P4は第3・103号住居跡のピットと同じ位置に掘り込まれていたも

のと考えられる。P4・P21～P23は径30～60cmの円形，深さ20－80cmで，規模や配列から主柱穴と考えられ

る。P24は径18cmの円形，深さ14cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P25－P27は径22

～28cmの円形，深さ18～48cmで，性格は不明である。

住居内土坑　西壁寄りに掘り込まれており，長径274cm，短径114cmの楕円形，深さ34cmで，断面形はU字形を

している。性格は不明である。

住居内土坑土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子多量

竃　北壁中央部東寄りに付設されているが，西側は第3号住居によって壊されている。焚口部から煙道口部ま

での長さ106cm，両袖幅〔68〕cmで，壁外への掘り込みは32cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されてい

る。火床面は床面を6cm掘りくぼめており，皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾し

ながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。
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覆土　5層からなる。5層及び4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層はロー

ム，焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土中・小ブロック・粘土粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量

遺物　土師器の小破片40点，須恵器の小破片1点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は，大部分を第3号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なく，出土遣物も少な

かったが，重複している第3・103号住居跡と方向が近似し，時期的にも近いことから，この3軒は，第103号

→本跡→第3号の順に，一度縮小された後，拡張されたものと想定される。本跡の時期は，出土遺物及び重複

関係から8世紀代と老えられる。

第106号住居跡（第218・219図）

位置　調査Ⅱ区の南部，E3a6区。

重複関係　本跡が第107・108・112号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。

また，第55号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が第55号土坑よりも古い。

規模と平面形　床面の広がり及び土層断面中の壁の立ち上がりから，長軸〔3．3〕m，短軸〔2．6〕mの長方形と推

定される。

主軸方向　〔N－850－E〕

壁　壁高は16－28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

5　7

第218図　第106号住居跡実測図
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壁溝　東壁下を除き，壁下を巡っている○上幅8～12cm，下幅4－6cm，深さ4～6cmで，断面形はU字形を

している。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl及びP2は径22～24cmの円形，深さ14～16cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。

貯蔵穴　南西コーナー部に付設されており，径52cmの円形，深さ28cmで，断面形は逆台形をしている。

貯蔵穴土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・炭化粒子少量
4　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

竜　東壁中央部南寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ80cm，両袖幅78cmで，壁外への掘り

込みは42cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を10cm掘りくぼめており，皿状

をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を

受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1暗　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　にぷい褐色　粘土小ブロック・粘土粒子多量，焼土中ブロック・焼土粒子・粘土中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒少量
3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・粘土粒子・砂粒少量
色　ローム大ブロック多量

色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
色　粘土粒子多量，焼土粒子・粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子・砂粒少量
色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量

11にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック少量
12　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

13　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

覆土　4層からなる。4層及び3層はローム，焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われ，2層及び1

層は自然堆積と思われる。

土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒　褐　色　ローム粒子・焼土中・小ブロック・焼土粒子少量

遺物　土師器及びその中破片404点，須恵器及びその中破片61点，刀子1点が出土している。図示した土器は

土師器である。床面では，第219図4の大形皿がP2の南側から壊れた状態で，5の高台付椀（刻書有）が竃

の南側から逆位の状態でそれぞれ出土している○竃では，1の杯が火床面から壊れた状態で，3の杯が覆土中

からそれぞれ出土している。その他にも南東区の覆土中から6の刀子，中央部付近の覆土中から2の杯がそれ

第106号住居跡遺物観察表

4　灰　褐

5　黒　褐

6　褐

7　褐

8　褐

9　褐

10　暗　褐

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第219図 ま不 A　 14．6 底部欠損。＿体部は内攣しながら立ち 口緑部及び体部外面ロクロナデ，内 雲母・赤色粒子 P 234　 60％　 P L89

1 土　 師　 器 B （4．1） 上がり，口緑部は外傾する。 面ロクロナデ後，横位のヘラ磨き。

内面黒色処理。

にぷい橙色

普通

竃火床面

2

ま不 A　 14．4 底部欠損。体部は内攣しながら立ち 口緑部及び体部外面ロクロナデ，内 長石 ・雲母 P 235 ．40％　 PL89

土　 師　 器 B （4．3） 上がり，口緑部は外傾する。 面ロクロナデ後，横位のヘラ磨き。

内面黒色処理。

にぷい黄橙色

普通

覆土中
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第219図　第106号住居跡出土遺物実測図

∈＝：瓦▼
1

9　　6

5　　　　0　　　　　　　　　　　　10cm

－‾‾　　　　－▼‾－　　　　　　　　I　　一一・　　　　　－　　　　，

図版番号券　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第219図 杯 A〔14．0〕底部欠損。体部は内野しながら立ち口縁部及び体部外面ロタロナデ。内石英・長石・雲母 P236　20％

3 土　師　器B（3．6）上がり，口緑部はわずかに外反する。面ロクロナデ後，横位のヘラ磨き。

内面黒色処理。

にぷい褐色

普通

怒覆土中

4

大　形　皿A　18．0 底部一部欠損。平底。休部は外傾し口縁郎及び体部内・外面ロタロナ石製長石・雲母・赤色粒子P244　50％　PL89

土　師　器B　　3．6

C〔8．6〕

ながら立ち上がり，ロ緑部に至る。デ。底部回転へラ削り。口緑部内面

に1条の沈線が巡る。

にぷい褐色

普通（二次焼成）

P2南側床面

5

高台付椀B（1．9）底部片。底部は平底で，ハの字状に底部回転へラ切り後，高台貼り付け，石英・長石 P237　20％　PL89

土　師　器D　　7．4

E　　O．8

開く低い高台が付く。 内面へラ磨き。椀部内面黒色処理。にぷい橙色

普通

竃南側床面

底部内面刻畜「ロ」？

図版番号種　　別
計　　　　　 測　　　　　 偵

出　土　地　点 備　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

第219図6刀　　　子 （2．6） （0．9） 0．2 （0．8）南東区覆土中 刃部片　M5　　　　PLl13

所見　本跡は，東壁に竃を有する二本柱の住居跡である。遺物としては，判読できないが底部内面に刻書され

た土師器高台付椀が出土しており，注目される。また，竃内から本来供膳具である杯が二次焼成を受けずに出

土していることから，住居を廃棄するに当たって，杯を竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性が

考えられる。本跡の時期は，出土遺物から10世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

第108号住居跡（第220・221図）

位置　調査Ⅲ区の南部，D3j6区。

重複関係　本跡が第107・112号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。また，

第106号住居，第55号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　長軸3．76m，短軸3．40mの長方形である。

主軸方向　N－70－W

壁　壁高は24～34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅10～20cm，下幅4－10cm，深さ4～10cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl及びP2は径28～34cmの円形，深さ16cmで，規模や配列から主柱穴と考え

られる。P3は二段掘り込みになっており，上段は径60cmの円形，深さ16cmで，下段は径28cmの円形，深さ8

cmで，床面から下段底面までの深さは24cmである。P3は位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。
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第220図　第108号住居跡実測図
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P4及びP5は径26～30cmの円形，深さ12～20cmで，性格は不明である。

貯蔵穴　竃の東側に付設されており，径58cmの円形，深さ20cmで，断面形は逆台形をしている。

住居内土坑　南東コーナー部に掘り込まれており，径102cmの円形，深さ16cmで，断面形はU字形をしている。

性格は不明である。

住居内土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ100cm，両袖幅84cmで，壁外への掘

り込みは40cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を12cm掘りくぼめており，皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる0袖部内面及び火床面は火熱

を受けて赤変硬化している。
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明　石　遺　跡

竃土屑解説
1　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
4　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
6　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
7　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子少量

8　褐　　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
9　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
10　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
11褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

12　赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
13　暗褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
14　暗褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量

覆土　6層からなる。6層及び5層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。4層から1層は自然

堆積である。

土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　暗褐色

ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
ローム粒子・焼土粒子・粘土中・小ブロック・粘土粒子少量
ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

遺物　土師器及びその小破片221点，須恵器及びその小破片144点，鉄鉱1点が出土している。第221図1は土

師器，2－5は須恵器である。覆土下層では，2の杯が竃の東側から正位の状態で，3の杯がPlの西側から

斜位の状態で，6の鉄鉄が竃の東側からそれぞれ出土している。床面では，5の高台付杯がP5の南側から逆

位の状態で出土している。また，1の嚢が竃の燃焼部及び竃付近の覆土下層から散乱した状態で出土している。

その他にも南東区の覆土中から4の杯が出土している。

所見　本跡は，二本柱の住居跡である。本跡の時期は，出土遺物から9世紀第1四半期～第2四半期と考えら

れる。

三＿．子二‘
第221図　第108号住居跡出土遺物実測図
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第108号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計 測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 22 1図 蛮 A 〔19．8〕 体 郡 上 半 か ら 口 縁 部 に か け て の 破 口 緑 都 及 び 頸 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 体 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 238　 30 ％　 P L9 0

土　 師　 器 B （16．4 ） 片 。 体 部 は 長 胴 形 を 呈 し， 最 大 径 を 都 外 面 上 位 ナ デ ， 下 位 縦 位 の ヘ ラ 磨 に ぷ い 赤 褐 色 電 燃 焼 部 ，

1
上 位 に も つ 。 頸 都 は く の 字 状 に 屈 曲

す る 。 ロ 縁 部 は 外 反 気 味 に 開 き ， 端

部 を つ ま み 上 げ て い る 。

き， 内 面 へ ラ ナ デ 。 普 通 磁 付 近 覆 土 下 層

2

珂こ A　 12．8 平 底 。 休 部 は 外 傾 し な が ら立 ち 上 が ロ 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 2 39　 80％　 P L 89

須　 恵　 器 B　　 4．5

C　　 6．0

り， 口緑 部 に 至 る。 デ 。 体 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り 。 底 部

手 持 ち へ ラ 削 り。

灰 黄 色

普 通

電 東 側 覆 土 下 層

3

杯 A　 12．8 平 底 。 体 部 は 外 傾 し な が ら立 ち 上 が ロ 緑 郎 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英・長石 ・雲針 赤色粒子 P 240　 80 ％　 P L 90

須　 恵　 器 B　　 4．3

C　　 6．4

り， 口 緑 部 に 至 る 。 デ 。 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部

回 転 へ ラ 切 り後 ， 手 持 ち へ ラ削 り。

に ぷ い 赤 褐 色

普 通

P l 西 側 覆 土 下 層

4

杯 B （3．0） 底 部 か ら 体 部 下 半 に か け て の 破 片 。 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 休 部 下 端 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 242　 20 ％

須　 恵　 器 C　　 7 ．2 休 部 は 外 傾 し な が ら立 ち 上 が る 。 手 持 ち へ ラ削 り。 底 部 手 持 ち へ ラ 削

り。

黒 褐 色

普 通

南 東 区 覆 土 中

5

高 台 付 杯 B （ 3．4） 底 部 か ら 体 部 下 半 に か け て の 破 片 。 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 底 部 回 転 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 243　 20 ％

須　 恵　 器 D て 9．2〕

E　 l．5

底 部 は 平 底 で ， ハ の 字 状 に 開 く高 台

が 付 く。 体 部 は 外 傾 し な が ら 立 ち 上

が る 。

ヘ ラ削 り後 ， 高 台 貼 り付 け 。 褐 灰 色

普 通

P 5 南 側 床 面

図版番号 種　　 別

計 ．　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（c m ） 重量 （g ）

第22 1区16 鉄　　　 抜 （9．0） （1．2） 0．4 （7．7） 怒東側覆土下層 茎部一部欠損　 M 6　 PL 113

第109号住居跡（第222・223図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D3h7区。

重複関係　本跡が第110・111号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。

規模と平面形　東部は調査区城外に延びているため，確認できたのは長軸3・36m，短軸（2・1）mであるが，平面

形は方形と思われる。

第222図　第109号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　2m

⊆二「一十一一二∃
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明　石　遺　跡

主軸方向　〔N－120－W〕

壁　壁高は44～50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅18～22cm，下幅10～12cm，深さ6～8cmで，断面形は逆台形

をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　Plは径26cmの円形，深さ38cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に付設されているが，東側は調査区城外である。焚口部から煙道口部までの長さ46cm，両袖幅

（36）cmで，壁外への掘り込みは6cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ

同じレベルで，浅い皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部

内面及び火床面は火熟を受けて赤変硬化している。

竃土層解説

6　褐　　色　粘土粒子多量，焼土粒子・粘土中・小ブロック中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子・砂粒少量
7　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
8　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
9　暗褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
10　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

11褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
12　褐　　色　粘土粒子多量，粘土中・小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
13　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　5層からなる。5層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

遺物　土師器及びその中破片410点，須恵器及びその中破片112点，灰粕陶器の小破片1点，管状土錘1点が出

土している。図示した土器は須恵器である。第223図1の杯（墨書有）が北西区の覆土中から，2の甑及び3

の管状土錘が中央部付近の覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，東部が調査区城外に延びているため，確認できたところが少なく，床面及び竃内からの遺物の

出土量も少なかった。遺物としては，底部外面に「石」と墨書された須恵器杯が出土しており，注目される。

本跡の時期は，出土遺物から9世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第109号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第223図 i不 B （3．2） 口縁部欠損。平底。体部は外傾 しな 体部内 ・外面 ロクロナデ。休部下端 石英 ・長石 ・雲母 P 20 3　 50％　 PL 90

1 須　 恵　 器 C　　 6．4 がら立ち上がる。 手持ちへラ削 り。底部回転へラ切 り にぷい黄橙色 北西区覆土中

後，手持ちへラ削 り。 普通 底部外面墨書 「石」

2

・甑 B （0．9） 底部片。底部中央 に円形の孔 1 ，周 穿孔面へラ削 り。 石英 ・長石 ・雲母 P 204　　 5％　 PL 90

須　 恵　 器 C （13．0） 緑 に木葉形の孔 4 を穿孔す る 5 孔

式。

黄灰色

普通

覆土中

図版番号 種　　 別
計 ・　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm ） 径 （cm ） 孔径（cm ） 重量 （g ）

第223図3 管 状 土 錘 （3．3） 2．4 0．4 （18．1） 覆土中 D P 8　　　　　　　　 PL lO8
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毎） 0　　　　　　　　　　　　　10cm

二　　　」　　　」

第223図　第109号住居跡出土遺物実測図

第113号住居跡（第139・140・224図）

位置　調査Ⅱ区の南部，D2jO区。

重複関係　本跡は第6・12号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い0

規模と平面形　長軸4．30m，短軸3．60mの長方形である。

主軸方向　N－190－E

壁　壁高は26－38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北東コーナー，南東コーナー及び南西コーナーの壁下を巡っている。上幅8－12cm，下幅4～8cm，深

さ4～6cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない0

ピット10か所（P9－P18）。P9及びPlOは径20－28cmの円形，深さ10～14cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。Pllは径20cmの円形，深さ10cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられるo P12～P

17は径20～38cmの円形，深さ12－24cmで，性格は不明であるo P18は径48cmの円形，深さ28cmで，本跡に伴う

ピットと判断したが，第12号住居跡に伴うピットの可能性も否定できない。いずれにせよ，P18の性格は不明

である。

竃　北壁中央東寄りに付設されていたものと思われるが，第12号住居によって壊されており，焚口部及び火床

部しか遺存していない。焚口部から火床部までの長さ82cmである。火床面は床面を16cmほど皿状に掘り込んだ

後，埋め戻した上に形成されており，火熱を受けて赤変硬化している0

竃土層解説
1にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

2　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
3　暗　褐　色　焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　遺存していた覆土は単一層で，自然堆積である。

土層解説
10　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器1点，須恵器及びその中破片72点が出土している。第224図1は土師器，2・3は須恵器である。

床面では，1の手捏土器が中央部北西寄りから正位の状態で，2の杯が中央部南西寄りから正位の状態で，3

の蓋が中央部南西寄りから逆位の状態でそれぞれ出土している。

所見　本跡は，大部分を第12号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なかったが，二本柱の

住居跡である。遺物としては，手捏土器が出土しており，注目される。本跡の時期は，出土遺物から8郎己第

3四半期～第4四半期と考えられる。
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明　石　遺　跡

第224図　第113号住居跡出土遺物実測図

第113号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　－－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　－－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第224 図 手 捏 土 器 A　　 7．8 平 底。 休 部 は外傾 しなが ら立 ち上 が 口緑 部 及 び体部 内 ・外 面指 ナ デ。 底 長石 ・雲 母 P 147　 90％　 P L 90

1 土　 師　 器 B　　 3．2

C　　 4 ．8

り，日録 部 に至 る。 部 木 葉 痕 。 外 面 に 指 頭 痕 が 残 る 。

内 ・外 面葉色 処理 。

黒色

普通

中央 部北 西寄 り床面

2

杯 A　 13 ．4 平 底。 体部 は外 傾 しなが ら立 ち上 が 口縁 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 ・雲母 P 148 100 ％　 P L 9 0

須　 恵　 器 B　　 4 ．4

C　　 7 ．8

り， 口縁 部に至 る。 デ。休 部 下端 手持 ちへ ラ削 り。底 部

手 持 ちへ ラ削 り。

褐灰色

普通

中央 部南西 寄 り床面

3

蓋 A　 ll．6 天井 部 は笠 形 で，擬 宝珠 状 のつ まみ ロ縁部 及 び外 周部 内 ・外 面 ロ クロナ 石 英 ・長石 ・雲母 P 149 100 ％　 P L 90

須　 恵　 器 B　　 3．1 が付 く。 口緑 端 部 は短 く折 り返 して デ 。天 井部 回転 へ ラ削 り後， つ まみ 灰 色 中央部 南西寄 り床 面

F　　 2．8

G　 l．1

いる。つ 接合 。 普 通

第117号住居跡（第225・226図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3f3区。

重複関係　本跡が第116号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第116号住居跡よりも新しい。また，第

118号住居，第4号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　床面の広がり及び土層断面中の壁の立ち上がりから，一辺〔3．2〕mの方形と推定される。

主軸方向　〔N－20－W〕

壁　壁高は30－34cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　壁下を巡っている。上幅16－20cm，下幅8～10cm，深さ4～10cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径58cm，短径48cmの楕円形，深さ40cmで，位置から出入り口施設に伴

うピットと考えられる。P2及びP3は径24～40cmの円形，深さ16～26cmで，性格は不明である。

竃　北壁中央部東寄りに付設されているが，上部は第118号住居によって壊されている。焚口部から煙道口部

までの長さ64cmで，壁外への掘り込みは14cmである。火床面は床面を22cmほど皿状に掘り込んだ後，埋め戻し

た上に形成されている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。火床面は火熱を受

けて赤変硬化している。

覆土　4層からなる。7層から4層まですべて自然堆積である。

土層解説

4　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック・焼土小ブロック微量
7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
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第225図　第117・118号住居跡実測図
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遺物　土師器及びその小破片262点，須恵器の小破片100点，土製紡錘車1点が出土している。図示した土器は

土師器である。覆土下層では，第226図1・2の榊ゞPlの西側から・1が上，2が下と正位で重なった状態

で出土している。床面では，3の土製紡錘車が西壁際から出土している。

所見　本跡は，大部分を第118号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なく，床面及び竃内か

らの土器の出土量も少なかった。本跡の時期は，出土遺物から10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第226回　第117号住居跡出土遺物実測図

第117号住居跡遺物観察表

3　0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i　　＿＿　」

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　考

第226図杯A　13．6平底。体部下端は丸みを帯び，内攣
口緑部及び休部外面ロクロナデ，内石英・長石P277　90％　PL90

土　師　器B　　4．4しながら立ち上がり．口緑部は外傾
面ロクロナデ後，横位のヘラ磨き。にぷい橙色Pl西側覆土下層

1 C　　8．0する。
体部下端回転へラ削り。底部回転へ

ラ切り後，回転へラ削り。内面黒色

処理。

普通
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明　石　遺　跡

図版番 号 ．器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第2 26図 杯 A 〔12．6〕 平底 。体 部 下端 は丸 み を帯 び， 内攣 口緑部 及 び体 部外 面 ロ‾クロ ナデ ，内 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 278　 80％　 P L 9 0

2
土　 師　 器 B　　 4．2 しなが ら立 ち上 が り， 口緑部 は外 傾 面 ロク ロ ナデ 後 ，横 位 の ヘ ラ磨 き。 にぷ い赤 褐色 P l 西側覆 土下層

C　　 6．6 す る。 体 部下 端 回転 へ ラ削 り。底 部 回転 へ

ラ切 り後 ，回転 へ ラ削 り。

普 通

図版番 号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm ） 厚 さ（cm ） 孔径 （cm ） 重量 （g ）

第226画 3 土 製紡錘 車 4．7 2．0 α8 36．0 西 壁際床 面 D P 9　　　　　　　　 P L lO8

第118号住居跡（第225・227図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3f3区。

重複関係　本跡が第116・117号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。また，

第4号溝に掘り込まれているため，本跡の方が第4号溝よりも古い。

規模と平面形　床面の広がり及び土層断面中の壁の立ち上がりから，長軸〔3．5〕m，短軸3．36mの方形と推定さ

れる。

主軸方向　〔N－60－W〕

壁　壁高は24～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

炉　中央部南壁寄りに付設されており，長径52cm，短径44cmの楕円形で，床面を8cm掘りくぼめた地床炉であ

る。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説

1赤褐色　焼土粒子多量，炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　黒褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物・炭化粒子微量

0　　　　　　　　5cm

［　　－　　i

覆土　3層からなる。3層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，炭化物微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器及びその小破片41点，灰粕陶器の小破片2点が出

土している。第227図4は土師器皿で，中央部の床面から逆位の

第227図第118号住居跡出土遺物実測図状態で出土している。

所見　本跡の燃焼施設は，竃が消滅した後の地床炉である。この「地床炉」は古墳時代中期まで見られた「地

床炉」のようなものではなく，囲い炉的な上部構造を伴う燃焼施設であったものと思われる。本跡の時期は，

出土遺物から11世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第118号住居跡遺物観察表

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第227回 皿 A　 13．2 底部 はや や丸みを帯びる平底であ 口緑部内 ・外面 ロクロナデ。体部外 石英 ・長石 ・雲母 P 279 180％　 P L 9 0

1 土　 師　 器 B　　 2．2 る。体部は緩やかに内攣 しながら立 面ナデ，内面ロクロナデ．。底部手持 橙色 中央部床面

C　　 5．0 ち上が り，口緑部は外傾する。 ちヘラ削 り。 普通
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第120号住居跡（第228・229図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3fl区。

重複関係　本跡が第121・122号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。

規模と平面形　床の広がり及び土層断面中の壁の立ち上がりから，長軸3・66m，短軸〔3・0〕mの長方形と推定さ

れる。

主軸方向　〔N－110－W〕

壁　壁高は34～36cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している○上幅24～28cm，下幅14～18cm，深さ6－12cmで，断面形は逆台

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl及びP2は径28～30cmの円形，深さ22～24cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P3は径38cmの円形，深さ20cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。
▼

竃　北東コーナーに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ136cm，両袖幅116cmで，壁外への掘り込

みは38cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を22cmほど皿状に掘り込んだ後，

埋め戻した上に形成されている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面

及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・粘土小ブロック微量
2　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
3　褐　　　色　粘土粒子多量，粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子・粘土中ブロック微量
4　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

6　赤　褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量
7　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量
8　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
9　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子微量

10　褐　　　色　粘土中・小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
11にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
12　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量
13　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

14　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，炭化物・粘土粒子・砂粒微量
15　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土中ブロック微量
16　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・粘土粒子・砂粒微量
17　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
18　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

19　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土中・小ブロック微量
20　赤　褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量
21暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
22　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
23　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化物・粘土小ブロック微量

24　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，ローム中ブロック・焼土中ブロック少量
25　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子中量，粘土粒子・砂粒少量

覆土　7層からなる。7層及び6層は含有物から第121号住居跡の竃が壊れて堆積したものと考えられる。5

層から1層は自然堆積である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブッロク少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量
5　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
6　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土中ブロック・粘土小ブロック微量

7　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

一291－



明　石　遺　跡
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第228図　第120・121号住居跡実測図
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第229図　第120号住居跡出土遺物実測図

第120号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 器　　 種 計測 値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 ‘ 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 2 29図 慧 B （32 ．0） 口 緑 都 欠 損 。 平 底 。 休 部 は 長 胴 形 を 頸 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 上 位 ナ デ ， 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 3 10　 5 0％　 P L 90

1 土　 師　 器 C　　 9 ．2 呈 し， 最 大 径 を 上 位 に もつ 。 下 位 縦 位 の ヘ ラ磨 き， 内 面 へ ラ ナ デ 。

底 部 木 葉 痕 。

橙 色

普 通

電 南 西 側 床 面

2

杯 A　 13 ．4 平 底 。 体 部 は 外 傾 し な が ら立 ち 上 が 口 縁 都 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 3 11　 9 0％　 P L 90

須　 恵　 器 B　　 4 ．2 り ， 口 緑 部 に至 る 。 デ 。 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部 灰 色 電 燃 焼 部 ・南 東 袖 部

C　　 7．8 手 持 ち へ ラ 削 り。 普 通 底 部 外 面 墨 書 「光 」

3

杯 A 〔15，2〕 底 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 休 部 は 外 傾 し 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 3 12　 3 0％　 P L 90

須　 恵　 器 B　　 3．9

C 〔 9．4〕

な が ら立 ち 上 が り ， 口 縁 部 に 至 る 。 デ 。 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部

手 持 ち へ ラ 削 り。

灰 黄 色

普 通

西 壁 際 覆 土 上 層

4

杯 A 〔12．6〕 底 部 欠 損 。 体 部 は 外 傾 し な が ら立 ち ロ 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 3 13　 2 0％

須　 恵　 器 B （ 3．6 ） 上 が り ， ロ 緑 部 に至 る 。 デ 。 体 部 下 端 手 持 ちへ ラ削 り。 灰 色

普 通

砲 火 床 面

5

水　　　 瓶 B （14．5 ） 底 部 か ら体 郡 上 半 に か け て の 破 片 。 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 休 部 下 端 石 英 ・長 石 P 3 14　 40％　 P L 9 1

灰 粕 陶 器 D　　 7．8 底 部 は 平 底 で ， 断 面 台 形 の 低 い 高 台 回 転 へ ラ削 り。 底 部 回 転 へ ラ 削 り後 ， 粕 ：暗 オ リー ブ 色 P 3 西 側 覆 土 中 層 ，

E　 l．0 が 付 く。 体 部 は 卵 形 を 里 し， 最 大 径 高 台 貼 り付 け 。 体 部 外 面 に 灰 粕 を 施 胎 土 ：灰 色 P 6 上 部 覆 土 上 層

を 上 位 に もつ 。 粕 。 良 好 猿 投 祈 戸 10号 窯 産
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明　石　遺　跡

図版番号 種　　 別

計　　　　　 測　　　　　 値 ・
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第22 9図 6 鉄　　　 鉄 （1 1．3） （0．8） 0．6 （10．0） 西壁 際床面 茎 部片　 M lO　　　 P L 113

遺物　土師器及びその中破片211点，須恵器及びその小破片43点，灰粕陶器1点，鉄鉄1点が出土している。

第229図1は土師器，2～4は須恵器，5は灰粕陶器である。覆土上層では3の杯が西壁際から斜位の状態で

出土している。床面では1の嚢が竃の南西側から横位の状態で，6の銑鉄が西壁際からそれぞれ出土している。

竃では，2の杯（墨書有）が燃焼部と南東袖部から壊れた状態で，4の杯が火床面から壊れた状態でそれぞれ

出土している。また，5の水瓶がP3の西側の覆土中層及びP6の上部の覆土上層から散乱した状態で出土し

ている。

所見　本跡は，コーナー部に竃を有する二本柱の住居跡である。遺物としては，底部外面に「光」と墨書され

た須恵器杯や，猿投折戸10号窯段階の灰粕陶器水瓶が出土しており，注目される。また，竃内から本来供膳具

である杯が二次焼成を受けずに出土していることから，住居を廃棄するに当たって，杯を竃の中に埋納すると

いう祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と

考えられる。

第121号住居跡（第228図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3fl区。

重複関係　本跡が第122号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第122号住居跡よりも新しい。また，第

120号住居に掘り込まれているため，本跡の方が第120号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸3．88m，短軸3．66mの方形である。

主軸方向　N－80－W

壁　壁高は28～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅14－26cm，下幅8－14cm，深さ4～12cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

ピット　8か所（P4～Pll）。P4～P7は径28～48cmの円形，深さ14～68cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P4及びP5に隣接してP8及びP9があり，径20～22cmの円形，深さ14－26cmで，補助柱穴もし

くは柱を立て替えたものと思われる。PlOは径50cmの円形，深さ24cmで，位置から出入り口施設に伴うピット

と考えられる。Pllは径40cmの円形，深さ24cmで，性格は不明である。

住居内土坑　南東コーナー部に掘り込まれており，長径106cm，短径90cmの楕円形，深さ18cmで，断面形はU

字形をしている。性格は不明である。

住居内土坑土層解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

竃　北壁中央部東寄りに付設されているが，袖先端部は第120号住居によって壊されている。焚口部から煙道

口部までの長さ118cm，両袖幅98cmで，壁外への掘り込みは30cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築され

ている。火床面は床面を22cmほど皿状に掘り込んだ後，埋め戻した上に形成されている。煙道部の平面形は逆

U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熟を受けて赤変硬化している。なお，

4層から1層までは第120号住居跡の覆土である。
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竃土層解説
1黒褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，焼土中ブロック・粘土小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・粘土小ブロック微量
4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
7　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
8　暗褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
9　灰黄褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・灰少量，炭化粒子微量
10　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
11褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
12　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
13　暗褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子微量
14　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック微量
15　暗褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・粘土中ブロック・砂粒少量，ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子微量
16　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量，ローム中ブロック・焼土粒子・粘土中ブロック微量
17　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子多量，ローム小ブロック・粘土小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・粘土中ブロック・砂粒少量
18　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック微量
19　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
20　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック微量
21暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
22　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

覆土　3層からなる。10層から8層まですべて自然堆積である。

土層解説
8　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
9　黒褐色　ローム粒子中量

10　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブッロク少量

遺物　土師器の小破片10点，須恵器の小破片1点，炭化種子1点が出土しているが，土器類はいずれも細片で，

図示できるものはない。なお，炭化種子は桃類の種子で，竃の覆土中から出土している。

所見　本跡は，大部分を第120号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なく，出土遺物も少

なかった。また，竃内から炭化した桃類の種子が出土していることから，住居を廃棄するに当たって，祭祀行

為が行われた可能性が考えられる。時期は，出土遺物及び重複関係から8世紀代と考えられる。

第123号住居跡（第230・231図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2hO区。

重複関係　本跡が第122・152号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。また，

第19・20・153号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸2．84m，短軸2．66mの方形である。

主軸方向　N－40－W

壁　壁上部が第19・20・153号住居に掘り込まれており，現存している壁高は4－14cmである。床面から遺構

確認面までは34～44cmで，壁はほぼ垂直に立ち上がっていたものと考えられる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している○上幅12～20cm，下幅6～8cm，深さ4－6cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl及びP2は径28～48cmの円形，深さ28～48cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P3は径26cmの円形，深さ20cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ50cm，両袖幅96cmで，壁外への掘り込みは

18cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている○火床面は床面を12cm掘りくぼめており；皿状をして

いる。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受けて

赤変硬化している。
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第230図　第123・152号住居跡実測図

竃土屑解説

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　！

0

ヒ二十二＝ヂ

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
2　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

3　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
4　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子中量，焼土小ブロック少量
5　にぷい黄褐色　粘土小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・粘土中ブロック中量，焼土小ブロック・炭化粒子・砂粒少量
6　褐　　　　色　ローム粒子・粘土粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック中量，焼土小ブロック・砂粒少量

7　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
8　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中呈，焼土粒子少量
9　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム′トブロック中量，ローム中ブロック少量
10　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
11黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
12　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

13　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・粘土粒子・砂粒少量

覆土　2層からなる。2層ともローム，焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われる。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック微量

＼＼≡≡

遺物　土師器の小破片40点，須恵器及びその中破片11点が

l　　　　出土している。第231図1は須恵器三足盤で，北東コーナ

0　　　　　　　5cm

！＋；；＋　j

第231図　第123号住居跡出土遺物実測図

一部の床面から正位の状態で出土している。

所見　本跡は，大部分を第19・20・153号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なかったが，

一辺が3m未満の小形の二本柱の住居跡である。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期

と考えられる。
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第123号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第231図 三　 足　 盤 B （3．6） 底部から体部下半 にかけての破片。 体部内 ・外面 ロク ロナデ。底部回転 長石 P 334　 10％　 P L 90

須　 恵　 器 底部はやや丸みを帯 びる平底で，上 ヘ ラ削 り後，足貼 り付け。内面に自 粕 ：灰オリーブ色 北東コーナー部床面

1 端に足を貼 り付けた痕跡が認められ

る。体部はわずかに内攣しなが ら立

ち上がる。

然粕が掛かる。 胎土 ：灰色

良好

東海産

第124号住居跡（第154・232図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2g9区。

重複関係　本跡が第21・22号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい0また，

第159号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が第159号土坑よりも古い。

規模と平面形　床面の広がり及び土層断面中の壁の立ち上がりから，長軸〔2・2〕m，短軸〔2・1〕mの方形と推定

される。

主軸方向　〔N－1200－E〕

壁　壁高は12～16cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　床は上下2面確認できた。第1次床面（下）は全体的に平坦で，特に踏み固められたところは認められな

い。第2次床面（上）は第1次床面の上，厚さ6cmほどの貼床になっている。緩やかに傾斜しており，北側が

南側より低くなっているが，特に踏み固められたところは認められない。

貼床土層解説
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

ピット　3か所（P6～P8）。P6～P8は第2次床面では確認できず，すべて第1次床面で確認できたもの

である。P6は二段掘り込みになっており，上段は長径38cm，短径30cmの楕円形，深さ22cmである。下段は底

面が二つに分かれており，径14cmの円形，深さ6cmと20cmで，床面から下段底面までの深さは28cmと42cmであ

る。P6は位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P7は径56cmの円形，深さ28cmで，北西壁際中

央部に掘り込まれているが，性格は不明であるo P8は径56cmの円形，深さ16cmで，北東壁際中央部に掘り込

まれているが，性格は不明である。

P7土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
P8土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

炉　第2次床面の中央部南東壁寄りに付設されており，長径54cm，短径28cmの楕円形で，床面を6cm掘りくぼ

めた地床炉である。炉床面は皿状をしており，火熱を受けて赤変硬化している。

炉土層解説
3　赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量

覆土　一時期に埋まった単一の層で，人為堆積と思われる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　土師器及びその中破片15点が出土している○覆土下層では，第232図9の小皿が炉の南側から正位の状

態で出土している。第2次床面では，10・11の小皿が炉の南側から正位の状態でそれぞれ出土している。その

他にも南区の覆土中から12・13の小皿が出土している0
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明　石　遺　跡

所見　本跡は，一辺が3m未満の小形の住居跡と思われる。燃焼施設は，竃が消滅した後の地床炉である。こ

の「地床炉」は古墳時代中期まで見られた「地床炉」のようなものではなく，囲い炉的な上部構造を伴う燃焼

施設であったものと思われる。本跡の時期は，出土遺物から11世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

∈＝±＝プg　『≡⊆♂。　∈≡≡巨ラグ1－　∈＝⊆＝ゴー2

『＝＝＝］ここク，。

第232図　第124号住居跡出土遺物実測図

第124号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　5cm

＿　＿」－l

図版番号器　　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　考

第232図小　　　皿A　　8．8平底。休部は外傾しながら立ち上が口縁部及び体部内・外面ロクロナ長石・雲母・赤色粒子P335100％　PL90

9土　師　器B　1，7

C　　7．0

り，口縁部に至る。デ。底部回転糸切り。底部内面に1

条の沈線が巡る。

橙色

普通

炉南側覆土下層

10

小　　　皿1A　　8．6平底。休部は外傾しながら立ち上が口緑部及び体部内・外面ロクロナ長石・雲母・赤色粒子P336100％　PL90

土　師　器B　　2．0

C　　5．2

り，口縁部に至る。デ。底部回転糸切り。明赤褐色

普通

炉南側床面

11

小　　　皿A　　8，6平底。体部は外傾しながら立ち上が口縁部及び体部内・外面ロクロナ長石・雲母・赤色粒子P337　80％　PL90

土　師　器B　1．7

C　　5．4

F），日録部に至る。デ。底部回転糸切り。黄灰色

普通

炉南側床面

12

小　　　皿A　　8．0平底。休部は外傾しながら立ち上が口縁部及び体都内・外面ロクロナ長石・雲母・赤色粒子P338　60％　PL90

土　師　器B　1，7

C　　6．8

り，口縁部に至る．。デ。底部回転糸切り。褐色

普通

南l哀覆土中

13

小　　　皿A　　8．4平底。体部は外傾しながら立ち上が目線部及び体部内・外面ロタロナ長石・雲母・赤色粒子P339　40％　PL90

土　師　器B　l．4

C〔6．0〕

り，口縁部に至る。デ。底部回転糸切り。黒褐色

普通

両区覆土中

第125号住居跡（第233・234図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3el区。

重複関係　本跡が第126・127号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸3．08m，短軸2．90mの方形である。

主軸方向　N－920－E

壁　壁高は48－60cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。壁の内側全体は厚さ6cmほどの貼床になっているが，特に踏み固めらたところは認

められない。

貼床土層解説

7　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
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明　石　遺　跡

ピット　9か所（Pl～P9）。Plは径30cmの円形，深さ18cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考え

られる。Plに隣接してP2及びP3があり，径22～26cmの円形，深さ18cmで，補助柱穴もしくは柱を立て替

えたものと思われる。P4は径26cmの円形，深さ12cmで，竃の南袖部の西側に掘り込まれておりl，位置から竃

に関連するピットと考えられる。P5～P9は径20～44cmの円形，深さ10～14cmで，本跡に伴うピットと判断

したが，第126・127号住居跡に伴うピットの可能性も否定できない。いずれにせよ，P5～P9の性格は不明

である。

竃　東壁中央部北寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ84cm，両袖幅86cmで，壁外への掘り

込みは掘り方まで含めて60cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレ

ベルで，浅い皿状をしている。燃焼部内には支脚として使用された礫（雲母片岩）が遺存していた。煙道部の

平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がり，煙道口部には厚さ12cmにわたって粘土と砂粒を混ぜ

たものを貼っている。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
2　暗　褐　色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
3　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
4　極暗赤褐色　焼土中・小ブロック・焼土粒子・粘土粒子中量，砂粒少量，炭化物・炭化粒子微量
5　極暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中・小ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量，炭化物・炭化粒子微量
6　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
7　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中・小ブロック・炭化粒子微量
8　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
9　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
10　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
11極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
12　暗　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
13　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
14　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
15　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
16　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック微量
17　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
18　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
19　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
20　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

覆土　6層からなる。6層及び5層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。4層から1層は自然

堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子中量，焼土粒子・粘土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

遣物　土師器及びその小破片373点，須恵器及びその中破片222点，灰粕陶器の小破片1点，刀子1点が出土し

ている。第234図1～3は土師器，4・5は須恵器である。覆土上層では，4の杯がP8の北側から横位の状

態で，5の高台付杯が竃の西側から正位の状態でそれぞれ出土している。竃では，2の嚢が燃焼部から壊れた

状態で出土している。ピットでは，1の高台付皿がP4の覆土下層から正位の状態で出土している。また，3

の嚢が竃の燃焼部及び竃の西側の覆土下層から散乱した状態で出土している。その他にも南西区の覆土中から

6の刀子が出土している。

所見　本跡は，東壁に竃を有する住居跡である。竃の燃焼部からは，礫が支脚として使用されたままの状態で

出土しており，竃使用時の様子をうかがい知ることができる。また，竃に関連するピットと考えられるP4内

から，本来供膳具である高台付皿が二次焼成を受けずに出土していることから，住居を廃棄するに当たって，

高台付皿をP4の中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から

9世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第234図高台付皿A 〔15．2〕底部は平底で，ハの字に開く高台がロ縁部及び休部外面ロタロナデ，内石英ト長石・雲母・赤色粒子P341　70％　PL91

1

土　師　器B　　3．3 付く。休部は緩やかに外傾しながら面ロクロナデ後，横位のヘラ磨き。にぷい赤褐色 P4寿賀土下層

D　　7．0

E　1．2

立ち上がり，ロ緑部は外反する。 底部回転へラ削り後，高台貼り付け。

皿部内面黒色処理。

普通

2

璽 A 〔20．8〕ロ緑部片。頭部はくの字状に屈曲す口緑部及び頸部内・外面横ナデ。 石英・長石・雲母 P342　10％

土　師　器B （4．4）る。ロ緑部は外反気味に開き，端部

をつまみ上げている。

にぷい橙色

普通

電燃焼部

3

璽 B （32．8）口緑部欠損。平底。休部は長胴形を頸部内・外面横ナデ。休部外面横位石英・長石 P343　30％

土　師　器C 〔9．2〕呈し，最大径を上位にもつ。 のハケ目調整後，ナデ，下端横位のにぷい褐色 竃燃焼部，

ヘラ削り，内面へラナデ。 普通 電西側覆土下層．

P345　10％

4

杯 A 〔13．6〕底部欠損。体部は外傾しながら立ちロ緑部及び体部内・外面ロクロナ石英・長石・雲母

須　恵　器B（3．8）上がり，ロ緑部に至る。 デ。 褐色

普通

P8北側覆土上層

ロ縁都内面油煙付着

5

高台付杯B（3．0）底部片。底部は平底で，ハの字状に体部内・外面ロクロナデ。底部回転石英・長石・雲母 P346　20％

須　恵　器D〔10．4〕

E　l．6

開く高台が付く。 ヘラ削り後，高台貼り付け。 灰色

普通

電西側覆土上層

図版番号種　　別

計　　　　　 測　　　　　 値
出　土　地　点 備　　　　　 考

長さ（cm）帽（cm）厚さ（cm）重畳（g）

第234図6刀　　　子 （8．8） 2．1 0．4 （25，9）南西区覆土中 刃郎片　Mll　　　PLl13
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明　石　遺　跡

第126号住居跡（第233・235・236図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3el区。

重複関係　本跡が第127号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第127号住居跡よりも新しい。また，第

125号住居に掘り込まれているため，本跡の方が第125号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸3．80m，短軸3．68mの方形である。

主軸方向　N－10－E

壁　壁高は40～50cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅14～20cm，下幅6～12cm，深さ4～10cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固めらたところは認められない。

ピット　4か所（PlO～P13）。PlO及びPllは径22～26cmの円形，深さ26－28cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P12は径22cmの円形，深さ20cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P12に隣

接してP13があり，径22cmの円形，深さ20cmで，補助柱穴もしくは柱を立て替えたものと思われる。

竃　北壁中央部に付設されているが，上部は第125号住居によって壊されている。焚口部から煙道口部までの

長さ88cmで，壁外への掘り込みは28cmである。付近の覆土の含有物から袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されて

いたものと思われる。火床面は床面を18cmほど皿状に掘り込んだ後，埋め戻した上に形成されている。煙道部

の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

0　　　　　　　　　　　　　　　1m」
第235図　第126号住居跡竃土層断面図

竃土層解説

1暗　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
2　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
4　暗赤褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子微量

5　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
6　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
7　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子・粘土小ブロック微量

8　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・粘土粒子中量，ローム中ブロック。焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
9　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

覆土　4層からなる。11層から8層まですべて自然堆積である。

土層解説

8　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
9　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
10　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
11暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

遺物　土師器の小破片10点，須恵器2点，鉄釘1点が出土している。図示した土器は須恵器である。覆土上層

では，第236図7の杯（墨書有）が南東コーナー部から横位の状態で，9の鉄釘が南西コーナー部からそれぞ

れ出土している。覆土中層では，8の盤が北東コーナー部から斜位の状態で出土している。

所見　本跡は，大部分を第125号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なく，出土遺物も少

なかったが，判読できないが体部外面に墨書された須恵器杯が出土しており，注目される。本跡の時期は，出

土遺物から9世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。
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第236図　第126号住居跡出土遺物実測図

第126号住居跡遺物観察表

卦

0　　　　　　　　　　　　10cm

」－　　　　Ⅰ　　　　一一」

図 版 番 号 器　　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 2 3 6 図 土不 A 〔1 2 ．8 〕 平 底 。 体 部 は 外 傾 し な が ら 立 ち 上 が 口 緑 都 及 び 体 郡 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 長 石 ・雲 母 P 3 4 4　 5 0 ％　 P L 9 1

7 須　 恵　 器 B　　 4 ．2 り ， ロ 緑 部 に 至 る 。 デ 。 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り 。 底 部 に ぷ い 褐 色 南 東 コ ー ナ ー 部 覆 土 上 層

C　　 6 ．6
回 転 へ ラ 切 り 後 ， 手 持 ち へ ラ 削 り 。 普 通 休 部 外 面 墨 書 「ロ 」 ？

8

盤 A　 1 5 ．4 底 部 は 平 底 で ， ハ の 字 状 に 開 く 高 台 口 縁 都 及 び 体 郡 内 ・ 外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・ 長 石 ・雲 母 P 3 4 7 1 0 0 ％　 P L 9 1

須　 恵　 器 B　　 4 ．0 が 付 く 。 休 部 は 穏 や か に 外 傾 し な が デ 。 底 部 回 転 へ ラ 削 り 後 ， 高 台 貼 り 褐 灰 色 北 東 コ ー ナ ー 部 覆 土 中 層

D　　 8 ．8

E　 l．2

ら 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 と の 境 に 稜 を

も つ 。 ロ 緑 部 は 外 反 す る 。

付 け 。 普 通

図 版 番 号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ （c m ） 太 さ （c m ） 重 量 （g ）

第 2 3 6図 9 鉄　　　 釘 （3 ．2） 0．7 ×0．4 （ 1．4） 南 西 コ ー ナ ー 部 覆 土 上 層 基 部 欠 損　 N I 1 2　　 P L 1 1 3

第127号住居跡（第233・237・238図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2dO区。

重複関係　本跡は第125・126号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い0

規模と平面形　長軸4．36m，短軸3．66mの長方形である。

主軸方向　N－50－W

壁　壁高は26－30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南西コーナー，西壁及び北壁西側の壁下を巡っている。上幅14～18cm，下幅6－10cm，深さ8～10cmで，

断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固めらたところは認められない0

ピット　2か所（P14・P15）。P14は径24cmの円形，深さ30cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考え

られる。P15は径22cmの円形，深さ18cmで，竃の西袖部の南側に掘り込まれており，位置から竃に関連するピ

ットと考えられる。

貯蔵穴　北東コーナー部に付設されている0二段掘り込みになっており，上段は径88cmの円形，深さ36cmで，

下段は長径78cm，短径64cmの楕円形，深さ16cmで，床面から下段底面までの深さは52cmである。

貯蔵穴土屈解説
1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少鼠焼土粒子微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム′トブロック中量，ローム中ブロック少量
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竃　北壁中央部西寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ124cm，両袖幅146。mで，壁外への掘

り込みは66cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を20cmほど皿状に掘り込んだ

後，埋め戻した上に形成されている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部

内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

5

第237図　第127号住居跡竃土層断面図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　l l

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
2　褐　　　色　粘土粒子多量，ローム粒子・粘土小ブロック中量，焼土粒子・粘土粒子中ブロック・砂粒少量
3　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

4　暗　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子中量，ローム小ブロック・粘土中・小ブロック・砂粒少量
5　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
6　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子・粘土中・小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
7　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒・灰少量
8　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量

9　暗赤褐　色　焼土中・小ブロック・焼土粒子多量
10　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量

11暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・粘土中・小ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
12　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子少量

13　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

14　暗　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
15　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，ローム中ブロック微量
16　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック微量

17　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック凍土粒子中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック欄土小ブロック・砂粒少量，粘土中ブロック微量
18　灰　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

19　褐　　　色　粘土粒子多量，ローム粒子・粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
20　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
21にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
22　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
23

24

褐

褐

色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，粘土粒子・砂粒微量

覆土　3層からなる。19層から17層まですべて自然堆積である。

土層解説

17　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
18　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

19　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器の小破片10点，須恵器及びその小破片20点が出土している。図示した土器は須恵器である。床面

では，第238図14の蓋が竃の西側から横位の状態で出土している。竃では，10・11の杯（10は墨書有）及び13

の高台付杯が西袖部から斜位の状態で，15・16の蓋が燃焼部と煙道部から壊れた状態で，17の蓋が煙道部から

逆位の状態で，18の蓋が燃焼部から壊れた状態で，19の蓋が燃焼部から正位の状態でそれぞれ出土している。

その他にも北東区の覆土中から12（墨書有）の杯が出土している。
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第238図　第127号住居跡出土遺物実測図

第127号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 券　　 種 計 測 値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 23 8園 土不 A 〔12．6 〕 平 底 。 休 部 は 外 傾 し な が ら 立 ち 上 が 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 長 石 ・雲 母 P 348　 60 ％　 P L 9 1

10 須　 恵　 器 B　　 3．2 り， 口 緑 部 に 至 る 。 デ 。 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り 。 底 部 灰 白 色 竃 酋 袖 部

C　　 S．0 手 持 ち へ ラ 削 り。 普 通 底 部 外 面 墨 書 「寺 」

P 349　 40 ％　 P L 9 1

11

土不 A　 13．2 底 部 一 部 欠 損 。 平 底 。 体 部 は 外 傾 し ロ 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母

須　 恵　 器 B　　 4．0

C 〔8．2〕

な が ら立 ち 上 が り， 口緑 部 に 至 る。 デ 。 休 部 下 端 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部

手 持 ち へ ラ削 り。

灰 色

普 通

磁 西 袖 部

12

珂こ B （2 ．5） 底 部 か ら 体 部 下 半 に か け て の 破 片 。 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 体 部 下 端 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 3 50　 40 ％　 P L 9 1

須　 恵　 器 C　　 7 ．8 平 底 。 休 部 は 外 傾 し な が ら 立 ち 上 が 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部 手 持 ち へ ラ 削 灰 色 北 東 区 覆 土 中

る 。 り。 普 通

石 英 ・長 石 ・雲 母

底 部 外 面 墨 こ杏 「上 寺 」

P 3 51　 8 0％　 P L9 1

13

高 台 付 杯 A　 lO ．4 底 部 は 平 底 で ， ハ の 字 状 に 開 く低 い 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ

須　 恵　 器 B　　 4．5 高 台 が 付 く。 休 部 は 外 傾 し な が ら 立 デ 。 体 部 下 端 回 転 へ ラ 削 り 。 底 部 回 灰 黄 褐 色 電 西 袖 部

D　　 7．0

E　　 O．9

ち 上 が り， 口緑 部 に 至 る 。 転 へ ラ 削 り後 ， 高 台 貼 り付 け 。 普 通 口 緑 部 内 面 油 煙 付 着

14

蓋 A　 15．2 天 井 部 は 笠 形 で ， 擬 宝 珠 状 の つ ま み 口 緑 部 及 び 外 周 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 352 100％　 P L 9 1

須　 恵　 器 B　　 3．9 が 付 く。 ロ 緑 部 は 短 く折 り返 し て い デ 。 天 井 部 回 転 へ ラ 削 り後 ， つ ま み 灰 黄 褐 色 電 西 側 床 面

F　　 3．4

G　 l．2

る 。 接 合 。 普 通

15

蓋 A　 15．4 天 井 部 は 笠 形 で ， 擬 宝 珠 状 の つ ま み 口 縁 部 及 び 外 周 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 353　 80 ％　 P L 9 1

須　 恵　 器 B　　 3．0 が 付 く。 口縁 部 は 短 く折 り 返 し て い デ 。 天 井 部 回 転 へ ラ 削 り 後 ， つ ま み 灰 色 薗 燃 焼 部 ・煙 道 部

F　　 3．2

G　　 O．9

る 。 接 合 。 普 通

16

蓋 A　 15．6 天 井 部 は 笠 形 で ， 擬 宝 珠 状 の つ ま み ロ 緑 郡 及 び 外 周 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 35 4　 80 ％　 PL 9 1

須　 恵　 器 B　　 3．5 が 付 く 。 口 緑 部 は 短 く折 り返 して い デ 。 天 井 部 回 転 へ ラ 削 り後 ， つ ま み 黄 灰 色 塩 燃 焼 部 ・煙 道 部

F　　 2．8

G　 l．3

る 。 接 合 。 普 通

17

蓋 A 〔14．4〕 天 井 部 は 笠 形 で ， 擬 宝 珠 状 の つ ま み ロ 縁 部 及 び外 周 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 3 55　 30％　 P L 91

須　 恵　 器 B　　 2 ．6 が 付 く。 口 縁 部 は 短 く 折 り返 し て い デ 。 天 井 部 回 転 へ ラ 削 り後 ， つ ま み 灰 黄 褐 色 竃 煙 道 部

F　　 3 ．2

G　　 O ．9

る 。 接 合 。 普 通

18

蓋 A 〔14．2〕 天 井 部 は 笠 形 で ， 擬 宝 珠 状 の つ ま み 口 緑 部 及 び 外 周 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 356　 50 ％　 P L 9 1

須　 恵　 器 B　　 3．8 が 付 く。 ロ 緑 部 は 短 く折 り返 し て い デ 。 天 井 部 回 転 へ ラ 削 り後 ． つ ま み 灰 黄 褐 色 塩 燃 焼 部

F　　 3．2

G　 l．0

る 。 接 合 。 普 通
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図版番 号 器　　 種 ‾ 計測値（cm） 器 ・形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第23 8図 蓋 A t 15．4〕 つ まみ部 欠損。 天井部 は笠 形で ある。 口緑 部及 び外 周 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 石英 ・長石 ・雲 母 P 357　 30％　 P L 91

19 須　 恵　 器 B　 l．9 口縁 部 は短 く折 り返 して いる。 デ。 天井部 回転へ ラ削 り・。 灰色

普通

竃 燃焼 部

所見　本跡の遺物としては，底部外面に「寺」と墨書された須恵器杯や，底部外面に「上寺」と墨書された須

恵器杯が出土していることから，付近に仏堂的な建物があった可能性が考えられる。また，竃内から本来供膳

具である蓋が二次焼成を受けずに出土していることから，住居を廃棄するに当たって，蓋を竃の中に埋納する

という祭祀行為が行われた可能性も考えられる。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期

と考えられる。

第128号住居跡（第239・240図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2d9区。

規模と平面形　長軸3．84m，短軸3．18mの長方形である。

主軸方向　N－340－W

壁　壁高は34～44cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅16～20cm，下幅6～14cm，深さ6～10cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径30～44cmの円形，深さ18～26cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。このうち，P2内には柱を抜き取ったと思われる痕跡がある。P5は径28cmの円形，深さ18cmで，

位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北西壁中央部西寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ84cm，両袖幅96cmで，壁外への掘

り込みは30cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を18cmほど皿状に掘り込んだ

後，埋め戻した上に形成されている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部

内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒微量
3　暗　赤褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子少量
4　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子多量，焼土中ブロック・粘土小ブロック中量，ローム粒子・粘土中ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック・粘土粒子中量，焼土中ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量
6　灰　褐　色　焼土粒子・灰多量，炭化粒子少量
7　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，灰中量
8　赤　褐　色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，焼土中ブロック中量
9　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量
10　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
11赤　褐　色　焼土粒子・粘土粒子多量，焼土中ブロック・粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒少量
12　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化物微量
13　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒微量
14　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・粘土小ブロック’・砂粒少量，焼土粒子・粘土中ブロック微量
15　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
16　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・砂粒少量
17　にぷい赤褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
18　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
19　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
20　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
21褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
22　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積である。
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第239図　第128号住居跡実測図

土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・粘土小ブロック・粘土粒子中量，粘土中ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器の小破片200点，須恵器の小破片10点，刀子1点，銑鉄1点，鉄製紡錘車1点が出土しているが，

土器類はいずれも細片で，図示できるものはない。覆土上層では，第240図2の鉄鉄がPlとP2の間から出

土している。覆土中層では，1の刀子が竃の南側から出土している。竃では，3の鉄製紡錘車が東袖部から鉄

製の軸棒を挿入したままの状態で出土している。また，P3とP4の間の床面から拳大の礫7点がまとまって
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明　石　遺　跡

‾頂二　塾

〓
m
け
椚
M
n

出土している。

所見　本跡は，他の住居跡とは重複していないにもかかわらず，床面

及び竃内からの土器の出土量は少なかった。また，床面から拳大の礫

がまとまって出土しているが，その性格は不明である。本跡の時期は，

出土遺物から8世紀代と考えられる。

0　　　　　　　　5cm

j i i

第240図　第128号住居跡出土遺物実測図

第128号住居跡遺物観察表

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第240図 1 刀　　　 子 （4．2） （0．8） 0．3 （2．2） 竃南側覆土中層 茎部片　 M 13　　　 P L 113

2 鉄　　　 鉄 （9．3） （0．7） 0．8 （10．8） P l ・P 2 間覆土上層 茎部片　 M 14　　　 P L 113

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径 （cm ） 厚さ（cm ） 孔径（cm ） 軸棒長さ（cm ）軸棒太さ（。m ） 重量 （g ）

第2 40図 3 鉄製紡錘車 4．4 0．4 0．6 （1 1．7） 0．6 ×0．6 （44．1） 竃東袖如 軸棒部一部欠損　 M 15　PL 113

第129号住居跡（第241・242図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3C2区。

重複関係　本跡は第192号土坑に掘り込まれているため，本跡の方が第192号土坑よりも古い。

規模と平面形　長軸4．60m，短軸4．22mの方形である。

主軸方向　N－110－W

壁　壁高は38～48cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅16～30cm，下幅10～20cm，深さ4～8cmで，断面形は逆台

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット10か所（Pl～PlO）。Plは二段掘り込みになっており，上段は径46cmの円形，深さ16cmで，下段は

径22cm，深さ30cmで，床面から下段底面までの深さは46cmである。P2～P4は径44～68cmの円形，深さ30～

52cmである。Pl～P4は規模や配列から主柱穴と考えられる。このうち，P2及びP4内には柱を抜き取っ

たと思われる痕跡がある。P3に隣接してP5があり，径40cmの円形，深さ34cmで，補助柱穴もしくは柱を立

て替えたものと思われる。P6は径40cmの円形，深さ50cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられ
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第241図　第129号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

る。P7は径22cmの円形，深さ24cmで，P6と同じ主軸線上に掘り込まれており，位置や配列からP6に準ず

る出入り口施設に伴うピットと考えられる。P8及びP9は径30～44cmの円形，深さ16～26cmで，それぞれ

東・西両壁際に掘り込まれており，位置や配列から主柱穴に準ずる補助柱穴と考えられる。PlOは径34cmの円

形，深さ56cmで，性格は不明である。

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ130cm，両袖幅110cmで，壁外への掘

り込みは32cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を14cm掘りくぼめており，血

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。また，煙道部の東側底面は，

西側底面よりも一段低くなっており，竃の造り替えが行われたものと考えられる。当初の竃は東側底面だけの

幅の狭いものであったが，後に焚口部から煙道部に至るまで西側に幅を広げたものと思われる。袖部内面及び

火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒微量
2　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
3　にぷい褐色　粘土粒子多量，粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土中ブロック・砂粒少量，焼土小ブロック微量
4　褐　　　色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
5　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
6　灰　褐　色　粘土小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・砂粒少量
7　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
8　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック微量
9　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
10　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量
11にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中畳，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
12　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
13　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
14　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック微量
15　にぷい褐色　粘土粒子多量，焼土粒子・粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土中ブロック・砂粒少量
16　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
17　にぷい褐色　粘土粒子多量，粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土中ブロック・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土′トブロック微量
18　にぷい褐色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，粘土中ブロック微量
19　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
20　にぷい褐色　粘土粒子多量，粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土中ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
21にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，粘土粒子・砂粒微量
22　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
23　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
24　暗赤褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土′トブロック少量，粘土粒子・砂粒微量
25　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
26　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，粘土粒子・砂粒微量
27　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量
28　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと

考えられる。3層から1層は自然堆積である。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，

焼土小ブロック・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，

焼土粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子中量，
ローム中ブロック・焼土小ブロック・粘土小ブロック少量，
炭化粒子・粘土中ブロック微量

遺物　土師器の小破片300点，須恵器及びその中破片31点が出土し

ている。第242図1は須恵器杯で，P2の西側の覆土上層から斜位

？　一　号cm　　の状態で出土している。

第242図　第129号住居跡出土遺物実測図

所見　本跡は，他の住居跡とは重複していないにもかかわらず，床面及び竃内からの遺物の出土量は少なかっ

た。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。
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第129号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 券　　 種 計 測 値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 2 42回 士不 B （4．4） 口 綾 部 欠 損 。 平 底 。 体 部 は 外 傾 し な 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 。 休 部 下 端 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 358　 50％　 P L 9 1

1 須　 恵　 器 C　　 8．6 が ら 立 ち 上 が る 。 手 持 ち へ ラ 削 り。 底 部 手 持 ち へ ラ 削

り。

灰 色

普 通

P 2 西 側 覆 土 上 層

第130号住居跡（第243～245図）

位置　調査Ⅲ区の中央部，D3bl区。

重複関係　本跡は第221・225・226号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの土坑よりも古い。

規模と平面形　長軸2．76m，短軸2．66mの方形である。

主軸方向　N－940－E

壁　壁高は2－12cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅18～22cm，下幅10－12cm，深さ4～6cmで，断面形は逆台

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ll

可

第243図　第130号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

ピット　9か所（Pl～P9）。Pl及びP2は径22cmの円形，深さ28～36cmで，規模や配列から主柱穴と考え

られる。P3は径20cmの円形，深さ22cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P4～P9は

径24～46cmの円形，深さ18～60cmで，性格は不明である。

住居内土坑　北壁際中央部に掘り込まれており，径92cmの円形，深さ22cmで，断面形はU字形をしている。性

格は不明である。

竃　東壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ84cm，両袖幅78cmで，壁外への掘り込みは

40cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を14cm掘りくぼめており，皿状をして

いる。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受けて

赤変硬化している。

竃土層解説
1　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子少量

2　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，焼土中ブロック少量
3　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒微量
5　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
6　褐　　　　色　ローム粒子・粘土粒子中量，砂粒少量，焼土粒子微量　　　　　　　　　　　　　　　′

7　褐　　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
4　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック微量

遺物　土師器及びその小破片442点，須恵器の小破片20点が出土している。図示した土器は土師器である。床

面では，第244・245図3の高台付椀（墨書有）が竃の西側から正位の状態で，10の小形嚢が竃の西側から壊れ

た状態で，11の小形嚢が竃の南側から壊れた状態でそれぞれ出土している。竃では，1の杯及び6の鉢が燃焼

部から，1が上，6が下と逆位で重なった状態で，2の杯が火床面から横位の状態で，5の蓋が燃焼部から逆

位の状態で，12の小形嚢が燃焼部と煙道部から壊れた状態で，7の嚢が燃焼部と北袖部から壊れた状態でそれ

ぞれ出土している。また，4の高台付椀がP6の北側の床面及びP8の南側の床面から散乱した状態で，9の

嚢が住居内土坑の上面，住居内土坑の南側の床面，P8の上面，P8の南側の床面及び竃の西側の床面から散

乱した状態でそれぞれ出土している。さらに，8の嚢が竃の焚口部から横位のままつぶれた状態で出土してい

るが，竃の西側の床面から出土した4片とも接合関係にある。なお，1の杯及び6の鉢は，その出土状況やそ

れぞれ二次焼成を受けていることから，支脚として転用されていた可能性がある。　　　　　　　　　　ノ

第130号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第244図 ま不 A　 13．2 平底。体部は内攣しながら立ち上が 口緑 部及び体 部内 ・外面 ロク ロナ 長石・雲母・赤色粒子 P 35 9　 90％　 PL 91

1 土　 師　 器 B　　 4．1

C　　 7．0

り，口緑部は外傾する。 デ。底部回転糸切 り。内面黒色処理。 にぷい橙色

普通 （二次焼成）．

竃燃焼部

竃支脚 として転用 ？

2

杯 A 〔12．0〕 平底。体部は内暫 しなが ら立ち上が 口緑部及び体部外面ロクロナデ，内 石英 ・長石 ・雲母 P 360　 30％　 PL 92

土　 師　 器 B　　 4．1

C　　 5．8

り，口緑部は外傾する。 面 ロクロナデ後，横位のヘラ磨 き。

底部回転糸切 り。内面黒色処理。

橙色

普通

竃火床面．

3

高 台 付 椀 A　 13．4 底部は平底で，ハの字状に開く高台 口輝部内 ・外面 ロクロナデ後，横位 長石・雲母・赤色粒子 P 364 100％　 PL 9 1

土　 師　 器 B　　 4．3 が付 く。体部は緩やかに内攣 しなが のヘラ磨き。体部外面ロクロナデ， 橙色 竃西側床面

D　　 7．2 ら立ち上が り，口緑部はわずかに外 内面ロクロナデ後，横位のヘラ磨き。 普通 体部外面墨書 「日」

E　 l．6 反する。 底部回転へラ削 り後，高台貼 り付け。

椀部内面黒色処理。
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第244図　第130号住居跡出土遺物実測図（1）
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明　石　遺　跡

第245図　第130号住居跡出土遺物実測図（2）
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図版番号券　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成
l

備　　　　考

第244図高台付椀A〔15．2〕高台部欠損。平底。体部は内攣しな口緑部及び体部外面ロクロナデ，内石英・赤色粒子 P365　40％　PL92

4
土　師　器B（6．2）がら立ち上がり，口緑部は外傾する。

1

面ロクロナデ後，横位のへラ磨き．。にぷい橙色 P6北側床面，

底部回転へラ削り後，高台貼り付け。

椀部内面黒色処理。

普通 P8南側床面

5

蓋 A．14．2天井部は伏せ皿形で，高台状のつま口緑部及び外周部内・外面ロクロナ長石・雲母・赤色粒子P367　95％　PL91

土　師　器B、3．9みが付く。口緑部は内攣しながら垂デ後，横位のへラ磨き。天井部つま黒褐色 竃燃焼部

F　　4．8

G　1．0

下し，端部を丸く収めている。 み接合後，横位のベラ磨き。つまみ

部横位のヘラ磨き。内・外面黒色処

理。

普通

6

鉢 A〔20．4〕平底。体部は内攣しながら立ち上が口縁部及び体部外面ロクロナデ，・内石英・長石・赤色粒子P368　60％　PL91

土　師　器・B　12．3る。口緑部は外傾し，内面下端に弱面ロクロナデ後，痍位のへラ磨き。にぷい橙色 竃燃焼部

C　　9．4い稜をもつ。 体部下端手持ちへラ削り。底部手持

ちへラ削り。内面黒色処理。

普通（二次焼成）竃支脚として転用？

7

嚢 A〔20．8〕平底。体部は長胴形を呈し，最大径口緑部及び頸部内・外面横ナデ。体石英・長石 P372　70％　PL92

土　師　器B　32．4を上位にもつ。頚部はくの字状に屈部外面上位ナデ，下位横位のヘラ削にぷい黄褐色 竃燃焼部・北袖部

C　lO．8曲する。口緑部は外反気味に開き，

端部をつまみ上げている。

り，内面へラナデ。底部木葉痕。普通

8

要 A　20．0底部欠損。体部は長胴形を呈し，最口緑部及び頸部内・外面横ナデ。体石英・長石・赤色粒子P373　80％　PL92

土　師　器B（27．8）大径を上位にもつ。頚部はくの字状部外面上位ナデ，下位縦位のへラ削浅黄橙色 竃焚口部，

に屈曲する。口緑部は外反気味に開

き，端部をつまみ上げている。

り，内面へラナデ，上端横位のパケ

目調整。

普通 竃西側床面
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第245園 嚢 A 〔20．6〕 体 部上半か ら口縁部にか けての破 口緑部及 び頸部 内 ・外 面ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 374　 20％　 PL 92

土　 師　 器 B （19．3） 片。休部は内攣しながら立ち上がる。 デ。体部内 ・外面ナデ。 浅黄色 住居内土坑上面，

9 頚部は くの字状 に屈曲す る。 口緑

部は外反 して開 き，端部 に稜 をも

つ。

普通 住居内土坑南側床面，

P 8上面，P8南側床面，

竃西側床面

10

嚢 A 〔13．8〕 平底。体部は球形を呈 し，最大径を 口＿緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英・長石 ・赤色粒子 P 369　 70％　 PL 9 2

土　 師　 器 B　 13．1 中位 にもつ。頚部はくの字状に屈曲 部外面上位縦位のヘ ラ削 り，下位横 にぷい橙色 ． 竃西側床面

C　　 9．6 する。口緑部は外反気味に開き，端

部をつまみ上げている。

位のヘラ削 り，内面へラナデ，下端

横位のパケ目調整。

普通

11

小　 形　 棄 A　 14．0 底部一部欠損。平底。体部 は長胴形 口縁部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英 ・長石 ・雲母 P 370　 60％　 PL 92

土　 師　 器 B　 20．5 を呈 し，最大径を上位に もつ。頚部 部外面上位ナデ，下位横位のヘ ラ削 明赤褐色 竃南側床面

C　　 8．4 ‾ はくの字状に屈曲する。口緑部は外

反気味に開き，端部をつ まみ上げて

いる。

り，内面へラナデ。 普通

12

小　 形　 襲 A 〔14．6〕 底部欠損。体部は長胴形を呈 し，最 口緑部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英・長石・赤色粒子 P 371 10％　 PL 92

土　 師　 器 B （12．0） 大径を上位にもつ。頚部は くの字状 ．部外面上位ナデ，下位横位のヘラ削 橙色 竃燃焼部 ・煙道部

に屈曲す る。口緑部は外反気味に開

き，端部をつまみ上げている。

り，内面へラナデ。 普通

所見　本跡は，東壁に竃を有する一辺が3m未満の小形の二本柱の住居跡である。遺物としては，体部外面に

「日」と墨書された高台付椀が出土しており，注目される。また，竃内から本来供膳具である杯1蓋が二次焼

成を受けずに出土していることから，住居を廃棄するに当たって，珂∴蓋を竃の中に埋納するという祭祀行為

が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遣物から10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第131号住居跡（第246・247図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C3i3区。

重複関係　本跡が第132～134・144号住居跡，第14号溝を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの遺構より

も新しい。

規模と平面形　長軸4．46m，短軸3．90mの長方形である○

主軸方向　N－970－E

壁　壁高は10－20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている○上幅16－20cm，下幅6－12cm，深さ8～12cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竜の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径26cmの円形，深さ16cmで，規模や位置から主柱穴と考えられる。P2

は径70。mの円形，深さ18cmで，北東コーナー部に掘り込まれているが，性格は不明である。

竃　東壁中央部南寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ144cm，両袖幅102cmで，壁外への掘

り込みは68cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を14cm掘りくぼめており，皿

状をしている。燃焼部内には支脚として使用された礫（斑楯岩）が遺存していた。煙道部の平面形は逆U字形

で，緩やかに外傾しながら立ち上がる○袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化物・炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，焼土粒子・砂粒少量
4　極暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
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5　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
6　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化物・炭化粒子微量
7　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量

8　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
9　黒　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック微量
10　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
11暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

覆土　6層からなる。6層及び5層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。4層から1層は自然

堆積である。

土居解説

1　黒　褐　色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック微量
ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子中量，ローム中・′トブロック・焼土粒子少量

ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量
粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量
粘土粒子多量，焼土粒子中量，ローム粒子少量

316



第247図　第131号住居跡出土遺物実測図

第131号住居跡遺物観察表

図 版 番 号 券　　 種 計 測値 （血） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 247 回 高 台 付 椀 A　 13．8 底 部 は 平 底 で ， ハ の 字 状 に 開 く低 い ロ 緑 部 及 び 休 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ ， 内 石 英 ・長 石 P 429 100 ％　 P L 92

1
土　 師　 器 B　　 5．1 高 台 が 付 く。 休 部 は 内 攣 し な が ら立 面 ロ ク ロ ナ デ 後 ， 横 位 の ヘ ラ 磨 き 。 橙 色 亀 南 側 覆 土 下 層

P 430 100 ％　 P L9 2

D　　 6．2 ち 上 が り， 口 緑 部 は わ ず か に 外 反 す 底 部 回 転 へ ラ切 り 後 ， 高 台 貼 り付 け 。 普 通

E　　 O．8 る 。 椀 部 内 面 黒 色 処 理 。

2

高 台 付 椀 A　 13．4 底 部 は 平 底 で ， ハ の 字 状 に 開 く低 い ロ 緑 郎 及 び 体 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ ， 内 石 英 ・長 石

土　 師　 器 B　　 5．8 高 台 が 付 く。 高 台 端 部 の 内 面 に段 を 面 ロ ク ロ ナ デ 後 ， 横 位 の ヘ ラ 磨 き 。 に ぷ い 黄 橙 色 西 壁 溝 底 面

P 43 1 10 0％　 P L 92

D　　 6．2 もつ 。 体 部 は 内 野 し な が ら 立 ち 上 が 底 部 回 転 へ ラ 切 り 後 ， 高 台 貼 り付 け 。 普 通

E　 l，0 り， ロ 縁 部 は わ ず か に外 反 す る 。 椀 部 内 面 黒 色 処 理 。

3

高 台 付 椀 A　 13．4 底 部 は 平 底 で ， ハ の 字 状 に 開 く低 い ロ 縁 部 及 び 体 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ ， 内 石 英 ・長 石

土　 師　 器 B　　 5．0 高 台 が 付 く 。 体 部 は 内 野 し な が ら 立 面 ロ ク ロ ナ デ 後 ， 横 位 の ヘ ラ 磨 き 。 橙 色 電 南 側 覆 土 下 層

P 4 32　 30％

D　　 7 ．4 ち 上 が り， 口 縁 部 は わ ず か に 外 反 す 底 部 回 転 へ ラ 切 り後 ， 高 台 貼 り付 け 。 普 通

E　　 O ．9 る 。 椀 部 内 面 黒 色 処 理 。

4

高 台 付 椀 A 〔16．0〕 底 部 欠 損 。 休 部 は 内 野 し な が ら立 ち 口 緑 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ デ 後 ， 横 位 石 英 ・長 石

土　 師　 等 B （ 5．0） 上 が り， 口縁 都 は わ ず か に外 反 す る 。 の ヘ ラ 磨 き 。 休 部 外 面 ロ ク ロ ナ デ ，

内 面 ロ ク ロ ナ デ 後 ， 横 位 の ヘ ラ 磨 き 。

内 面 黒 色 処 理 。

明 赤 褐 色

普 通

南 西 コ ー ナ ー 郎 床 面

5

高 台 付 椀 A　 13．6 底 部 は 平 底 で ， ハ の 字 状 に 開 く高 い 口 縁 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 P 433 100％　 P L 92

土　 師　 器 B　　 5．3 高 台 が 付 く。 高 台 端 部 の 内 面 に 段 を デ 。 底 部 回 転 へ ラ切 り後 ， 高 台 貼 り に ぷ い 橙 色 P l 東 側 床 面

D　　 7．2

E　 l．8

も つ 。 体 部 は 内 暫 し な が ら立 ち 上 が

り， 口 縁 部 は 外 反 す る 。

付 け 。 普 通
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明　石　遺　跡

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特 ．徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第247図 高 台 付 椀 A ・14．4 底 部 は平底 で ，ハ の字 状 に 開 く高台 口緑 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長 石 ・雲 母 P 434　 60％　 P L 92

6
土　 師　 器 B　　 5．6 が付 く。体 部 は 内攣 しなが ら立 ち上 デ 。底 部 回転 へ ラ切 り後 ，高 台貼 り 橙午 北 壁 際覆土 下層

D ．〔7．6〕

E　　 2．0

が り， 口緑郡 は外反 す る。 付 け。 普通

7

小　　　 皿 A ・〔9．4〕 底 部一 部 欠損 。平 底。 体 部 は外傾 し 口緑 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 ． P 435． 30％

土　 師　 器 B　 1．7

C 〔5．8〕

なが ら立 ち上 が り， 中位 で わず か に

角 度 を変 え， 口緑部 に至 る。

デ。 底部 回転へ ラ切 り。 にぷ い褐色

普通

覆土 中

8

嚢 A 〔20．8〕 平 底。 体部 は 長胴 形 を呈 し， 最大 径 口緑 部 及 び頸部 内 ・外 面横 ナ デ。体 石英 ・長石 ・赤色粒 子 P 436　 70％　 P L 93

土　 師　 器 B　 29．3 を上位 に もつ 。頚 部 は くの字状 に屈 部外 面 上位 ナ デ， 下端横 位 のヘ ラ削 暗由色 竃 西側 床面

C　 lO．4 曲す る。 口緑 部 は外 反 気 味 に 開 き，

端 部 を面取 りして角張 らせ てい る。

り， 内面 へ ラナデ。． 普通

9

襲 B （9．6） 底 部 か ら体 部 下 半 にか け て の破 片 。 体部 外 面へ ラ ナデ ，下端 横 位 のへ ラ 石英 ・長石 P 4 37　 60％　 P L 93

土　 師　 器 C　　 8．2 平 底。 休部 は外 傾 しなが ら立 ち上 が

る。

削 り，内面 へ ラナデ。 にぷ い赤褐 色

普通

竃 火床面

10

畢 寧 （2．5） 底 部 か ら体 部 下半 にか け て の破 片 。 体部 内 ・外 面 ロク ロナ デ。体 部 下端 長石
P 4 38　 10％

北壁 際覆 土下 層

三 河二川 窯産

灰 粕 陶 器 C 〔3．8〕 平底 。体 部 は外 傾 しなが ら立 ち上 が 回転 へ ラ削 り。底 部 回転 へ ラ削 り。 粕 ：灰 黄色

る。 外面 に灰粕 を施粕 。 胎土 ：灰 黄色

良好

11

長　 頸　 瓶 B （2．1） 底部 片 。底 部 は平底 で ，断 面台 形 の 底 部 回転へ ラ削 り後，高 台貼 り付 け。 長 石 P 4 39　 10％

灰 粕 陶 器 D 〔8．8〕

E　 1．1

低 い高台が付 く。 外 面 に灰粕 を施粕 。 寒由：暗 赤褐色

胎 土 ：灰 黄色

良好

P l 西側 覆土 下層

猿投 井 ケ谷78号 窯産

遺物　土師器及びその中破片309点，灰粕陶器2点が出土している。第247図1～9は土師器，10・11は灰粕陶

器である。覆土下層では，1・3の高台付椀が竃の南側から正位の状態で，6の高台付椀が北壁際から壊れた

状態で，10の椀が北壁際から正位の状態で，11の長頸瓶がPlの西側から斜位の状態でそれぞれ出土している。

床面では，4の高台付椀が南西コーナー部から壊れた状態で，5の高台付椀がPlの東側から正位の状態で，

8の嚢が竃の西側から壊れた状態でそれぞれ出土している。壁溝では，2の高台付椀が西壁溝の底面から正位

の状態で出土している。竃では，9の嚢が火床面から壊れた状態で出土している。その他にも中央部付近の覆

土中から7の小皿が出土している。

所見　本跡は，東壁に竃を有する住居跡である。混入した遺物ではあるが，猿投井ケ谷78号窯段階の灰粕陶器

長頸瓶や，愛知県豊橋市二川窯（黒笹14号窯併行）産の灰粕陶器椀が出土しており，注目される。また，竃の

燃焼部からは，礫が支脚として使用されたままの状態で出土しており，竃使用時の様子をうかがい知ることが

できる。本跡の時期は，出土遺物から10世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

第132号住居跡（第248～250図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C3i2区。

重複関係　本跡が第133・134・144号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡よりも新しい。

また，第131号住居，第219号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　床面の広がり及び土層断面中の壁の立ち上がりから，長軸3．02m，短軸〔3．0〕mの方形と推定さ

れる。

主軸方向　〔N－1010－E〕

壁　壁高は14－18cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅18－22cm，下幅10－12cm，深さ8－14cmで，断面形は逆台形

をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。
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第248図　第132号住居跡実測図

ピット　3か所（Pl～P3）。Pl及びP2は径20～26cmの円形，深さ34～44cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P3は径20cmの円形，深さ44cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　東壁中央部北寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ100cm，両袖幅114cmで・壁外への掘

り込みは掘り方まで含めて52cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されており，東西両袖部とも補強材と

して置き竃の破片を使用している。火床面は床面を16cmほど皿状に掘り込んだ後・埋め戻した上に形成されて

いる。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がり，煙道口部には厚さ6cmにわたって粘

土と砂粒を混ぜたものを貼っている。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している0

竃土屑解説
1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量
3　赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
5　灰褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
6　赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック少量

7　黒褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
8　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子少量
9　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
10　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量，炭化粒子微量

覆土　2層からなる。2層とも自然堆積である。

土屈解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量

遺物　土師器及びその小破片400点，灰粕陶器の小破片1点，緑粕陶器1点，置き竃1点，磨石1点，刀子2

点，鉄鉱1点が出土している。第249・250図1－10は土師器，11は緑粕陶器である0床面では，6の嚢及び10の

小形嚢が竃の西側から壊れた状態でそれぞれ出土している。壁溝では，13の磨石が東壁溝の上面から出土してい

－319－



明　石　遺　跡

る。竃では，1・2の杯が火床面から，1が下，2が上と斜位で重なった状態で，4の杯が南袖部から逆位の状

態で，7の藍が火床面から斜位の状態で，12の置き竃が南袖部及び北袖部から竃の補強材として使用された状態

でそれぞれ出土している。また，3の杯が竃の火床面と北袖部及び竃の西側の床面から散乱した状態で，8の嚢

が竃の煙道部及び竃の西側の覆土下層から散乱した状態で，9の小形嚢が竃の火床面と北袖部及び東壁溝の底面
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第249図　第132号住居跡出土遺物実測図（1）



から散乱した状態でそれぞれ出土している。その他にも北東区の覆土中から5の杯（5は墨書有），南西区の覆

土中から14・15の刀子及び16の鉄鉱，北西区の覆土中から11の段皿がそれぞれ出土している。

二二二「‾二

◎

第250図　第132号住居跡出土遺物実測図（2）

第132号住居跡遺物観察表

！　l

二二二コニーう
1　1

こ〕　0

10cm

！　　；　　！

；－こ二
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l－　　　－1　－　1

図版番号 券　　 種 計測値（cm） 器　形　 の　 特　徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

P440 100％　 PL92
第249園 杯 A　 13．6 平底。体郭は内暫しながら立ち上が ロ縁部及び体部外面ロクロナデ，内 石英・長石・赤色粒子

1 土　 師　 器 B　　 4．2

C　　 8．6

り，口緑部は外傾する。 面ロタロナデ後，横位のヘラ磨き。

底部回転へラ切り。内面黒色処理。

にぷい黄橙色

普通

塩火床面

2

珂こ A　 13．0 平底。休部は内攣しながら立ち上が 口緑部及び体部外面ロクロナデ，内 石英・雲母 P441　90％　 PL92

土　 師　 器 B　　 4．0

C　　 6．0

り，ロ縁部は外傾する。 面ロクロナデ後，横位のヘラ磨き。

底部回転へラ切り。内面黒色処理。

灰黄褐色

普通

電火床面

3

坤こ A 〔13．2〕底部一部欠損。平底。体部は内攣し ロ縁部及び体部外面ロクロナデ，内 長石・雲母・赤色粒子 P442　 40％　PL92

土　 師　 器 B　　 4．1 ながら立ち上がり，ロ緑部は外伸す 面ロクロナデ後，横位のヘラ磨き。 にぷい褐色 寵火床面・北袖部，

C 〔7．4〕る。 底部回転糸切り。内面黒色処理。 普通

長石・雲母・赤色粒子

竜西側床面

P443　50％　PL92

4

‡不 A 〔11．0〕平底。休部は内攣しながら立ち上が 口緑部及び体部内・外面ロクロナ

土　 師　 器 B　　 4．0

C　　 6．4

り，口緑部は外傾する。 デ。底部回転糸切り。 にぷい黄橙色

普通 （二次焼成）

竃南袖部

5

杯

土　 師　 器

B （2．0）休部片。 体都内・外面ロクロナデ。 石英・長石

にぷい黄橙色

普通

P447　　 5％　 PL92

北東区覆土中

体部外面墨書「□」？
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図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第2 49図 襲 A 〔21．0〕・底 部 欠損 。体 部 は長 胴形 を呈 し，最 口緑 部 及 び頸 部内 ・外 面横 ナ デ。 体 石 英 ・長 石 P 450　 30％　 P L 93

6
土　 師　 器 B ．（30．2） 大 径 を上 位 に もら。 頚部 は くの字 状 部外 面 へラ ナ デ， 下端 横位 の ヘ ラ削 にぷい橙 色 竃 西側 床面

に屈 曲す る。 口緑 部 は外 反気 味 に開

き，端 部 をつ まみ上 げて いる。

り， 内面へ ラナデ。 普 通

7

嚢 B （7．3） 底 部 か ら体 部 下 半 に か けて の破 片 。 体部 外面 縦 位 のへ ラ削 り， 下端 横 位 石英 ・長石 ・赤色粒 子 P 4 51　 20％

土　 師　 器 C　 14．8 平 底。 体 部 は外傾 しなが ら立 ち上 が のへ ラ削 り， 内面横 位 のパ ケ 目調 整 にぷ い橙色 竃 火床面

る。 後，ヘ ラナ デ。 普通

8

嚢 B （・4．7） 底 部片 。平 底 。体 部 は外傾 しなが ら 体 部 外面 横位 の へ ラ削 り， 内面 へ ラ 石英 ・長石 ・雲母 P 45 2　 10％

土　 師　 器 C　　 9．2 立 ち上が る。 ナデ。 暗褐色

普通

竃煙 道部 ，

竃西側 覆土 下層

9

小　 形　 嚢 A　 13．8 平底 。体 部 は球 形 を呈 し， 最大 径 を 口緑部 及 び頸 部 内 ・外 面 横 ナデ 。体 石英 ・長石 r P 448　 50％　 P L 9 3

土　 師　 器 B　 13．2 中位 に もつ 。頚 部 は くの字状 に屈 曲 部 外面 上位 ナデ ，下位 横 位 のヘ ラ削 にぷ い橙 色 竃火床 面 ・北神都 ，

C　　 8．0 す る。 口縁 部 は外 反気 味 に開 き，端

部 をつ まみ 上げ てい る。

り， 内面 へ ラナ デ。外 面 に輪 積 み痕

が残 る。

普通 東壁溝 底面

10

小　 形　 棄 A 〔12．6〕 体 郡 上 半 か ら口 緑 部 にか け て の 破 口緑 部 及 び頸 部内 ・外 面横 ナデ。 体 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 449　 10％

土　 師　 器 B （6．5） 片 。休部 は 内攣 しなが ら立 ち上 がる。 部外 面 上位 ナ デ， 下位 横位 の ヘ ラ削 にぷい黄 栓色 竃 西側床 面

頚 部 は くの字 状 に屈 曲す る。 口緑 部

は外 反気 味 に開 き， 端部 を わず かに

つ まみ上 げ ている。

り， 内面 へラ ナデ。 普 通

11

段　　　 皿 A 〔15二0〕 底 部欠 損 。体 部下 端 の内 面 に段 を も 口緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 長石 P 4 53　 10％　 P L 93

緑 粕 陶 器 B （2．1）

ノ

つ。体 部 は外傾 しなが ら立 ち上が り， デ 。 内 ・外 面に緑粕 を施 粕。 粕 ：オ リーブ灰色 北西 区覆 土中

口緑 部 はわず かに外反 す る。 胎土 ：灰 白色

良好

猿投 黒笹9 0号 窯産

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 詞 ・焼 成 備　　　　 考

第250図

12

置　 き　 竃 B （23．9） 底 部 か ら体 部 にか けて の破 片。 基底 体 部上位 縦位 のへ ラ削 り，下位 ナデ ， 石 英 ・長石 ・赤 色粒子 D P 13　30％　 P L lO9

土　 製　 品 C 〔53．0〕 端 部 は嚢 の 口緑 端部 の よ うにつ まみ 内 面 ナ デ 。 底 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 にぷ い橙 色 ． 竃南袖 部 ・北袖部

出 し状 を呈 す る。体 部 は内傾 しなが

ら立 ち上 が り， 上位 に 円形 の透 か し

孔 が空 く。

内 ・外面 に輪積 み痕 が残 る。 普 通 竃袖部補強材 として転用

図版番 号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第2 50図 13 磨　　　 石 9．8 9．2 7．1 ・985．7 砂　　 岩 ． 東 壁溝 上面 Q il　　　　　 P L 112

図版 番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出 ‘土　 地　 点 備　　　　　 考 －
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

第250図14 刀　　　 子 （4．3） 1．7 0．4 （4．5） 南西 区覆土 中 刃 部片　　 M 2 2　　 P L 113

15 刀　　　 子 （4．5） （0．9） 0．5 （叩 ） 南西 区覆土 中 茎 部片　　 M 2 3　　 P L 113

16 銑　　　 鉄 （5．2） 0．5 0．4 ・（2．2） ・南 西 区覆土 中 茎 部片　　 M 24　　 P L 113

所見　本跡は，東壁に竃を有する二本柱の住居跡である。遺物としては，判読できないが体部外面に墨書され

た土師器杯や，猿投黒笹90号窯1型式段階の緑粕陶器段皿が出土しており，注目される。さらに，竃の南・北両

袖部からは，置き竃が補強材として使用されたままの状態で出土しており，竃構築時の様子をうかがい知ること

ができる。この置き竃は元来一個体であったものが，破損したために補強材として利用されたものと思われる。

また，床面及び竃内から出土したそれぞれの杯の破片が接合関係にあることから，住居を廃棄するに当たって，

意図的に破砕した杯を，一方は床の上に放置し，もう一方は竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性

が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第133号住居跡（第251・252図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C3i2区。
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第251図　第133号住居跡実測図

重複関係　本跡が第134・144号住居跡，第14号溝を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの遺構よりも新し

い。また，第131・132号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸4．8m，短軸3．72mの長方形である。

主軸方向　N－100－E

壁　壁高は36－46cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅12～22cm，下幅4－12cm，深さ8－14cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固
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められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は径28～40cmの円形，深さ16～24cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P4は径34cmの円形，深さ36cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ120cm，両袖幅146cmで，壁外への掘り込み

は36cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受け

て赤変硬化している。

竃土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
3　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
4　黒　褐　色　灰多量，ローム粒子・焼土粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
6　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

7　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
9　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
10　極暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
11極暗赤褐色　焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量

12　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
13　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
4　灰　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器及びその中破片312点，須恵器及びその中破片208点，石製紡錘車1点，刀子1点が出土している。

第252図112は土師器，3～10は須恵器である。覆土上層では，5の高台付杯が西壁際から斜位の状態で出土

している。床面では，2の嚢が南壁際から逆位の状態で，3の杯（墨書有）が北東コーナー部から斜位の状態で，

6の高台付杯が竃の南側から斜位の状態でそれぞれ出土している。壁溝では，10の小瓶が南壁溝の上面から横位

の状態で出土している。竃では，7・8の盤が火床面から逆位の状態でそれぞれ出土している。ピットでは，12

の刀子がP3の底面から出土している。また，1の嚢が竃の火床面及び竃付近の床面から覆土下層にかけて散乱

した状態で，9の蓋が竃の南側の床面及び西壁際の覆土上層から散乱した状態でそれぞれ出土している。その他

第133号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第252図

1

棄 A 〔21．2〕 体 部上半か ら口緑部 にか けての破 口緑部及び頚部内 ・外面横 ナデ。体 石英 ・長石 ・雲母 P 454　 10％

土　 師　 器 B （10．9） 片。体部は内攣しながら立ち上がる。 部外面ナデ，内面へラナデ。 にぷい橙色 竃火床面，

頚部は くの字状に屈曲す る。口緑部

は外反気味に開き，端部 をつまみ上

げている。

普通 竃付近床面～覆土下層

2

聾 B （6．3） 底融か ら体 部下半にかけての破片。 体部外面ナデ，下端横位のヘ ラ削 り， 石英 ・長石 ・雲母 P 455　 10％

土　 師　 器 C　　 8．4 平底。体部は外傾 しなが ら立ち上が

る。

内面へラナデ。底部木葉痕。 にぷい黄褐色

普通

南壁際床面

3

杯 B （2．6） 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾 体部内 ・外面ロクロナデ。体部下端 石英‘・長石 ・雲母 P 456　 40％　 PL93

須　 恵　 器 C　　 7．2 しながら立ち上がる。 ヘラ削 り後，ナデ。底部回転へ ラ削 灰黄褐色 北東コーナー部床面

り後，手持ちへラ削 り。 普通 体部外面墨書 「□」？
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第252図　第133号住居跡出土遺物実測図
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図版番号 券　　 種 計測値（CIの 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎十・色調・焼成 備　　　　 考

第252図 坪 B （2．1）平底。体部は外傾しながら立ち上が 体部内・外面ロクロナデ。体部下端 石英・長石・雲母 P457　 20％

4 須　恵　器 C　　 6．2 る。 手持ちへラ削り。底部回転へラ切り

後，手持ちへラ削り。

黄灰色

普通

北西区覆土中

5

高台付杯 A 〔16．4〕底部一都欠損。底吾βは平底で，ハの 口緑部及び体部内・外面ロクロナ 石英・長石・雲母 P459　 20％

須　恵　器 B　　 6．8

D 〔10．0〕

E　 l．8

字状に開く高台が付く。休部は外傾

しながら立ち上がり，口緑部に至る。

デ。底部高台貼り付け。 黄灰色

普通

西壁際覆土上層

6

高台付杯 B （2．6）底部は平底で，ハの字状に開く高台 体部内・外面ロクロナデ。底部回転 石英・長石・雲母 P460　 20％

須　恵　器．D　　 6．8

E　 l．2

が付く。休部は外傾しながら立ち上

がる。

ヘラ削り後，高台貼り付け。 褐灰色

普通

屯南側床面

7

盤 A　 16．0 底部は平底で，ハの字状に開く高台 口緑部及び体部内・外面ロタロナ 石英・長石・雲母 P461　90％　 PL93

須　恵　器 B　　 3．9 が付く。休部は緩やかに外傾しなが デ。底部回転へラ削り後，高台貼り 灰色 電火床面

D　　 9．6

E　 1．2

ら立ち上がり，口縁部との境に稜を

もつ。ロ縁部は外反する。

付け。 普通

8

盤 A 〔17．2〕ロ緑部片。休部は緩やかに外傾しな 口縁部及び体部内・外面ロクロナ 石英・長石・雲母 P462　　 5％

須　恵　器 B （1．9）がら立ち上がり，ロ縁部との境に稜

をもつ。ロ緑部は外反する。

デ。 黒褐色

普通

奄火床面

9

蓋 A 〔19．8〕つまみ部欠損。天井部は笠形である。ロ緑部及び外周郡内・外面ログロナ 石英・長石・雲母 P463　 30％

須　恵　器 B （3．4）口縁端部は短く折り返している。 デ。 褐灰色

普通

竃南側床面，

西壁際覆土上層
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明　石　遺　跡

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎± ・色調‘・焼成 備　　　　 考

第25 2図 小　　　 瓶 B （11．1） 口緑部欠損。底部は平底で，断面逆 頚部及 び体部内 ・外面 ロクロナデ。 石英 ・長石 ・雲母 P 464　 90％　 P L 93

10
須　 恵　 器 D　　 5．8 台形の低い高台が付 く。体部は卵形 体部下端 回転へ ラ削 り。底部回転へ 黄灰色 南壁溝上面

E　　 O．8 を呈 し，最大径を上位にもつ。頚部

はほぼ直立して立ち上がる。

ラ削 り後，高台貼 り付け。 普通

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
径（cm） 長さ（cm ） 径（cm） 重量 （g ）

第252図11 石製紡錘車 4．4 （0．8） 0．8 （9．5） 泥　　　 岩 南東区覆土中 Q 12　　　　　　　 P L 1 12

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量（g ）

第2 52図12 刀　　　 子 （7．8） 1．1 0．4 （6．7） P 3 底面 刃部一部欠損　 M 25　P L l13

所見　本跡からは主柱穴が3か所検出されたが，四本柱を想定した場合，南西側の主柱穴は検出されなかった。

また，主柱穴の底面から刀子が出土していることから，住居の構築時あるいは廃棄時に，刀子を主柱穴の中に

埋納するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から9世紀第1四半期～第

2四半期と考えられる。

第134号住居跡（第253図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C3i2区。

重複関係　本跡が第14号溝を掘り込んでいるため，本跡の方が第14号溝よりも新しい。また，第131～133・

144号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い。

規模と平面形　大部分を第131～133・144号住居に掘り込まれているが，長軸〔4．9〕m，短軸〔4．2〕mの長方形と

推定される。

主軸方向　〔N－90－E〕

壁　壁高は14－16cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北西コーナーの壁下を巡っている。上幅18～22cm，下幅8～12cm，深さ6－8cmで，断面形は逆台形を

している。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

覆土　土層断面観察用のベルトからずれていたため，覆土の堆積状況を確認することができなかった。

遺物　土師器の小破片10点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は，大部分を第131～133・144号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なく，出

土遺物も少なかった。本跡の時期は，出土遺物及び重複関係から8世紀代と考えられる。

第136号住居跡（第254・255図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C3g2区。

重複関係　本跡が第14号溝を掘り込んでいるため，本跡の方が第14号溝よりも新しい。また，第5号溝に掘り

込まれているため，本跡の方が第5号溝よりも古い。

規模と平面形　長軸3．62m，短軸3．36mの方形である。

主軸方向　N－190－E

壁　壁高は20～28cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
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第253図　第134・144号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

0　　　　　　　　　　　　　　2m

卜1－1・ト－

0　　　　　　　　　　　　　　1m
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第254図　第136号住居跡実測図

壁溝　竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅12～14cm，下幅6～8cm，深さ4－8cmで，断面形はU字形

をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径22～28cmの円形，深さ12～22cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径26cmの円形，深さ28cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ122cm，両袖幅118cmで，壁外への掘り込み

は70cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を6cm掘りくぼめており，皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受け

て赤変硬化している。
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竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，粘土粒子・砂粒微量
4　灰褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
5　赤褐色　焼土粒子多量，粘土粒子中鼠ローム粒子・焼土小ブロック・砂粒少量

6　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック微量
7　灰褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック微量
8　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
9　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子・灰中量，ローム粒子・砂粒少量
10　黒褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量

覆土　3層からなる。3層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。2層及び1層は自然堆積である。

土屑解説
1　暗

2　暗

3　暗

褐色　ロー

褐色　ロー
褐色　ロー

ム

ム

粒子中量，ローム中・小ブロック少量
小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

ム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器及びその小破片82点，須恵器及びその小破片22点が出土している0第255図1・2は土師器，

3・4は須恵器である。覆土下層では，1の賓が北西コーナー部から壊れた状態で出土している0床面では，

4の短頚壷が北東コーナー部から横位の状態で出土している0また，2の小形嚢が竃の束袖部及び竃の西側の

床面から散乱した状態で，3の盤が北壁溝の上面及びP3の南側の覆土下層から散乱した状態でそれぞれ出土

している。
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第255図　第136号住居跡出土遺物実測図
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明　石　遺　跡

所見　本跡は，他の住居跡とは重複しておらず，床面及び竃から良好な状態で遺物が出土している。本跡の時

期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

第136号住居跡遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第 25 5図 斐 A　 21．4 平 底。 休 部 は長胴 形 を呈 し，最 大 径 目線 部及 び頸部 内 ・外 面横 ナ デ。体 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 4 75　 5 0％　 PL 93

1
土　 師　 器 B　 31．6 を上位 に もつ 。頚 部 は くの字状 に屈 部外 面上 位 ナデ ，下 位縦 位 のヘ ラ磨 にぷ い褐色 北西コーナー部覆土下層

C　　 8 ．0 曲 す る。 口緑 部 は外 反 気 味 に 開 き，

端部 をつ まみ上 げて いる。

き， 内面へ ラナ デ。 底部 木葉 痕。 普通

2

賓 A 〔12 ．8〕 口縁 部 片。 頚 部 は くの 字状 に屈 曲す 口縁 部及 び頚 部 内 ・外面 横 ナデ 。体 石英 ・長石 P 476　 10 ％

土　 師　 器 B （4 ．9） る。 口緑 部 は外 反 気味 に開 き， 端部 部 外面 ナデ， 内面へ ラナ デ。 にぷい 赤褐色 薗東袖 部，

をわず か につ まみ上 げてい る。 普 通 竃 西側 床面

3

盤 B （3．5） 底 部 は平 底 で， ハ の字状 に 開 く高台 体 部 内 ・外 面 ロ タ ロナデ 。底 部 回転 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 4 77　 60％　 P L 93

須　 恵　 器 D　 ll．4 が付 く。 体 部 は緩や か に外傾 しなが ヘ ラ削 り後， 高台貼 り付 け。 灰 黄色 北 壁港 上面，

E　 l．4 ら立 ち上が る。 普 通 P 3 南側 覆土 下層

4

短　 頚　 壷 A 〔 7．6 〕 底 部 は平 底 で， ハの 字状 に 開 く低 い 日 録 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 P 4 78　 4 0％　 P L 93

須　 恵　 器 B　　 6．2 高 台が 付 く。 体 部は外 傾 しなが ら立 デ。 底 部回 転へ ラ削 り後， 高 台貼 り 灰色 北東 コーナー部 床面

D 〔 7．2 〕

E　　 O ．8

ち上 り， 肩部 に稜 をもつ。 口緑 部 は

直立 す る。

付け。 良好 堀 ノ内窯 産

第139号住居跡（第256・257図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3b2区。

重複関係　本跡は第222・223号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの土坑よりも古い。

規模と平面形　長軸3．08m，短軸2．76mの長方形である。

⑥　　－I

5

第256図　第139号住居跡実測図
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主軸方向　N－50－E

壁　壁高は30～36cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅14～30cm，下幅8～22cm，深さ6～10cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は径32～48cmの円形，深さ18～26cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P2に隣接してP5があり，径44cmの円形，深さ16cmで，柱を抜き取った痕跡と思われる。P4に

隣接してP6があり，径40cmの円形，深さ20cmで，補助柱穴もしくは柱を立て替えたものと思われる。P7は

径40cmの円形，深さ18cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ108cm，両袖幅94cmで，壁外への掘

り込みは44cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を12cm掘りくぼめており，皿

状をしている。燃焼部内には支脚として使用されていた礫（花崗岩）が遺存していた。煙道部の平面形は逆U

字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土小ブロック微量
2　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック微量
3　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
4　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化物微量
5　にぷい赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量

6　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック中量，ローム小ブロック少量
7　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子少量
9　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
10　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子少量，粘土粒子・砂粒微量

11暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子多量，粘土粒子・砂粒少量，炭化物・炭化粒子微量
12　にぷい褐色　粘土粒子多邑粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，炭化物・炭化粒子微量
13　褐

14　暗　褐
15　暗　褐
16　暗　褐
17　暗　褐
18　暗　褐

19　暗　褐

色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，ローム小ブロック微量
色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・粘土粒子中量，焼土粒子・砂粒少量
色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒微量

色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック微量
色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土中・小ブロック微量
色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

20　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム少ブロック中量，焼土粒子微量

覆土　6層からなる。6層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。5層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
5　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

6　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック少量

遣物　土師器及びその中破片73点，須恵器及びその中破片14点が出土している。第257図1～3は土師器，4

～7は須恵器である。床面では，2の大形杯（墨書有）がP7の西側から正位の状態で出土している。竃では，

1の杯（墨書有）が火床面から壊れた状態で，3の小形嚢が燃焼部から壊れた状態で，5の陶ミ燃焼部から斜

位の状態で，7の高台付杯が燃焼部から正位の状態でそれぞれ出土している。また，4の杯（墨書有）が竃の

火床面及び竃の南側の床面から散乱した状態で，6の杯が竃の支脚の上面及びP7の南側の覆土下層から散乱

した状態でそれぞれ出土している。
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明　石　遺　跡

第257図　第139号住居跡出土遺物実測図

第139号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値匝 ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第257図

1

杯 A　 13．4 丸底。体部は内野しながら立ち上が 口緑部外面横ナデ，内面横ナデ後， 石英 ・長石 ・雲母 P 375　 95％　 P L 94

土　 師　 器 B　　 4．0 り，ロ緑部との境に弱 い稜 をもつ。 横位のヘラ磨 き。体部及び底部外面 明赤褐色 竃火床面

口緑部は外傾 し，内面に弱い稜をも

つ。

横位のヘラ削 り，内面横位のヘラ磨

き。 ロ緑部 内面 に 1 条の沈線が巡

る。

普通 底部外面墨書 「彿」

2

大　 形　 巧こ A　 19．2 丸底。体部は内暫 しなが ら立ち上が 口縁部外両横ナデ，内面横ナデ後， 石英 ・長石 P 376　 6 0％　 P L 94

土　 師　 器 B　　 4．4 り，ロ緑部 との境に弱い稜をもつ。 横位のヘラ磨き。休部及び底部外面 明赤褐色 P 7 西側床面

口緑部は外傾する。 横位のヘラ削 り，内面横位のヘラ磨

き。口緑部外面 に 1 条 の沈線 が巡

る。

普通 底部外面墨書 「光」

3

小　 形　 聾 A 〔16．6〕 底部欠損。休部は球形を呈 し，巌大 口緑部内 ・外面横ナデ。体部外面上 石英 ・長石 ・雲母 P 37 7　 4 0％

土　 師　 器 B （11．6） 径を中位 にもつ。頚部はくの字状に 位ナデ，下位横位のヘラ削 り，内面 明赤褐色 竃燃焼部

屈曲する。 口緑部 は外反気味 に開

き，端部 を面取 りして角張 らせてい

る。

ヘラナデ。 普通
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図版 番号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第257 図 坪 A　 13 ．6 平底 。 休 部は外 傾 しなが ら立 ち上 が 口緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 石 英 ・長石 ・雲母 P 378 100 ％　 P L 94

4 須　 恵　 器 B　　 3 ．9 り，口緑 部に至 る。 デ。 休部 下端 手 持 ちへ ラ削 り。底 部 灰色 薗火床面，薗南側床面

C　　 8 ．0
回転へ ラ切 り後， 手持 ちへ ラ削 り。 普通 底部外 面墨 書 「光 」

P 379 100 ％　 P L 93

5

士不 A　 13．8 平 底。 休 部 は外傾 しなが ら立 ち上 が 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 ・雲母

須　 恵　 器 B　　 3．7

C　　 7．8

り，口緑 部 に至 る。 デ。 体部 下端 手 持 ちへ ラ削 り。 底部

回転 へラ切 り後 ，手持 ちへ ラ削 り。

にぷ い黄橙 色

普通

寵燃焼 部

6

杯 A 〔12．8 〕 平 底 。体 部 は外傾 しなが ら立 ち上 が 口 縁 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ グ ロ ナ 石英 ・雲母 P 380　 8 0％　 P L 93

須　 藩　 器 B　　 3．4 り， 口縁 部 に至 る。 デ 。体 郡下 端手 持 ちへ ラ削 り。 底 部 灰黄 色 竃支 脚上 面，

C　　 8．0
回転 へ ラ切 り後 ，手持 ちへ ラ削 り。 普通 P 7 南側 覆土 下層

P 3 81　 8 0％　 P L 93

7

高 台 付 杯 A　 13．0 底 部 は平 底 で， ハの 字状 に 開 く低 い 口縁 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲 母

須　 恵　 器 B　　 5．5 高台 が付 く。休 部 は外傾 しなが ら立 デ 。体 部下 端 回転 へ ラ削 り。底 部 回 褐灰 色 竃燃 焼部

D　　 9．0

E　 l．0

ち上 が り， 口緑 部に至 る。 転 へラ削 り後 ，高台貼 り付 け。 普 通

所見　本跡は，底部外面に「悌」と墨書された土師器杯や，底部外面に「光」と墨書された土師器杯及び須恵

器杯が出土していることから，住居として使用されたばかりでなく・仏堂的な建物としても使用されていた可

能性が考えられる。また，床面及び竃内から出土したそれぞれの杯の破片が接合関係にあることから，住居を

廃棄するに当たって，意図的に破砕した杯を，一方は床の上に放置し，もう一方は竃の中に埋納するという祭

祀行為が行われた可能性も考えられる。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えら

れる。

第140号住居跡（第258・259図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2b9区。

規模と平面形　長軸3．02m，短軸2．92mの方形である。

」し29．2m

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

［　　　」＿＿＿＿＿＿＿＿　」
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明　石　遺　跡

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は16～22cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅16～22cm，下幅10～14cm，深さ6～10cmで，断面形は逆台

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は径24～32cmの円形，深さ10～32cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径42cmの円形，深さ44cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P5に隣接

してP6があり，径32cmの円形，深さ38cmで，補助柱穴もしくは柱を立て替えたものと思われる。P7は径30

cmの円形，深さ48cmで，性格は不明である。

竃　北壁中央部東寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ108cm，両袖幅76cmで，壁外への掘

り込みは52cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を8cm掘りくぼめており，皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱

を受けて赤変硬化している。

竃土層解説

1黒　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
3　黒　褐　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
4　極暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量
5　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
7　褐　　　色　ローム粒子多量
8／黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
9　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

10　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土中・小ブロック・炭化粒子少量
11黒　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子微量
12　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
13　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

14　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量
15　暗　褐　色　ローム粒子多量
16　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
17　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量
18　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

覆土　5層からなる。5層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。4層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
5　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器及びその小破片81点，須恵器及びその中破片41点，灰粕陶器1点が出土している。第259図1は

土師器，2は須恵器，3は灰粕陶器である。覆土下層では，3の高台付椀がPlの南側から正位の状態で出土

している。竃では，2の杯が火床面から正位の状態で出土している。ピットでは，1の杯がPlの上面から壊

れた状態で出土している。

所見　本跡の遺物としては，愛知県小牧市篠岡47号窯（黒笹14号窯2型式併行）産の灰粕陶器高台付椀が出土

しており，注目される。また，竃内から本来供膳具である杯が二次焼成を受けずに出土していることから，住

居を廃棄するに当たって，杯を竃の中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期

は，出土遺物から9世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。
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第259図　第140号住居跡出土遺物実測図

第140号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　－・　　一一－－

図版番号

第259図

器　　種

杯

計測値（cm）

A　14．0

器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　考

平底。休部は内暫しながら立ち上が口緑部及び体部内・外面ロクロナ
長石・雲母・赤色粒子P382　80％　PL93

1土　師　器B　　4．5

C　　7．2

り，口縁部は外傾する。 デ。体部下端手持ちへラ削り。底部

手持ちへラ削り。

にぷい橙色

普通

Pl上面

2

均こB（3．4）ロ緑部欠損。平底。体部は外傾しな
体部内・外面ロタロナデ。休部下端石製長石・雲母・赤色粒子P384　40％

須　恵　芹C　　6．6がら立ち上がる。
手持ちへラ削り。底部外面手持ちへ

ラ削り。

灰色

普通

竃火床面

3

高台付椀B（2．3）底部片。底部は平底で，断面台形の
体部内・外面ロクロナデ。底部回転長石 P386　10％　PL94

灰粕陶器D〔8．0〕低い高台が付く。体部は内攣しなが
ヘラ削り後，高台貼り付け。内・外粕：灰白色Pl南側覆土下層

E　　O．6ら立ち上がる。 面に灰粕を施粕。 胎土：灰白色

良好

尾北篠岡47号窯産

第141号住居跡（第260・261図）

位置　調査Ⅱ区の北部，D2a7区。

重複関係　本跡が第142号住居跡，第104号土坑を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの遺構よりも新しい。

規模と平面形　長軸3．10m，短軸2．50mの長方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は12～14cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南壁中央部の壁下だけ掘り込まれている。上幅14～16cm，下幅4～6cm，深さ4～6cmで，断面形はU

字形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて・特に踏み固

められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Plは径34cmの円形，深さ20cmで，規模や位置から主柱穴と考えられる。P2

は径26。mの円形，深さ18cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部に付設されているが，西側は撹乱を受けている。焚口部から煙道口部までの長さ80cm，両袖幅

〔90〕cmで，壁外への掘り込みは54cmである0袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている0火床面は床面を20cm

ほど皿状に掘り込んだ後，埋め戻した上に形成されている0燃焼部内には支脚として使用された礫（安山岩）

が遺存していた。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる0袖部内面及び火床面は火

熱を受けて赤変硬化している。
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明　石　遺　跡

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

∴－　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　一　　一　1

第260図　第141号住居跡実測図

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

u
第261図　第141号住居跡出土遺物実測図

第141号住居跡遺物観察表

10cm
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図版番号器　　種計測値（cm）詩　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　　　考

第261図耳　　　皿A〔6．4－10．2〕口緑部一部欠損。底部は平底で，脚口緑部及び体部内・外面ロクロナデ石英・長石・赤色粒子P480　60％　PL94

1
土　師　器B〔4．8〕状の高い高台が付く。口緑部は向か後，．横位のヘラ磨き。底部高台貼り橙色 Pl南側覆土下層

D〔6．0〕

E　　2．1

い合う2か所を上方へ折り曲げてい

る。

付け。内面黒色処理。 普通

2

要B（9．8）底部から体部下半にかけての破片。休部外面ナデ，下端横位のヘラ削り，石英・長石・雲母P48110％

土　師　器C　ll．0平底。体部は外傾しながら立ち上が

る。

内面横位のへラ磨き。内面黒色処理。灰黄褐色

普通

P2北側覆土下層

3

小　形　聾B（10．0）口縁部欠損。平底。一体部は球形を呈体部外面上位ナデ，下位横位のヘラ石英・長石・雲母・赤色粒子P482　20％

土　師　器C〔6．6〕し，最大径を中位にもつ。 削り，内面へラナデ。 黒褐色

普通

Pl北側床面

－3361



遺物　土師器及びその小破片133点が出土している0覆土下層では・第261図1の耳皿がPlの南側から逆位の

状態で，2の賓がP2の北側から壊れた状態でそれぞれ出土している0床面では，3の小形賓がPlの北側か

ら正位の状態で出土している。

所見本跡の竃の燃焼部からは，礫が支脚として使用されたままの状態で出土しており，竃使用時の様子をう

かがい知ることができる。本跡の時期は，出土遺物から10世紀第3四半期～第4四半期と考えられる0

第142号住居跡（第262・263図）

位置　調査Ⅱ区の北部，D2a7区。

重複関係　本跡は第141号住居，第102・104・105号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よ

りも古い。

規模と平面形　長軸2．82m，短軸2．72mの方形である0

主軸方向　N－93。－E

壁　壁高は46－52cmで，ほぼ垂直に立ち上がる0

壁溝竃の部分を除き，壁下を巡っている。上幅12～16cm，下幅6～8cm，深さ4～12cmで，断面形はU字形

をしている。

第262図　第142号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m
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明　石　遺　跡

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P4は径30～36cmの円形，深さ16～34cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。

竃　東壁中央部北寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ140cm，両袖幅96cmで，壁外への掘

り込みは92cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を6cm掘りくぼめており，皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熟

を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
2　にぷい褐色　粘土小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
3　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，炭化物・炭化粒子中量，ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・炭化物・粘土粒子・砂粒少量
5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
7　にぷい褐色　ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子中量，砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

覆土　4層からなる。4層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
4　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器及びその中破片102点，須恵器及びその中破片101点が出土している。第263図1・2は土師器，3
1

は須恵器である。覆土下層では，2の小形嚢がP3とP4の間から正位の状態で出土している。床面では，1の

嚢が竃の西側から壊れた状態で出土している。その他にも中央部付近の覆土中から3の蓋が出土している。

所見　本跡は，東壁に竃を有する一辺が3m未満の小形の住居跡である。本跡の時期は，出土遺物から8世紀

第1四半期～第2四半期と考えられる。

第263図　第142号住居跡出土遺物実測図

第142号住居跡遺物観察表

－

一」＝軍壬コ　3
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図版番号 器　　 種 計測値（叫 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第263図 嚢 B （15．7）底部から体部下半にかけての破片。体部外面縦位のヘラ磨き，内面へラ 石英・長石 P484　20％

1 土　師　器 C 〔9．8〕平底。体部は外傾しながら立ち上が

る。

ナデ。底部木葉痕。 にぷい赤褐色

普通

竃西側床面

2

棄 A 〔12．8〕体部上半から口緑部にかけての破 日録部及び頚部内・外面横ナデ。体 石英・長石・雲母．・赤色粒子 P483　10％

土　師　器B （6．7）片。体部は球形を呈し，中位に最大

径をもつ。頚部はくの字状に屈曲す

る。口緑部は外反気味に開き，端部

をつまみ上げている。

部外面ナデ，内面へラナデ。 にぷい赤褐色

普通

P3・P4間覆土下層

ー338－



図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第263図 蓋 B （1．1） 天井部片。天井部にボタン状のつま 天井部回転へラ削 り後，つまみ接合。 長石 ・雲母 P 485　 10％

3 須　 恵　 器 F　　 3．0

G ． 0．5

みが付 く。 灰黄色

普通

覆土中

第143号住居跡（第264・265図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C2j7区。

重複関係　本跡が第145号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第145号住居跡よりも新しい。また，第

102・103・106・107号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの土坑よりも古い。

規模と平面形　長軸3．66m，短軸3．60mの方形である○

主軸方向　N－830－E

壁　壁高は40－52cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃，P4及び南壁中央部東寄りの部分を除き，壁下を巡っている。上幅16－22cm，下幅8～10cm，深さ

6～10cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　4か所（Pl～P4）。Pl～P3は径32－34cmの円形，深さ18～22cmである。P4は長径120cm，短

径74cm，深さ10cmの楕円形の土坑状の掘り込みの中に掘り込まれており，径28cmの円形，土坑状の掘り込みの

底面からの深さは20cm，床面からの深さは30cmである。この土坑状の掘り込みは柱を抜き取った痕跡と思われ

る。Pl～P4は規模や配列から主柱穴と考えられる。

竃　東壁中央部北寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ114cm，両袖幅122cmで，壁外への掘

り込みは52cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を12cm掘りくぼめており，皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱

を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1暗褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

3　灰褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
5　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
6　灰褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
7　灰褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

8　黒褐色　灰多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
9　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
10　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・粘土粒子・砂粒少量
11暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量，粘土粒子・砂粒微量

12　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

覆土　6層からなる。6層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　褐　　色

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器及びその小破片342点，須恵器及びその中破片175点，鉄鎌1点が出土している。第265図1・2

は土師器，3～7は須恵器である○覆土上層では，3の杯がP4の上部から逆位の状態で出土している。竃で

は，4の高台付杯が火床面から斜位の状態で，6の蓋が燃焼部から逆位の状態でそれぞれ出土している。また，

2の嚢がP4の上面から覆土上層にかけて散乱した状態で，7の鉢がPlの北側の覆土下層，東壁際の覆土中

一339－



明　石　遺　跡

第264図　第143・145号住居跡実測図
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層及びP4の上部の覆土上層から散乱した状態でそれぞれ出土している0その他にも南西区の覆土中から8の

鉄鎌，北西区の覆土中から1の盤，中央部付近の覆土中から5の蓋がそれぞれ出土している。

所見　本跡は，東壁に竃を有する住居跡である0また，竃内から本来供膳具である高台付杯・蓋が二次焼成を

受けずに出土していることから，住居を廃棄するに当たって，高台付杯・蓋を竃の中に埋納するという祭祀行為

が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から9世紀第3四半期～第4四半期と考えられる0

ゝ二二圭≡≡ク。
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第265回　第143号住居跡出土遺物実測図

第143号住居跡遺物観察表

10cm
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図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

第265園 盤 A〔16．0〕体部上半から口縁部にかけての破口緑部内・外面ロクロナデ後，横位石英・長石・雲計赤色粒子P486　10％

1
土　師　器B（2．2）片。体部は緩やかに外傾しながら立のヘラ磨き。休部外面ロタロナデ，明赤褐色 北西区覆土中

ち上がり，口緑部との境に稜をもつ。

ロ緑部はわずかに外反する。

内面横位のヘラ磨き。 普通

2

蛮 A〔19．8〕頚部からロ緑部にかけての破片。頸口縁部及び頚部内・外面横ナデ。体石英・長石・雲母 P487　10％

土　師　器B（8．3）部はくの字状に屈曲する。口緑部は

外反気味に開き，端部をつまみ上げ

ている。

部外面ナデ，内面へラナデ。 にぷい橙色

普通

P4上面～覆土上層

3

均こ B（2．3）底部から体部下半にかけての破片。体部内・外面ロクロナデ。体部下端石英・長石・雲母 P489　20％

須　恵　器C　　7．8 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾

しながら立ち上がる。

回転へラ削り。底部回転へラ切り。灰色

普通

P4上部覆土上層

4

高台付杯B（5．8）底部は平底で，ハの字状に開く高台体部内・外面ロクロナデ。休部下端石英・長石・雲母 P490　10％

須　恵　器D〔8．8〕が付く。休部は外傾しながら立ち上回転へラ削り。底部回転へラ削り後，灰白色 竃火床面

E　1．3 がる。 高台貼り付け。 普通

5

蓋

須　恵　器

B（2．2）

F　　3．4

G　l．1

擬宝珠状のつまみ片。 つまみ部ロクロナデ。 石英・長石・雲母

灰黄色

普通

P492　　5％

覆土中
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明　石　遺　跡

図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴・ 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第265図 蓋 A 〔17．0〕 つ まみ 部欠損 。天井 部 は笠形 であ る。 口緑部 及 び外周 部 内 ・外面 ロク ロナ 石 英 ・長石 ・雲母 P 49 1　 20％

6 須　 恵　 器 B （2．4） 口緑部 は短 く折 り返 してい る。 デ。天井 部回転 へ ラ削 り。 にぷい褐 色

普 通

竃燃焼 部

7

鉢 A 〔42．0〕 体 部 上 半 か ら口 緑 部 に か けて の 破 口緑部 内 ・外面 ロク ロナ デ。体 部 外 石 英 ・雲 母 P 493　 10％

須　 恵　 器 B （10．0） 片 。 体 部 は外 傾 しな が ら立 ち上 が 面 縦位 の平 行叩 き，内 面 ナデ 。内 面 にぷい黄 色 P l北 側覆土 下層 ，

り，頚 部 に至 る。 口緑 部 は外 反 して・

．開 き，端 部 を面取 り して角張 らせ て
いる。

に無 文の 当て具痕 が残 る。 普通 東壁 際覆土 中層，・

P ‘4 上 部覆土 上層

図版 番号 種　　 別

計　　　　 測　　　 ．値

出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

第265図 8 鉄　　　 一鎌 （5．0） 2．3 0．3 （7．4） 南 西区 覆土 中 基部 片　 M 26 ．　　 PL 114

第144号住居跡（第253・266図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C3i2区。

重複関係　本跡が第134号住居跡，第14号溝を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの遺構よりも新しい。

また，第131～133号住居に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸4．36m，短軸4．10mの方形である。

主軸方向　N－50－W

壁　壁高は46～54cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃及び北壁東側の部分を除き，壁下を巡っている。上幅16～24cm，下幅10～12cm，深さ6－10cmで，断

面形は逆台形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl～P4は径26～42cmの円形，深さ38～52cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。Plに隣接してP5があり，径38cmの円形，深さ18cmで，補助柱穴と思われる。P6は径30cmの円

形，深さ18cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P7は径42cmの円形，深さ20cmで，中央

部に掘り込まれているが，性格は不明である。

住居内土坑　中央部南寄り，P6からP7にかけて掘り込まれており，径124cmの円形，深さ32cmで，断面形

はU字形をしている。性格は不明である。

住居内土坑土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

竃　北壁中央部東寄りに付設されているが，上部は第133号住居によっで壊されている。焚口部から煙道口部

までの長さ84cmで，壁外への掘り込みは64cmである。付近の覆土の含有物から，袖部は粘土と砂粒を混ぜて構

築されていたものと思われる。火床面は床面を6cm掘りくぼめており，皿状をしている。煙道部の平面形は逆

U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説

1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　3層からなる。3層から1層まですべて自然堆積である。
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土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器及びその中破片113点，須恵器及びその小破片65点，砥石1点が出土している。第266図1～3は

土師器，4～8は須恵器である。覆土上層では，1の杯がP2の南側から逆位の状態で・7の杯が西壁際から

斜位の状態でそれぞれ出土している。覆土中層では，2の埠が南壁際から斜位の状態で出土している0覆土下

層では，4の杯が南壁際から壊れた状態で，6・8の杯が南壁際から斜位の状態で，9の砥石が南壁際からそ

れぞれ出土している。床面では，5の杯（刻苦有）が南壁際から正位の状態で出土している0その他にも北東

区の覆土中から3の杯が出土している。

第266図　第144号住居跡出土遺物実測図

第144号住居跡遺物観察表

⊂⊃

：：聖二＿
0 10cm

一－　　　　　　　　　　　　一－．・．・．・．・．・・．一　　　　　　　　　　　　－　　　　　－

図 版 番 号

第 2 6 6 図

器　　 種

珂 こ

計 測 値 （c m ）

A　 1 5 ．4

器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

平 底 。 休 部 は 内 攣 し な が ら 立 ち 上 が ロ 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 後 ， 横 位 の へ 石 英 ・長 石 ・赤 色 粒 子 p 4 6 7　 2 0 ％

1 土　 師　 器 B　　 5 ．9 り ， ロ 緑 部 と の 境 に 弱 い 稜 を も つ 。 ラ 磨 き 。 体 部 内 ・ 外 面 横 位 の ヘ ラ 磨 明 赤 褐 色 P 2 南 側 覆 土 上 層

P 4 6 5　 9 0 ％　 P L 9 4

C　　 7 ．8 口 緑 部 は 外 傾 す る 。 き 。 底 部 へ ラ 磨 き 。 普 通

石 英 ・長 石 ・赤 色 粒 子

2

杯 A　 1 3 ．6 丸 底 。 体 郡 は 内 暫 し な が ら 立 ち 上 が ロ 緑 部 内 ・外 面 横 ナ デ 。 休 部 及 び 底

土　 師　 器 B　　 3 ．9 り ， ロ 緑 部 と の 境 に 明 瞭 な 稜 を も つ 。 部 外 面 横 位 の ヘ ラ 削 り ， 内 面 横 ナ デ 。 に ぷ い 黄 橙 色 南 壁 際 覆 土 中 層

ロ 緑 部 は 外 傾 す る 。 外 面 に 輪 積 み 痕 が 残 る 。 普 通
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明　石　遺　跡

図版番 号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　　　 考

第2 66図 杯 A 〔15．0〕 底部 欠損 。 体部 は内攣 しなが ら‾立 ち 口縁 部 内 ・外 面横 ナ デ。．体 部 外 両横 石 英 ・長石 ・雲母 P 46 6　 20％

3 土　 師　 器 B （3．9） 上が り， 口緑部 との境 に弱 い稜 を も

つ。 口緑部 は外傾 す る。

位 のヘ ラ削 り，内面横 ナ デ。 にぷ い赤褐色

普 通

北東 区覆土 中

4

杯 A　 13．6 平底 。休 部 下端 は丸 み を帯 び ，外傾 口緑 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長 石 ・雲母 P 468　 95％　 P L 94

須　 恵　 器 B　　 4．0

C　　 9．2

しなが ら立 ち上が り， 口緑部 に至 る。 デ。体 部 下端 へ ラ削 り後 ，ナ デ。 底

部 回転へ ラ切 り。

たぷい黄 橙色

普通

南壁 際覆土下 層

5

杯 A　 13．8 平 底 。体 部下 端 は丸 み を帯 び， 下半 口緑 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク 臼 ナ 石英 ・長 石 ・雲 母 P 469　 80％　 P L 94

須　 恵　 器 B　　 3．9 に稜 を もち， 外傾 しなが ら立 ち上が デ 。底 部 回転へ ラ切 り後， 手持 ちへ 灰色 南 壁際床 画

C　　 7．8 り，口緑 部 に至 る。 ラ削 り。 普通 体 部外 面刻書 「＋」

6

杯 A　 13．4 平 底。 体 部下 端 は丸 み を帯 び， 下半 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 ・雲 母 P 4 70　 60％　 P L 94

須　 恵　 器 B　　 4．6

C　　 8．6

に稜 を もち，外 傾 しなが ら立 ち上 が

‘り，口緑 部 に至 る。

デ。底 部手 持ちへ ラ削 り。 灰黄褐 色

普通

南壁 際覆 土下層

7

i不 A　 12．6 平底 。 休部 下端 は丸 み を帯 び，外 傾 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石 英 ・長石 ・雲母 P 4 71　 60％　 P L 94

須　 恵　 器 B　　 3．2

C　　 8．8

しなが ら立 ち上 が り，口緑部 に至 る。 デ。．体部 下端 へ ラ削 り後 ， ナデ 。底

部手持 ちへ ラ削 り。

灰 色

普 通

西壁 際覆土 上層

8

杯 A　 12．8 平底 。体 部 下端 は丸 み を帯 び ，下 半 口緑 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 石 英 ・長石 ・‾雲母 P 47 2　 50％　 P L 94

須　 恵　 器 B　　 4．0 に稜 をもち ，外 傾 しなが ら立 ち上 が デ。底 部 周縁 回転 へ ラ削 り。 底部 手 灰 白色 南壁 際覆土 下層

C　　 8．2 り， 口緑部 はわず か に外 反す る。 持 ちへ ラ削 り。 普 通

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出 ‘ 土　 ＿地　 点 備　　　　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）・

第26 6図 9 砥　　　 石 （5．6） 4．4 2．0 （77．1） 凝　 灰　 岩 南壁 際覆土 下層 Q 13　　　　　　　　 P L ll l

所見　本跡は，大部分を第131－133号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なかったが，南

部から良好な状態で遺物が出土している。中でも体部外面に「＋」と刻書された須恵器杯が出土しており，注

目される。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第145号住居跡（第264・267図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C2j7区。

重複関係　本跡は第143号住居，第102・103・106・107号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの

遺構よりも古い。

規模と平面形　長軸3．70m，短軸3．56mの方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は40～52cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl・P2，P4～P6）で，Pl・P2及びP4は第143号住居跡のピットと同じ位置に掘

・り込まれていたものと考えられる。Pl・P2・P4及びP5は径28～34cmの円形，深さ20～30cmで，規模や

配列から主柱穴と考えられる。P6は径30cmの円形，深さ20cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考え

られる。

竃　北壁中央部東寄りに付設されているが，袖先端部は第143号住居によって壊されている。焚口部から煙道

口部までの長さ106cm，両袖幅110cmで，壁外への掘り込みは36cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築され

ている。火床面は床面を10cm掘りくぼめており，皿状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外

傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。
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第267図　第145号住居跡竃土層断面図

寵土層解説
1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒・灰少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量
6　黒褐色　灰多量，ローム粒子・焼土粒子少量

7　灰褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒・灰少量
8　灰褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック微量
9　褐　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子少量
10　褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

覆土　大部分を第143号住居に掘り込まれているため，覆土の堆積状況を確認することができなかった0

遺物　土師器の小破片10点，須恵器の小破片1点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は，大部分を第143号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なく，出土遺物も少

なかったが，重複している第143号住居跡と方向が近似し，時期的にも近いことから，上屋の建て替えと共に・

北壁に付設されていた竃を東壁に造り替えたものと想定される。本跡の時期は，出土遺物及び重複関係から9

世紀代と考えられる。

第147号住居跡（第268・269図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C2g7区。

重複関係　本跡が第154号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第154号住居跡よりも新しい0また，第11

号溝に掘り込まれているため，本跡の方が第11号溝よりも古い。

規模と平面形床面の広がり及び土層断面中の壁の立ち上がりから，長軸〔3・6〕m，短軸3・56mの方形と推定さ

れる。

主軸方向　N－990－E

壁　壁高は40～42cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　全体的に平坦である。中央部から竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

竃東壁中央部南寄りに付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ100cm，両袖幅116cmで，壁外への掘

り込みは38cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている0火床面は床面を8cm掘りくぼめており，皿

状をしている。煙道部の平面形は逆U字形で，横やかに外傾しながら立ち上がる。神都内面及び火床面は火熱

を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒・灰少量
3　灰　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

4　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

6　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
7　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量
8　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子少量

9　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

覆土　5層からなる。5層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる04層から1層は自然堆積である。
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明　石　遺　跡

㊤

＿旦＿

8

第268回　第147号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　　　＿．　．1

土屑解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
4　黒褐色　ロ⊥ム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒褐色　ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器及びその小破片51点，須恵器及びその小破片32点が出土している。第269図1は土師器，2・3

は須恵器である0床面では，2の杯が南壁際から斜位の状態で出土している。竃では，3の蓋が火床面から横

位の状態で，1の杯が覆土中からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，東壁に竃を有する住居跡であるが，主柱穴が1か所も検出されなかった。また，竃内から本来

供膳具である珂∴蓋が二次焼成を受けずに出土していることから，住居を廃棄するに当たって，杯・蓋を竃の

中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から9世紀第1四半期

～第2四半期と考えられる。

－346



‾二‾　∴‘‘
＿　　一．．．．．．－

▼．＝＝i．．

第269図　第147号住居跡出土遺物実測図

第147号住居跡遺物観察表

10cm

Ltt－十一一一一一一一「＝∃

図版番号

第269回

器　　種

杯

計測値（cm）

A〔15．4〕

器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　 考

平底。休部は外傾しながら立ち上が口緑部及び休部外面ロクロナデ，内長石・雲母・赤色粒子P494　30％

1
土　師　器B　　4．8

C　　5．4

り，口緑部はわずかに外反する。 面ロクロナデ後，横位のヘラ磨き。

休部下端手持ちへラ削り。底部手持

ちへラ削り。内面黒色処理。

にぷい橙色

普通

覆土中

2

杯 A 〔12．8〕底部一郎欠損。休部は外傾しながら口緑部及び体部内・外面ロクロナ石英・長石・雲母 P495　20％

須　恵　器B　　4．7

C 〔7．2〕

立ち上がり，口縁部に至る。 デ。休部下端手持ちへラ削り。底部

手持ちへラ削り。

暗灰黄色

普通

南壁際床面

3

蓋 A 〔16．0〕つまみ部欠損。天井部は笠形である。口緑部及び外周部内・外面ロクロナ石英・長石・雲母 P496　30％　PL94

須　恵　器B （3．1）口縁部は撞く折り返している。 デ。天井部回転へラ削り。 灰黄褐色

普通

奄火床面

第148号住居跡（第270～272図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C2h6区。

重複関係　本跡は第11・13号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの溝よりも古い。

規模と平面形　長軸3．52m，短軸3．28mの方形である0

主軸方向　N－40－W

壁　壁高は50－58cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している0上幅14～18cm，下幅6～10cm，深さ6－12cmで，断面形はU字

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて・特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径28～32cmの円形，深さ16～20cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径28。m，深さ34cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる0

竜　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ134cm，両袖幅144cmで，壁外への掘り込み

は64cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を16cmほど皿状に掘り込んだ後，埋

め戻した上に形成されている。煙道部の平面形は逆U字形で・穣やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及

び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
2　灰褐色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
4　灰褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
5　暗褐色・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
6　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック微量

7　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中・小ブロック少量
8　黒褐色　灰多量，ローム粒子・焼土粒子少量
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第270図　第148号住居跡実測図

9　灰褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
10　暗赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量
11褐　色　ローム粒子多量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量

覆土　6層からなる。6層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。5層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説
1　暗褐色
2　黒褐色
3　黒褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　暗褐色

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，焼土小ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

ー　3－18－1
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第272図　第148号住居跡出土遺物実測図（2）

遺物　土師器及びその小破片173点，須恵器及び

その小破片154点，砥石1点が出土している。第

271・272図1－3は土師器，4～17は須恵器であ

る。覆土上層では，10の杯が中央部から逆位の状

態で出土している。覆土中層では，6の杯がPl

の南側から斜位の状態で，7・11の杯が中央部か

ら逆位の状態で，8・9の杯がP4の南側から斜

位の状態で，12の杯が中央部から壊れた状態で，

13の杯（刻書有）が中央部から横位の状態でそれぞれ出土している。床面では，15の高台付杯が中央部から斜

位の状態で，18の砥石がP5の南側からそれぞれ出土している。ピットでは，14の杯がP4の底面から正位の

状態で出土している0また，1の嚢が東壁際の床面及びP3とP4の間の覆土中層から散乱した状態で，2の

小形嚢がP2の北側の床面及びP5の北側の床面から散乱した状態で，4の杯が中央部の床面及びPlの西側

の覆土下層から散乱した状態で，5の杯がP4の上面及びP5の北側の覆土下層から散乱した状態で，16の高

台付杯がP3の北側の覆土中層及びP4の南側の覆土中層から散乱した状態で，17の藍が中央部の床面，Pl

の南側の覆土中層及び竃の南側の覆土中層から散乱した状態でそれぞれ出土している。その他にも中央部付近

の覆土中から3の小形嚢が出土している。

第148号住居跡遺物観察表

図版番 号 器　　 種 計測値（cm ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

第27 1図 蛮 B （ 4．0 ） 底 部 片。 平底 。休 部 は外 傾 しなが ら 体 部外 面縦 位 のへ ラ磨 き，内 面へ ラ 石 英 ・長 石 P 500　　 5％

1 土　 師　 器 C 〔 9．0 〕 立ち上が る。 ナ デ。底 部木葉 痕。 にぷい黄橙 色

普通

東壁際 床面，

P 3 ・P 4 間覆 土中 層

2

小　 形　 藍 B （ 9．8） 底 部 か ら体 部 下 半 にか け て の破 片 。 体 部外 面 ナデ，下 端横位 のヘ ラ削 り， 石英 ・長石 P 49 9　 2 0％

土　 師　 器 C　　 9 ．0 平底 。休 部 は球 形 を呈 し，最大 径 を 内面へ ラ ナデ。底 部木葉 痕。 にぷ い赤褐 色 P 2 北側床 面 ，

中位 に もつ 。 普通 P 5 北側床 面

3

小　 形　 要 B （5．4） 底 部か ら体 部下 半 にか け ての 破 片。 体 部外 面ナ デ，下端横 位の ヘ ラ削 り， 石 英 ・長石 ・雲母 P 50 1　 10 ％

土　 師　 器 C 〔 5．6 〕 平底 。体 都 は外傾 しなが ら立 ち上 が

る。

内 面へ ラナデ 。底部 木葉痕 。 明 赤褐色

普 通

覆土 中

4

巧こ A　 12．4 平 底。 休部 下 端 は丸 み を帯 び，外 傾 口 緑 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ タ ロ ナ 石英 ・長石 ・雲 母 P 502　 90％　 P L 94

須　 恵　 器 B　　 4．2 しなが ら立ち上 が り，口縁 都に至 る。 デ。 体 部下 端 へ ラ削 り後 ， ナ デ。 底 灰色 中央部 床面，

C　　 7 ．2 部手持 ちへ ラ削 り。 普通 P l 西側 覆土 下層

5

杯 A　 12．6 平底 。休 部 下端 は 丸み を帯 び ，外傾 口縁 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 ・雲母 P 50 3　 80 ％　 P L 94

須　 恵　 器 B　　 4．1 しなが ら立 ち上が り， 口縁 部 に至 る。 デ。休 部 下端 へ ラ削 り後 ， ナデ 。底 灰白色 P 4 上面 ，

C　　 7．0 部 手持 ちへ ラ削 り。 普通 P 5 北側覆 土下層

6

杯 A　 13．2 平 底 。体 部下 端 は丸 み を帯 び，外 傾 口 縁 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 石 英 ・長 石 ・雲 母 P 504　 70 ％　 P L 9 4

須　 恵　 器 B　　 4．4

C　　 7，6

しなが ら立 ち上が り，ロ緑 部 に至 る。 デ。 休 部下 端 へ ラ削 り後， ナ デ。 底

部手持 ちへ ラ削 り。

灰 色

普 通

P l 南 側覆 土中層

7

杯 A　 12．6 平底 。 体部 は外 傾 しなが ら立 ち上 が 口緑 都 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 ・雲 母 P 50 5　 70％　 P L 95

須　 恵　 器 B　　 4．2

C　　 7．4

り， 口緑部 に至 る。 デ。休 部 下端 手 持 ちへ ラ削 り。 底部

回転へ ラ切 り後， 手持 ちへ ラ削 り。

灰色

普通

中央部 覆土 中層

8

杯 A　 12．0 平 底 。休 部 下端 は丸 み を帯 び， 外傾 口 縁 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロナ 石 英 ・長石 ・雲母 P 506　 60 ％　 P L9 5

須　 恵　 器 B　　 3．9

C　　 7．2

しなが ら立 ち上が り，口緑 部 に至る。 デ 。体 部 下端 へ ラ削 り後 ，ナ デ。 底

部 回 転 へ ラ切 り後 ， 手 持 ち へ ラ 削

り。

灰 色

普 通

P 4 南側覆 土 中層

9

杯 A 〔12 ．4〕 平底 。体 部 下端 は 丸み を帯 び ，外 傾 口縁 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・長石 ・雲 母 P 5 07　 50％　 P L 95

須　 恵　 器 B　　 4．0

C　　 6．8

しなが ら立 ち上 が り， 口緑部 に至 る。 デ。 体部 下端 へ ラ削 り後 ， ナ デ。底

部手持 ちへ ラ削 り。

褐灰 色

普通

P 4 南側 覆土 中層
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図版番号

第271図

10

器　　 種

杯

計測値（cm）

A 〔12．4〕

器　 形　 の ’特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

平底。体部下端 は丸みを帯び，外傾 ロ緑 部及び体 部内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 509　 40％　 PL 9 4

須　 恵　 器 B　　 3．8 しなが ら立ち上が り，口緑部はわず デ。体部下端へラ削 り後，ナデ。底 灰黄褐色 中央部覆土上層

C　　 6．8 かに外反する。 部回転へ ラ切 り後，手持 ちへ ラ削

り。

普通

11

杯 A 〔13．2〕 平底。体部は外傾 しなが ら立ち上が 口緑部及び体部 内 ・外面 ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 510・ 40％　 PL 95

須　 恵　 器 B　　 4．4

C　　 7．6

り，口緑部はわずかに外反する。 デ。体部下端回転へラ削 り。底部回

転へ ラ切 り後，回転へラ削 り。

灰色

草道

中央部覆土中層

12

杯 A 〔13．2〕 底部→部欠損。平底。休部下端は丸 口緑部及 び体部 内 ・外 面ロクロナ 石英 ・長石 ・雲母 P 508　 40％　 PL 95

須　 恵　 器 ．B　　 4．3 みを帯び，外傾しなが ら立ち上が り， デ。体部下端へラ削 り後，ナデ。底 褐灰色 中央部覆土中層

P 514　 10％

C 〔8．2〕 ロ緑部に至る。 部手持ちへラ削 り。 普通

石英 ・長石 ・雲母

13

ま不 A 〔13．2〕 底部一部欠損。平底。体部下端は丸 口緑部 及び体 部内 ・外面 ロクロナ

須　 恵　 器 B　　 4．0 みを帯び，外傾 しなが ら立ち上が り， デ。体部下端へラ削 り後，ナデ。底 灰黄褐色 中央部覆土中層

C 〔7．2〕 口緑部に至る。 部手持ちへラ削 り。 普通

石英 ・長石 ・嚢母

体部外面刻書 「□」？

P 511　 20％

14

杯 B ‾（2．3） 底部から体部下半にか けての破片。 体部内 ・外面 ロクロナデ。体部下端

須　 恵　 器 C　　 7．8 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾 ヘラ判 り後，ナデ。底部回転へ ラ切 褐灰色 ． P 4 底面

P 515　 70％　 PL 94

しながら立ち上がる。 り。 普遍

石英 ・長石 ・雲母

15

高 台 付 杯 A 〔10．7〕 底部は平底で，ハの字状に開く高台 口緑部及び体郡内 ・外面 ロクロナ

須　 恵　 器 B　　 5．4 が付 く。体部 は外傾 しなが ら立ち上 デ。体部下端回転へラ削 り。底部回 灰色 中央部床面

D　　 6．6

E　 l．1

が り，口緑部に至る。 転へラ削 り後，高台貼 り付け。 普通

16

高 台 付 杯 A 〔17．0〕 底部一部欠損。底部 は平底で，ハの 口縁部及 び体 部内 ・外面ロ クロナ ．石英 ・長石 ・雲母 P 516　 50％　 PL 95

須　 恵　 器 B　　 7．0 字状に開く高台が付 く。体部は外傾 デ。底部回転へラ削 り後，高台貼 り 褐灰色 P 3北側覆土中層，

D 〔11．4〕

E　 1．5

しなが ら立ち上が り，口緑部はわず

かに外反する。

付け。 普通 P 4 南側覆土中層

17

嚢 B （12．5） 底部から体部下半にかけての破片。 体部外面斜位の平行叩き，下端横位 石英 ・長石 ・雲母 P 517　 10％

須　 恵　 器 C 〔16．0〕 平底。休部 は外傾 しなが ら立ち上が のヘラ削 り，内面ナデ。 灰色 中央部床面，P l南側覆土中層，

る。 普通 竃南側覆土中層

図版番号 種　　 別

計　　　 坤　　　 値
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（cm） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第272図18 砥　　　 石 （6．6） 6．1 2．9 （162．1） 凝　 灰 ・岩 P ．5 南側床面 Q 14　　　　　　　 PL 112

所見本跡の遺物としては，判読できないが体部外面に刻書された須恵器杯が出土しており，注目される。ま

た，主柱穴の底面から杯が出土していることから，住居の構築時あるいは廃棄時に，杯を主柱穴の中に埋納す

るという祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半

期と考えられる。

第149号住居跡（第273図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C2h6区。

重複関係本跡が第146号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第146号住居跡よりも新しい。また，第11

号溝に掘り込まれているため，本跡の方が第11号溝よりも古い。

規模と平面形西部は調査区城外に延びているため，確認できたのは長卓由3・06m，短軸（2・2）mであるが，平面

形は方形と思われる。

主軸方向　〔N－90－W〕

壁　壁高は32－36cmで，ほぼ垂直に立ち上がる○

壁溝　竃及び住居内土坑の部分を除き，壁下を巡っている。上幅12～18cm，下幅6－8cm，深さ4～8cmで，

断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固められている。

ピット　2か所（Pl・P2）。Pl及びP2は径22～32cmの円形，深さ20cmで，規模や配列から主柱穴と考え

られる。
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第273図　第149号住居跡実測図
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住居内土坑　南東コーナー部に掘り込まれており，長径102cm，短径68cmの楕円形，深さ26cmで，断面はU字

形をしている。性格は不明である。

竜　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ104cm，両袖幅88cmで，壁外への掘り込み

は50cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を10cm掘りくぼめており，皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，横やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受け

て赤変硬化している。

竃土層解説
1極　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量
3　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
4　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
5　にぷい黄褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
6　赤　褐

7　赤　褐

8　黒　褐

9　赤　褐

10　灰　褐

11暗　褐

色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
色　焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
色　焼土粒子多量，ローム粒子少量
色　ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量

覆土　5層からなる。5層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。4層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説
1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量，焼土粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック少量

4　極　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ローム中・小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器の小破片60点，須恵器の小破片30点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

－352－



所見本跡は，西部が調査区城外に延びているため，確認できたところが少なく・出土遺物も少なかった。本

跡の時期は，出土遺物及び重複関係から8世紀代と考えられる0

第150号住居跡（第274・275図）

位置　調査Ⅲ区の北部，C2g8区。

重複関係　本跡は第12・13号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの溝よりも古い。

規模と平面形　長軸3．56m，短軸3．20mの長方形である。

主軸方向　N－350－E

壁　壁高は40－44cmで，ほぼ垂直に立ち上がる0

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している0上幅18～36cm・下幅10～22cm，深さ8～14cmで，断面形は逆台

形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径28～32cmの円形，深さ20～26cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P5は径42cm，深さ38cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる0

9

第274図　第150号住居跡実測図
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明　石　遺　跡

竜　北東壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ138cm，両袖幅110cmで，壁外への掘り込

みは52cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を14cm掘りくぼめており，皿状を

している。燃焼部内には支脚として転用された須恵器高杯が遺存していた。煙道部の平面形は逆U字形で，緩

やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熟を受けて赤変硬化している。

竃土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　灰　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子∴焼土小ブロック・焼土粒子・砂粒少量
3　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

4　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック少量，炭化粒子微量
5　暗　赤褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量
6　灰　褐　色　灰中量，ローム粒子・焼土粒子少量
7　暗　赤　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
8　暗　赤褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量

9　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
10　暗　褐　色　ローム粒子少量
11にぷい赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒中量
12　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
13　暗　褐　色　ローム粒子中量

14　暗　褐　色　ローム粒子多量

覆土　6層からなる。6層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。5層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説

1　黒　褐　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　暗　褐　色

6　暗　褐　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器及びその中破片132点，須恵器及びその小破片104点が出土している。第275図1・2は土師器，

3～6は須恵器である。覆土中層では，4の杯が北東壁際から斜位の状態で出土している。覆土下層では，1

の嚢が中央部から斜位の状態で出土している。壁溝では，5の高台付杯が南西壁溝の上面から正位の状態で出

生している。竃では，2の小形嚢が火床面から正位の状態で，6の高杯が燃焼部から支脚として転用された状

態でそれぞれ出土している。また，3の杯がP5の西側の床面及び南西壁溝の上面から散乱した状態で出土し

ている。

所見　本跡の竃の燃焼部からは，高杯が支脚として転用されたままの状態で出土しており，竃使用時の様子を

うかがい知ることができる。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

第150号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第275図 嚢 A 〔19．0〕 口緑部片。頚部はくの字状 に屈曲す 口緑部内 ・外面横ナデ。体部及び底 石英 ・長石 ・雲母 P 518　　 5％

1 土　 師　 器 B （4．6）．る。 口緑部は外反気味に開き，端部 ‾

に稜をもつ。

部外面横位のへラ削 り，内面横ナデ。 明赤褐色

普通

中央部覆土下層

2

小　 形　 嚢 B （6．5） 底部から体部下半 にかけての破片。 体部外面ナデ；下端横位のへラ削 り； 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 519　 50％　 PL 95

土　 師 ‘器 C　　 5．6 平底。体部は外傾 しながら立ち上が

る。

内面へラナデ。底部木葉痕。 にぷい橙色

普通

竃火床面

3

杯 A　 13．0 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾 口緑部及 び体部 内 ・外 面ロ クロナ 石英 ・長石・・雲母 P 520　 90％　 PL 9 5

須　 恵　 器 B　　 4．0 しながら立ち上が り，口緑部はわず デ。体部下端へラ削 り後，ナデ。底 黄灰色 P 5西側床面，

C　　 7．4 。．かに外反する。 部手持ちへラ削 り。 普通 南西壁溝上面

4

杯 B （2．8） 底部か ら体部下半にかけての破片。 口緑部及 び体部 内 ・外 面ロク ロナ 長石 ・雲母 P 521　 20％

須　 恵　 器 C　　 7．6 平底。体部下端は丸みを帯び，外傾 デ。体部下端へ ラ削 り後，ナデ。底 灰黄色 北東壁際覆土中層

・しながら立ち上がる。 部手持ちへラ削 り。 普通

－354－



＝・‡‾一三‾二二一二千

←
ノ

5

第275図　第150号住居跡出土遺物実測図
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図版 番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第 275 図

5

高 台 付 杯 A　 16．8 底 部 は平 底で ， ハの 字状 に 開 く高台 ロ 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 524　 95％　 P L 95

須　 恵　 器 B　　 6．7 が 付 く。 体部 は外 傾 しなが ら立 ち上 デ 。体 部下 端 回転 へ ラ削 り。 底部 回 褐灰 色 南 西壁薄 上面

D　 12．0

E　 l．9

が り， ロ縁部 はわ ずか に外反 する。 転へ ラ削 り後， 高台貼 り付 け。 普 通

6

高　　　 杯 D　 lO．6 脚 部 片。 脚 部 は柱状 を呈 す る。 裾部 脚 部内 ・外面 ロ クロナデ。 石製 長石・雲母・赤色粒子 P 525　 50 ％　 P L 95

須　 恵　 器 E　　 9．3 はハ の字 状 に開 き，端部 をつ まみ 出 にぷ い褐色 寵燃焼 部

して いる。
普 通 （二次焼 成） 奄支脚 として転用

第152号住居跡（第230図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2hO区。

重複関係　本跡が第122号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第122号住居跡よりも新しい0また，第

19・20・123・153号住居，第112号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　長軸3．94m，短軸3．16mの長方形である。

主軸方向　N－89。－E

壁　壁高は30－40cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　南東コーナー，南壁及び南西コーナーの壁下を巡っている。上幅14～16cm，下幅8～10cm・深さ4－6

cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない0

ピット　P4は径30cmの円形，深さ12cmで，性格は不明である。

覆土　3層からなる。5層から3層まですべてローム，焼土及び炭化物の含有状況から人為堆積と思われる。

土眉解説

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
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明　石　遺　跡

遺物　土師器の小破片10点，須恵器の小破片1点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は，大部分を第19・20・123・153号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なく，

出土遺物も少なかった。本跡の時期は，出土遺物及び重複関係から8世紀代と考えられる。

第153号住居跡（第151図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D2hO区。

重複関係　本跡が第19・21・122・123・152号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方がこれらの住居跡より

も新しい。また，第20号住居に掘り込まれているため，本跡の方が第20号住居跡よりも古い。

規模と平面形　長軸4．20m，短軸2．94mの長方形である。

主軸方向　N－940－E

壁　壁高は16～24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　西壁及び北西コーナーの壁下を巡っている。上幅18～22cm，下幅10～12cm，深さ4～6cmで，断面形は

逆台形をしている。

床　全体的に平坦である。特に踏み固められたところは認められない。

貯蔵穴　北東コーナー部に付設されており，径80cmの円形，深さ20cmで，断面形は逆台形をしている。

貯蔵穴土層解説
1　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

覆土　3層からなる。14層から12層まですべて自然堆積である。

土層解説
12　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
13　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
14　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

遺物　土師器の小破片10点，須恵器の小破片1点が出土しているが，いずれも細片で，図示できるものはない。

所見　本跡は，大部分を第20号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なく，出土遺物も少な

かった。本跡の時期は，出土遺物及び重複関係から9世紀代と考えられる。

第154号住居跡（第276・277図）

位置　調査Ⅱ区の北部，C2g7区。

重複関係　本跡は第147号住居，第11号溝に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　長軸4．06m，短軸3．50mの長方形である。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は42～52cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。
l

壁溝　東・西両壁中央部及び北壁東側の壁下だけ掘り込まれている。上幅14～16cm，下幅6～8cm，深さ6～

8cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径20～28cmの円形，深さ10～22cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられる。P5は径56cm，深さ26cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P6は径40cmの

円形，深さ24cmで，P5と同じ主軸線上に掘り込まれており，位置や配列からP5に準ずる出入り口施設に伴

うピットと考えられる。
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第276図　第154号住居跡実測図

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ112cm，両袖幅114cmで，壁外への掘り込み

は22。mである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面とほぼ同じレベルで，浅い皿状をし

ている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受け

て赤変硬化している。

竃土屑解説
1暗褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子中量，粘土粒子・砂粒少量
4　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
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明　石　遺　跡

5　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

6　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

覆土　3層からなる。3層から1層まですべて自然堆積である。

土層解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム中・小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子微量

遺物　土師器の小破片50点，須恵器及びその中破片32点が出土している。図示した土器は須恵器である。第

277図1の蓋がP4の北側の床面から正位の状態で，2の蓋が竃の南側の床面から正位の状態でそれぞれ出土

している。

所見　本跡は，大部分を第147号住居に掘り込まれているため，遺存していたところが少なかったが，床面から

良好な状態で遺物が出土している。本跡の時期は，出土遺物から9世紀第3四半期～第4四半期と考えられる。

第277図　第154号住居跡出土遺物実測図

第154号住居跡遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm」

図版番号器　　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　　　考

・第277図 蓋 B（2．8）口緑部欠損。天井部は笠形で，擬宝外周部内・外面ロクロナデ。天井部石英・長石・雲母P497　50％　PL95

1 須　恵　器F〔3．2〕

G　l．2

珠状のつまみが付く。 回転へラ削り後，つまみ接合。 灰色

普通

P4北側床面

2

蓋 A〔18．0〕つまみ部欠損。天井部は笠形である。口緑部及び外周部内・外面ロクロナ石英・長石・雲母P498　20％

須　恵　器B（2．0）口緑部は短く折り返している。 デ。天井部回転へラ削り。 灰色

普通

竃南側床面

第155号住居跡（第278～281図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3al区。

重複関係　本跡が第160号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第160号住居跡よりも新しい。

規模と平面形　長軸3．56m，短軸3．08mの長方形である。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は16～20cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。竃の東側の棚状施設の壁高は14cmである。

壁溝　竃及び竃の西側の小さな棚状施設の部分を除き，壁下を巡っているが，北壁東側の壁溝は，棚状施設の

南側を巡っている。上幅14～22cm，下幅6～12cm，深さ6～10cmで，断面形はU字形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P3は径20～26cmの円形，深さ20～40cmで，規模や配列から主柱穴と考

えられる。P4及びP5は径28～34cmの円形，深さ34～44cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えら

れる。P6は，径24cmの円形，深さ28cmで，竃の火床面下に掘り込まれており，位置から竃に関連するピット

と考えられる。
P6土層解説
24　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
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第278図　第155号住居跡実測図

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ108cm，両袖幅100cmで，壁外への掘り込み

は22cmである。袖部はロームを掘り残して芯材とし，粘土と砂粒を混ぜて構築されている0西袖部は補強材とし

て土師器窯の破片を使用している。火床面は床面を18cmほど皿状に掘り込んだ後，埋め戻した上に形成されてい

る。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火床面は火熟を受けて赤変

硬化している。また，竃の東側は確認面から14cmの深さしか掘り込まれておらず・床面からの高さ6cm，長さ140

cm，奥行き40C恥面積0．56汀iほどの棚状施設になっている。西袖部の西側も確認面から14cmの深さしか掘り込まれ

ておらず，床面からの高さ6cm，長さ30cm，奥行き20cm・面積0・06Idほどの小さな棚状施設になるものと思われる0

西側の小さな棚状施設の上面には，長さ10cm，幅22cmにわたって粘土を貼っている。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
2　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
3　にぷい赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量

4　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量
5　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
6　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量，炭化粒子微量
7　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子少量

8　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・焼土中ブロック少量
9　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子少量・ローム小ブロック微量
10　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
11暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

12　暗　褐　色　ローム粒子少量
13　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量
14　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，焼土粒子微量
15　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
16　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

17　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
18　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック微量
19　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量，炭化物微量
20　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量
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21黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量，炭化粒子微量
22　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土中ブロック微量

23　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

覆土　5層からなる。5層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。4層から1層は自然堆積であ

る。

土層解説
1　里

′llヽ

2　暗

3　暗

4　暗

5　暗

，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
l

量
量
量
量
量

少
少
少
中
中

子
子
子
子
子

粒
粒
粒
粒
粒

ム
　
ム
　
ム
　
ム
　
ム

一

一

一

一

一

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

　

ロ

色
色
色
色
色

褐
褐
褐
褐
褐

焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・焼土粒子微量
ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

ローム小ブロック・粘土粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器及びその小破片550点，砥石1点，不明鉄製品1点が出土している。覆土中層では，第279～281

図2の杯が北西コーナー部から逆位の状態で出土している。覆土下層では，3の杯がP5の東側から逆位の状態

で出土している。棚状施設では，4の杯が西側棚状施設の上面から正位の状態で出土している。床面では，12の

高台付椀がP5の北側から正位の状態で，18の嚢がP5の東側から壊れた状態でそれぞれ出土している。竃では，

1の杯及び19の嚢が火床面から正位の状態で，114の嚢が燃焼部から壊れた状態で，15の嚢が火床面から横位の状

態で，16の嚢が西袖部から竃の補強材として使用された状態でそれぞれ出土している。また，5の杯が中央部の

床面及び北西コーナー部の覆土下層から散乱した状態で，7の片口杯が北西コーナー部の覆土下層及びP3の北

側の覆土下層から散乱した状態で，9の高台付椀がP5の北側の床面及びP5の東側の覆土下層から散乱した状

態で，10の高台付椀がP2の北側の床面，P5の上面及びP5の北側の床面から散乱した状態で，17の嚢が竃の

燃焼部及び竃の西側の覆土中層から散乱した状態で，20の羽釜が竃の燃焼部と東・西両袖部，竃の南側の覆土下

層及び中央部の覆土下層から散乱した状態でそれぞれ出土している。さらに，8の椀がP5の北側の床面，竃の

燃焼部及びPlの覆土中層から散乱した状態で，11の高台付椀が中央部の床面，P4の上部の覆土下層及び南壁

溝の底面から散乱した状態で出土している。その他にも南西区の覆土中から13の壷，北西区の覆土中から22の板

状鉄製品，中央部付近の覆土中から6の杯及び21の砥石がそれぞれ出土している。

所見　本跡は，竃の東側にいわゆる「棚状施設」を，さらに西側にも小さな「棚状施設」を有する住居跡であ

る。主柱穴が3か所検出されたが，四本柱を想定した場合，南西側の主柱穴は検出されなかった。出入り口施

設に伴うピットが2か所検出されたことから，この施設は一本の梯子状のものではなく，二本の支えによる踏

み板状のものであったものと思われる。また，床面，竃内及び主柱穴内から出土したそれぞれの椀の破片が接

合関係にあることから，住居を廃棄するに当たって，意図的に破砕した椀を，一方は床の上に放置し，もう一

方は竃の中や主柱穴の中に埋納するという祭祀行為が行われた可能性が考えられる。本跡の時期は，出土遺物

から10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第155号住居跡遺物観察表

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手 ．法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 億 ．　　 考

第279図 杯 A　 13．8 平底。体部は内攣しなが ら立ち上が 口緑部及び体部外面ロクロナデ，内 長石・雲母・赤色粒子 P 408　 95％　 PL95

・1 土　 師　 器 B　　 4．6

C　　 6．2

り，口緑部は外傾する。 面 ロクロナデ後，横位のヘラ磨 き。＼

底部回転へラ切 り。内面黒色処理。

にぷい橙色

普通

竃火床面

2

j不 A　 14．2 平底。体部は内攣 しなが ら立ち上が 口緑部及び体部外面 ロクロナデ，内 長石 ・雲母 ・赤色粒子 P 413　 70％　 PL95

土　 師　 器 B　　 4．2

C　　 7．0

り，口緑部はわずかに外反する。 面ロクロナデ後，横位のへラ磨 き。

底部回転へラ切 り。内面黒色処理。

にぷい橙色

普通

北西コーナー部覆土中層

3

杯 A 〔13．6〕 平底。休部は内暫 しながら立ち上が 口緑部及び体部外面 ロクロナデ，内 長石・雲母・赤色粒子 P 414　 60％　 PL95

土　 師　 器 B　　 4．3

C　　 7．0

り，口緑部はわずかに外反する。 面ロクロナデ後，横位のへ ラ磨 き。

底部回転へラ切 り。内面黒色処理。

にぷい黄橙色

普通

P 5 東側覆土下層
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第280図　第155号住居跡出土遺物実測図（2）
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第281図　第155号住居跡出土遺物実測図（3）

図版 番号

第279図

器　　 種

疎

計測値（cm）

A 13．0～14．0

器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　　　 考

平底 。 体部 は 内攣 しなが ら立 ち上 が 口 緑 部 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク・ロナ 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 40 7 100％　 PL 95

4 土　 師 ．器 B 3．6～4J6

C　　 5．8

り， 口緑部 は外 傾 す る。器 形 の歪 み ‾

が著 しい。

デ。．底部 回転へ ラ切 り。 にぷ い橙色

普通

西側 棚状 施設上 面

5

杯 A 〔13．2〕 平 底。 体部 は内攣 しなが ら立 ち上 が ロ緑 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英 ・．長石 ・赤色粒 子 P 4 09＿　50％　 P L 95

土　 師　 器 B　　 3．9

C　　 6．4 ・

り， 口緑 部 は外 傾す る。 デ 。底部 回転へ ラ切 り。 橙色

普通

中央部床 面 ，

北西コーナー部覆土下層

6

杯 A 〔14．0〕 平 底 。体 部 は内攣 しなが ら立 ち上 が 口緑 部 及 び体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 410　 50％　 P L 95

土　 師　 器 B　　 4．0

C　　 7．6

り， 口縁 部 は外傾 する。 デ。底部 回転 へ ラ切 り。 灰褐 色

普 通

覆土 中

7

片　 口　 杯 A　 12．4 平底 。体 部 は内 攣 しな が ら立 ち上が 口縁 部 及 び体 部 外 面 ロ ク ロナ デ後 ， 長 石 ・赤 色粒 子 P 4 15　 80％　 P L 9 5

土　 師　 器 B　　 3．5 り，口緑 部 との境 で外側 に大 きrく屈 横 位 の ヘ ラ磨 き， 内面 ロ クロ ナ デ○ 黒 色 北西ゴーナ一部覆土下層，

C　　 8．2 曲す る。 口縁部 は直 立 す る。 口緑 部

に注 ぎロ部 を造 り出 してい る。

底部外 面へ ラ磨 き，内面 ロク ロナデ。

内 ・外 面黒 色処理 。

普 通 P 3 北側 覆土下 層・

8

椀 A　 12．8 平底 。体 部 は 内攣 しなが ら立 ち上 が 口緑 部 内 ・外面 横 ナデ。 体部 外 面上 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 4 16　 95％　 P L 95

土　 師　 器 B　　 7．9 り，口緑部 は直 立す る。 位 ナデ ，下 位手 持 ちへ ラ削 り， 内面 にぷ い橙色 P 5 北側 床面 ，

C　　 6．6 ナ デ。 底部 手持 ち へ ラ削 り。 内 ・外

面 に輪積 み痕が残 る。

普通 （二次 焼成） 竃 燃焼部 ，’

P ．1 覆土 中層

9

高 台 付 椀 A 〔15．8〕 底 部 は平底 で ，ハ の字 状 に 開 く高 台 口緑 部 及 び体部 外 面 ロク ロナ デ， 内 長石 ・雲母 ・赤色粒 子 P 417　 70％　 P L 95

土　 師　 器 B　　 6．9 が付 く。 高台端 部 の内面 に段 を もつ。 面 ロク ロ ナデ 後 ，横 位 の ヘ ラ磨 き。 橙色 P 5 北側 床 面，

D ．　 8．4 体 部 は内 攣 しが ら立 ち上 が り， 口緑 底 部回転 へ ラ切 り後 ，高台貼 り付 け。 普通

石 英 ・長 石 ・赤色 粒子

P 5東側 覆 土下層

P 4 18　 70％　 P L 9 5

E　 l．7 部 は外傾 す る。 椀 部内面 黒色処 理。

10

高 台 付 椀 A　 16．8 底 部 は平 底 で， ハの 字状 に 開 く高台 口緑 部及 び体 部外 面 ロ クロナ デ ，内

土　 師　 器 B　　 6．6 が付 く。高台 端部 の内面 に段 を もつ 。 面 ロ クロ ナ デ後 ，横 位 のヘ ラ磨 き。 にぷい橙 色 ‘ P 2 北側床 面，

D　　 8．2 体部 は 内攣 しなが ら立 ち上 が り， 口 底 部 回転へ ラ削 り後 ，高台貼 り付 け。 普 通

雲 母 ・赤色粒 子

P 5 上面 ，

E　 l．5 緑部 は外傾 す る。 椀 部 内面黒色 処理 。 P 5 北側 床面

P 4 19　 60％　 P L 95

11

高 台 付 椀 A 〔13．4〕 底部 は平 底 で， ハ の字 状 に開 く高 台 口緑 部及 び体 部 外面 ロ クロ ナデ ，内

土　 師　 器 B　　 6．7 が付 く。体 部 は内攣 しなが ら立 ち上 面 ロ ク ロナ デ後 ， 横 位 のへ ラ磨 き。 にぷ い黄橙色 中央 部床 面 ，

D　　 8．4

E　 1．5

が り，口緑 部 は外 傾す る。 底部 回転へ ラ削 り後，高 台貼 り付 け。

椀部 内面黒 色処理 。

普通 P 4 上部 覆土 下層 ，

南壁 溝底 面

12

高 台 付 椀 B （2．0） 底 部片 。底 部 は平 底 で，ハ の 字状 に 底部 回転 へラ削 り後， 高台貼 り付 け。 雲母 ・赤色 粒子 P 4 20　 10％

土　 師　 器 D　　 7．4

E　 l．2

開 く高台 が付 く。 内面 へ ラ磨 き。椀 部 内面黒色 処理。 にぷい黄橙 色

普通

P 5北側 床 面

13

土質 A 〔13．0〕 口緑 部 か ら体 郡 上 半 に か け て の 破 口緑部 及 び頚 部外 面横 ナ デ， 内面横 長石 ・雲母 ・赤色 粒子 P 42 1 10％

土　 師　 器 B （6．1） 甘 。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 が るこ ナデ後 ，横 位 のヘ ラ磨 き。 体 部外 面 にぷい褐 色 南西 区覆 土中

頸 部 は くの字 状 に屈 曲す る。 口緑 部

は外 反気 味 に開 き， 端部 をつ まみ上

げて いる。

ナデ， 内面へ ラナデ 。内面 黒色処 理。 普 通
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図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 ‾ 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第279図 嚢 A 〔19．2〕 底部欠損。体部は長胴形 を呈し，最 口縁部及び頸部内 ・外面横ナデ。体 石英・長石・赤色粒子 P 4 22　 2 0％

14
土　 師　 器 B （2 1．8） 大径 を上位にもつ。頚部 はくの字状 部外面ナデ，内面へ ラナデ，上端療 にぷい橙色 竃燃焼部

に屈曲する。口緑部は外反気味に開

き，端部をつまみ上げている。

位のパケ目調整。 普通

第280図 嚢 A 〔19．4〕 体 部上半か ら口緑部にかけての破 日録部内 ・外面横ナデ。頚部外面縦 石英 ・長石 P 423　 20％

15

土　 師　 器 B （15．0） 片。体部は内攣 しながら立ち上がる。 位のパケ目調整後，横ナデ，内面横 明赤褐色 竃火床面

頚部はくの字状に屈曲する。口緑部

は外反気味に開き，端部をつまみ上

げている。

ナデ。体部外面上位 ナデ，下位縦位

のヘラ削 り，内面へラナデ。

普通

16

嚢 B （28．1） 底部及び口緑部欠損。体部は長胴形 頸部内 ・外面横ナデ。体部外面上位 石英・長石・赤色粒子 P 424　 3 0％　 P L 96

土　 師　 器 を呈 し，最大径を上位にもつ。 ナデ，下位縦位のヘラ削 り，下端横 にぷい橙色 竃西袖部

位の人ラ削 り，内‘面へラナデ。 普通 竃袖部補強材として転用

17

嚢 B （15．0） 底部か ら体部下半にかけての破片。 体部外面ナデ，下端横位のへラ削 り， 石英 ・長石 ・雲母 P 425　 30％　 P L 9 6

土　 師　 器 C 〔14．6〕 平底。体部は外傾 しなが ら立ち上が 内面へラナデ。 にぷい橙色 竃燃焼部，

る。 普通 竃西側覆土中層

18

襲 B （4．5） 底部片。平底。体部は外傾 しなが ら 体部外面横位のへラ削 り，内面へラ 石英・長石・雲母・赤色粒子 P 4 26　 20％

土　 師　 器 C　　 9．0 立ち上がる。 ナデ。底部木葉痕。 にぷい黄橙色

普通

P 5 東側床面

19

嚢 B （2．1） 底部片。平底。体部は外傾 しながら 体部外面横位のヘラ削 り，内面へラ 石英・長石・赤色粒子 P 427　　 5％

土　 師　 器 C　　 8．0 立ち上がる。 ナデ。底部木葉痕。 橙色

普通

竃火床面

第28 1図

2 0

羽　　　 釜 A　 20．8 底部欠損。体部は長胴形を呈 し，最 口緑部及び頸部内 ・外面横 ナデ。．体 石英 ・・長石‾ P 428　 70％　 P L 96

土　 師　 器 B （21．2） 大径を上位にもつ。体部上位に環状 部外面上位ナデ後，鍔貼 り付け，下 浅黄橙色 竃燃焼部・東西両袖部，

の鍔が付 く。頚部は くの字状に屈曲 位縦位のヘ ラ削 り，内面へラナデ， 普通 竃南側覆土下層，

する。口緑部は外反気味に開き，端

部をつまみ上げている。

下端横位のパケ 目調整占鍔部上 ・下

面ナデ。鍔部上面に指頭痕，下面に

貼 り付け痕が残る。

中央部覆土下層

図版番号 種　　 別
計　　　　　 測　　　　　 値

石　　 質 出　 土 ．地　 点 備　　　　　 考
長さ（C皿） 幅（Cふ） 厚さ（cm ） 重量 （g ）

第2 81図2 1 砥　　　 石 （7．1） 3．4 1．9 （49．6） 凝　 灰　 岩 覆土中 Q lO　　　　　　　　 P L 112

図版番号 種　 如
計　　　 測　　　 値

出　 土 ‘地　 点 備　　　　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第28 1図22 板状鉄製品 7．1 2．8 0．5 13．2 北西区覆土中 ほぼ完形　 M 2 1　　 P L 114

第157号住居跡（第282・283図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3a5区。

規模と平面形　北東コーナー部は調査区域外となっているが，長軸2．90m，短軸2．82mの方形と思われる。

主軸方向　N－00

壁　壁高は14～24cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃及び竃の西側の棚状施設の部分を除き，壁下を巡っている。上幅18～22cm，下幅10～14cm，深さ2～

6cmで，断面形は逆台形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　9か所（Pl～P9）。Pl及びP2は径20～24cmの円形，深さ18cmで，規模や配列から主柱穴と考え

られる。P3は径28cmの円形，深さ26cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。P4及びP5

は径24cmの円形，深さ22～26cmで，それぞれPl及びP2の南側に掘り込まれており，位置や配列から主柱穴

に準ずる補助柱穴と考えられる。P6は長径30cm，短径22cmの楕円形，深さ26cmで，竃の火床面下に嘩り込ま．
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第282図　第157号住居跡実測図

れており，位置から竃に関連するピットと考えられる。P7～P9は径26－34cmの円形，深さ16～26cmで，性

格は不明である。

P6土層解説
11褐 色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量

竃　北壁中央部東寄りに付設されているが，東側は調査区域外である0焚口部から煙道口部までの長さ70cm，

両袖幅（70）cmで，壁外への掘り込みは24cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている0火床面は床面

とほぼ同じレベルで，浅い皿状をしている0燃焼部内には支脚として使用された礫（雲母片岩）2点が，P6

の上面に逆丁字状に組まれたままの状態で遺存していた。なお，この2点は接合関係にある。煙道部の平面形

は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる0袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している0ま

た，西袖部の西側は確認面から8cmの深さしか掘り込まれておらず，床面からの高さ6cm，長さ70cm，奥行き

20cm，面積0ユ41ポほどの棚状施設になるものと思われる。棚状施設の上面には，長さ46cm，幅10cmにわたって

粘土を貼っている。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
2　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子微量
3　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量，炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量
5　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック・粘土粒子中量，ローム粒子・砂粒少量
6　暗　褐　色　焼土粒子㍗占土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・砂粒少量・ローム小ブロック微量
7　褐　　　色　粘土粒子多量，ローム粒子中量，焼土粒子・砂粒少量

8　暗　赤　褐　色　焼土粒子多量
9　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子㍗占土粒子・砂粒少量，炭化物微量
10　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子・砂粒少量

覆土　4層からなる。4層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。3層から1層は自然堆積ある。
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明　石　遺　跡

土層解説

1暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

0　　　　　　　　　　10cm

＝±一一一一一「－二∃

第283図　第157号住居跡出土遺物実測図

第157号住居跡遺物観察表

遣物　土師器及びその小破片151点，須恵器の小破片50点

が出土している。第283図1は土師器鉢（刻書有）で，竃

の南側の床面から壊れた状態で出土している。

所見　本跡は，竃の西側にいわゆる「棚状施設」を有する

一辺が3m未満の小形の二本柱の住居跡である。遺物とし

ては，休部外面に「庄」と刻書された鉢が出土しており，

注目される。また，竃の燃焼部からは，礫が支脚として使

用されたままの状態で出土しており，竃使用時の様子をう

かがい知ることができる。本跡の時期は，出土遺物から10

世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

図版番号 器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　　　 考

第283回 鉢 A　 19．2 平底。体部は内野しながら立ち上が 口緑部及び休部外面ロクロナデ，内 石英 ・長石 P 3 95　 7 0％　 PL 96

1
土　 師　 器 B　　 6．0 り，口緑部は外反する。 面ロクロナデ後，横位のへ ラ磨き。 橙色 磁南側床面

C　　 7．0 休部下端回転へラ削 り。底部回転へ

ラ削り。内面黒色処理。

普通 底部外面刻書 「庄」

第158号住居跡（第284・285図）

位置　調査Ⅲ区の中央部，D3a3区。

重複関係　本跡が第14号溝を掘り込んでいるため，本跡の方が第14号溝よりも新しい。また，第159号住居，

第197号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの遺構よりも古い。

規模と平面形　長軸3．74m，短軸3．62mの方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は34－38cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅14～22cm，下幅8～12cm，深さ4～12cmで，断面形はU

字形をしている。

床　全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　8か所（Pl～P8）。Pl～P4は径36～50cmの円形，深さ12～26cmで，規模や配列から主柱穴と

考えられるo P4に隣接してP5及びP6があり，径22～38cmの円形，深さ10～18cmで，補助柱穴もしくは

柱を立て替えたものと思われる。P7は径38cmの円形，深さ38cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと

考えられる。P8は径40cmの円形，深さ30cmで，性格は不明である。

竃　北壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ108cm，両袖幅104cmで，壁外への掘り込

みは50cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を6cm掘りくぼめており，皿状
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④）

1　階

2　暗

3　暗

4　褐

5　暗

6　暗

7　暗

8　黒

9　褐

10　に

11暗
12　褐

13　時
14　暗

15　噌
16　噌

17　帽
18　に

19　噌

20　噌
21褐

0　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿　」

0　　　　　　　　　　　　　1m

［　　i　　　」

第284図　第158号住居跡実測図

をしている。燃焼部内には土製支脚が遺存していた0煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立

ち上がる。袖部内面及び火床面は火熱を受けて赤変硬化している。

竃土層解説
1暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子・砂粒微量
3　暗　褐　色粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子欄土小プロ．ツク・砂粒少量，ローム小ブロック・炭化粒子・粘土中ブロック微量

色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量・ローム中ブロック微量
褐　色粘土粒子多量，焼土粒子・粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土小ブロック欄土中ブロック・砂粒少量

6　暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
7　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量・炭化粒子微量
8　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子中量，ローム粒子・炭化物少量，ローム小ブロック微量
9　褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量
10　にぷい赤褐色　焼土粒子・粘土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・砂粒少量，炭化粒子微量
11暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化物・炭イ悦子・粘土小ブロック微量
12褐　　色ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子欄土粒子・砂粒少鼠ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック微量
13暗　褐　色ローム粒子・粘土粒子中量，ローム小ブロック・粘土小ブロック・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子・粘土中ブロック微量
14暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子中量，焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，炭化粒子・粘土小ブロック微量
15　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量
16暗　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック・砂粒少量，焼土小ブロック微量
17　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
18　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子少量
19　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
20　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量
21褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量・ローム中ブロック少量

覆土　8層からなる。8層から6層までは含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。5層から1層は

自然堆積である。
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明　石　遺　跡

土屑解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
5　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中呈，ローム中ブロック少量

6　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・粘土中・小ブロック・粘土粒子微量
7　灰褐色　粘土粒子多量，ローム粒子・粘土中・小ブロック少量，焼土粒子微量

8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

遺物　土師器及びその小破片352点，須恵器及びその小破片83点，土製支脚1点，角柱状土製品1点，砥石1

点，刀子2点，鉄鉄1点が出土している0第285図1・2は土師器，3～5は須恵器である。覆土上層では，2

の藍がP2の東側から正位の状態で出土している0覆土中層では，1の杯がPlの西側から正位の状態で，10の

刀子がP3とP4の間からそれぞれ出土している。覆土下層では，4の蓋がP2の西側から逆位の状態で出土し

ている0床面では，3の杯が中央部から逆位の状態で，9の刀子がP4の南側からそれぞれ出土している。竃で

は，7の土製支脚が燃焼部から正位の状態で出土している。その他にも南東区の覆土中から11の鉄鉱，北西区の

覆土中から6の角柱状土製品，中央部付近の覆土中から5の蓋及び8の砥石がそれぞれ出土している。

所見　本跡の竃の燃焼部からは，土製支脚が使用されたままの状態で出土しており，竃使用時の様子をうかが

い知ることができる。本跡の時期は，出土遺物から8世紀第1四半期～第2四半期と考えられる。

第285図　第158号住居跡出土遺物実測図

第158号住居跡遺物観察表
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図版番号器　　種計測値（C皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　　　考

第285図杯A　14．2丸底。体部は内攣しながら立ち上が口縁部内・外面横ナデ。体部及び底石英・長石・赤色粒子P387　95％　PL96

1
土　師　器B　　3．7り，口縁部との境に明瞭な稜をもつ。

口縁部は外傾し，中位に弱い稜をも

つ。

部外面横位のへラ削り，内面横ナデ。明赤褐色

普通

Pl西側覆土中層

2

嚢B（3．9）底部片。平底。体部は外傾しながら休部外面縦位のヘラ磨き，内面へラ石英・長石・雲母P388　　5％

土　師　器C　　7．4立ち上がる。 ナデ。底部木葉痕。 橙色

普通

P2東側覆土上層
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図版番号 ・器　　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成

長石 ・雲母

備　　　　 考

P 38 9　 10％
第285図

3

杯 B （2．7） 底部か ら体部下半 にかけての破片。 体部内 ・外面ロクロナデ。底部手持

須　 恵　 器 C　　 9．2 平底。体部下端は丸みを帯び，下半

に稜 をもち，外傾 しなが ら立ち上が

る。

ちヘラ削り。 灰色

普通

lJ」

中央部床面

の

4

蓋 A　 16．2 天井部は伏せ皿形で，扇平な擬宝珠 口緑部及び天井部内 ・外面ロクロナ 長石・雲母・赤色粒子 P 390　 60％　 PL 96

須　 恵　 器 B　　 2．5 状のつ まみが付 く。口緑端部には短 デ。天井部回転へラ削 り後，つまみ 灰色 P 2 西側覆土下層

ク

F　　 3．0

G　　 O．7

いかえりが付 く。 接合。 普通

5

蓋

須　 恵　 器

B （1．6）

F　　 2．4

G　 l．2

擬宝珠状のつまみ片。 つまみ部ロクロナデ。 石英 ・長石 ・雲母

灰黄褐色

普通

P 39 1　 5％

覆土亘

図版番号 種 1 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm ）

4．2

幅 （cm ）

1．2

厚さ（cm ） 重量 （g ）

第28 5図 6

7

角柱状土製品

土 製 支 脚

1．3 ． 8．5 覆土中 D P 12　　　　　　　 PL109

15．8 9．5 7．3 987．6 竃燃焼部 D p ll　　　　　　 PLlO9

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
石　　 質 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長さ（cm）

（4．3）

幅 （cm ）

（2．1）

厚 さ（cm ） 重量（g ）

第285図8 砥　　　 石 1．6 （18．9） 凝　 灰　 岩 覆土中 Q 8　　　　　　　 PL lll

図版番号 種　　 別

計　　　　 測　　　　 値
出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

ほぼ完形　　　 M 16　PL 113

茎部一部欠損　 M 17　PL 113

茎部片　　　 M 18　PL 113

長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

第285図 9 刀　　　 子 13．4 1．4 0．4 12．9 P 4 南側床面

10 刀　　　 子 （10．8） 1．3 0．4 （12．1） P 3 ・P 4 間覆土中層

11 鉄　　 ・鉄 （4．2） 0．5 0．6 （1．8） 南東区覆土中

第159号住居跡（第286・287図）

位置　調査Ⅱ区の中央部，D3a3区。

重複関係本跡が第158号住居跡を掘り込んでいるため，本跡の方が第158号住居跡よりも新しい。また，第

214・218号土坑に掘り込まれているため，本跡の方がこれらの土坑よりも古い。

規模と平面形　長軸3．68m，短軸3．60mの方形である。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は42～46cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝竃の部分を除き，壁下を全周している。上幅16～24cm，下幅10－12cm，深さ10～16cmで，断面形は逆台

字形をしている。

床全体的に平坦である。出入り口施設に伴うピットから主柱穴の内側及び竃の焚口部にかけて，特に踏み固

められている。

ピット　6か所（Pl～P6）。Pl～P4は径40～48cmの円形，深さ32～58cmで，規模や配列から主柱穴と考

ぇられる。このうち，P3及びP4内には柱を抜き取ったと思われる痕跡がある。P5及びP6は径20～22cm

の円形，深さ12～14cmで，位置から出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃北西壁中央部に付設されており，焚口部から煙道口部までの長さ102cm，両袖幅78cmで，壁外への掘り込

みは38cmである。袖部は粘土と砂粒を混ぜて構築されている。火床面は床面を18cmほど掘り込んだ後，埋め戻

した上に形成されている。煙道部の平面形は逆U字形で，緩やかに外傾しながら立ち上がる。袖部内面及び火
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明　石　遺　跡

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　　：　　　！

第286図　第159号住居跡実測図

床面は火熟を受けて赤変硬化している。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・粘土小ブロック微量
3　褐　　　色　ローム粒子・粘土小ブロック・粘土粒子中量，ローム小ブロック・粘土中ブロック・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4、にぷい褐色　粘土中・小ブロック・粘土粒子多量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック微量
5　にぷい褐色　粘土粒子多量，粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・粘土中ブロック・砂粒少量，焼土小ブロック・炭化物・炭化粒子微量
6　にぷい赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量
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7　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼上小ブロック中量
8　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量
9　にぷい赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，ローム粒子・粘土粒子・砂粒少量
10　黒　　　色　焼土粒子・炭化粒子中量
11暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量・焼土粒子・炭化粒子微量

12褐　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量・焼土粒子微量
13　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，焼土中ブロック少量
14　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子少量
15　にぷい褐色　粘土粒子多量，粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・砂粒少量

16暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・粘土粒子・砂粒微量
17褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・粘土粒子・砂粒微量
18　にぷい褐色粘土粒子多量，焼土粒子・粘土小ブロック中量，ローム粒子・砂粒少量・炭化粒子微量
19暗赤褐色焼土粒子多量，焼土小ブロック・粘土粒子中量・ローム粒子・粘土小ブロック・砂粒少量
20にぷい赤褐色焼土粒子・粘土粒子多量，焼土小ブロック欄土小ブロック中量，ローム粒子・砂粒少量，炭化粒子微量

21暗　褐　色焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック微量
22　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土小ブロック少量，粘土粒子・砂粒微量
23　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量24 褐

覆土　7層からなる。7層は含有物から竃が壊れて堆積したものと考えられる。6層から2層まではロームの

含有状況から人為堆積と思われ，

土屑解説
1暗　褐　色　ローム粒子少量，
2　暗　褐　色　ローム粒子中量，
3　暗　褐　色　ローム小ブロック

4　暗　褐　色　ローム粒子中量，
5　暗　褐　色　ローム粒子中量，
6　褐　　　色　ローム粒子多量，
7　暗　褐　色　ローム小ブロック

1層は自然堆積と思われる。

焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

炭化粒子微量
ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
・ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，ローム中ブロック・粘土小ブロック微量

遺物　土師器及びその小破片82点，須恵器の小破片10点が出土し

ている。図示した土器は土師器である。第287図1の杯が南西壁

際の覆土上層から正位の状態で出土している。また，2の高台付

椀が南区の覆土中から出土している。

所見　本跡からは出入り口施設に伴うピットが2か所検出された

ことから，この施設は一本の梯子状のものではなく，二本の支え

による踏み板状のものであったものと思われる。本跡の時期は，

出土遺物から10世紀第1四半期～第2四半期と考えられる0

第159号住居跡遣物観察表

・，′γ‘ノ‘，γr

≧＝∈≡重2
0　　　　　　5cm

⊆＝ナ二ヨ

第287図　第159号住居跡出土遺物実測図

図版番 号 器　　 種 計測値（clu） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成

石英 ・長石 ・赤 色粒 子

備　　　　 考

P 39 2　 95 ％　 P L 9 6
第 28 7回 珂こ A　 13．6 平底 。休 部 は内 暫 しなが ら立 ち上 が ロ縁 都 及 び 体 部 内 ・外 面 ロ ク ロ ナ

1 土　 師　 器 B　　 4．2

C　　 6．8

り， 口縁 部は わずか に外反 す る。 デ。底 部回転 糸切 り。 明赤 褐色

普通

南西 壁際 覆土上 層

P 393　 10％

2

高 台 付 椀 B （2 ．1） 底 部片 。底 部 は平 底 で， ハ の字状 に 底部 回転へ ラ切 り後， 高台貼 り付 け， 雲母 ・赤 色粒子

土　 師　 器 D 〔8 ．4〕

E　 l．3

開 く高 台 が付 く。 高 台端 部 の内 面に

段 を もつ 。

内面 へ ラ磨 き。椀 部 内廊黒色 処理。 にぷい黄橙 色

普 通

南 区覆 土中
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